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第一章　布石錯さく綜そう







「──ありがとうございました」

　そう言って頭を下げ、診療室から出てくるその女性を見て、ユリスはとっさに廊下の曲がり角へ身を隠した。

（なぜ綾あや斗との姉君がここに……？）

　こっそりと顔を出して覗のぞいてみれば、星猟警備隊シヤーナガルムの制服をまとったその女性──天あま霧ぎり遥はるかはそのまま奥のエレベーターへと向かっていく。別段やましいことがあるわけではないものの、顔を合わせるとなればどうしても気まずさは拭えない。もうしばらくこうしていたほうがいいだろう。

　治療院の診療エリアにはいくつもの診療室が並んでいるが、遥が出てきたのは院長であるヤン・コルベルの診療室だ。通常の怪け我がや病気を、多忙を極めるあの院長が診みることは滅めつ多たにない。

　となれば……。

「ああ、ユリスさんだったんだ」

「っ！」

　突然真横から声をかけられたユリスは、思わずびくりと身を竦すくませた。

　見れば、そこには屈託のない笑みを浮かべた遥はるかの姿。

「ちょっと視線を感じたから気になって、ね」

　ユリスは極力気配を消していたはずなのだが、さすがは綾あや斗との姉というべきか。

「……どうも、ご無沙汰しています」

　仕方なく、ユリスは小さく一礼する。

「ん、こちらこそ。ユリスさんは……ああ、そうか。右腕の」

「……はい」

　ユリスは簡易ギプスで固定された右腕を、そっと左手で押さえた。先の《王竜星武祭リンドブルス》五回戦で、武ウー暁彗シヤオフエイに勝利を収めた代償だ。

　いくら落星工学の応用で医療技術が進んだとはいえ、骨折をすぐに完治させるほどの技術はまだない（治癒能力者による治療を除けば、だが）。それでも痛み止めを使えば、動かすことは無理でも戦闘の邪魔にはならない程度まで痛みを抑え込むことはできる。ユリスは、その痛み止めを処方してもらいにきたのだ。

「大丈夫……なわけないか。でも確か次は不戦勝だったよね？」

「はい、幸いにも」

「それで、その次は──」

　そこまで言って、遥はふいに口を噤つぐんだ。

　そう。準決勝では綾斗と梅うめの小路こうじ冬ふゆ香か、その勝者とユリスが対戦することとなる。

　冬香は強い。いや、より正確に言うならば、強いのは冬香の使役する魏ぎ嶽ごくという名の式神だ。聖ガラードワース学園のノエル・メスメルを一蹴したその力は、おそらく暁彗に匹敵するレベルだろう。何より魏嶽も冬香も、まだその手の内をすべて明かしたというわけではないはずだ。今残っている七人の中で、最も底が知れない相手であることは間違いない。

　ただ、それでもユリスは準決勝へと勝ち上がってくるのは綾斗であろうと確信していた。

　どのような強敵であろうとも、今まで綾斗は必ず打ち破ってきたからだ。少なくとも、《星武祭フエスタ》の舞台では。

　だからこそ、ユリスは苦しく辛つらかった。

　このままでは、綾斗と──

「ねえ、ユリスさん。少し時間をもらえるかな？」

「……え？」

　視線を逸そらすように俯うつむいたユリスに、ふわりとした優しい声で遥が笑う。

「あたしから話せることは、ちゃんと伝えておいたほうがいいと思って」

　どう応えたらいいのかわからず返事に窮していると、遥は少し先の休憩スペースに置かれたソファへ目線を向けた。

「──わかりました。ですが、私から話せることは何もありませんよ？」

　一応、そう念を押しておく。

　が、遥はるかはやはり温かな笑顔のままうなずいた。

「ん、それでいいよ。ただあたしが話しておきたいと思っただけだから」

　連れ立ってソファに腰を下ろす。ガラス越しに冬の柔らかな陽光が、少しだけ眩まぶしい。ガラスの向こうは中庭になっており、常緑樹の葉が小さく風に揺れていた。平和で、穏やかで、どこか物寂しい光景。

「ユリスさんは、綾あや斗とからどの程度まで聞いているのかな？」

「……《王竜星武祭リンドブルス》で優勝しないと、あなたの命が危ないと」

「ああ……やっぱり詳しくは言ってないんだ、あの子」

　言って、遥は困ったものだとばかりに苦笑する。

「きっと、私を巻き込むまいとする心遣いでしょう」

　それはユリスにも痛いほどわかっていた。

　今、綾斗たちは何かしら巨大な相手と戦っている。できるならユリスとてその戦いに協力したい。

　だがユリスにも何より優先しなければならない戦いがあるのだ。どうしても譲ることのできない、ユリスにしかできない戦いが。

「……そっか。ユリスさんにもあるんだね。為なさねばならないことが」

　遥は小さく溜ため息いきを一つ吐つくと、ユリスに微笑ほほえんだ。

「だったら、もし綾斗と闘うことになってもユリスさんは全力で勝ちに行かなきゃダメだよ」

「それは──」

　さすがに命のかかった本人を前にしてどう応えるべきかわからず、口籠る。

「別に綾斗が優勝できなかったからって、すぐにあたしが死んじゃうわけじゃない……と思うんだ」

「……どういうことですか？」

「えーと、ユリスさんも《処刑刀ラミナモルス》に関してはある程度聞いてるんだよね？」

「《獅鷲星武祭グリプス》の決勝前日に、綾斗を襲ったという輩やからでしょう？　《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を使っていたとかいう」

　あのアーネスト・フェアクロフと綾斗を同時に相手にしてのけたというのだから、何者かは知らないが恐るべき力の持ち主なのは間違いない。

「その《赤霞の魔剣》の欠片かけらが、あたしのこのあたりに埋め込まれてるの」

「なっ……!?」

　腹部に手を当てながら言う遥はるかに、ユリスは目を見開く。

　それはまさしく驚きよう愕がくの事実であったが、同時にユリスを納得させるものでもあった。

　遥の力量は、今の綾あや斗とに匹敵する。その遥の命を人質にして綾斗を脅迫するなど、並大抵の人間にできるものではない。

　だが、その相手が《処刑刀ラミナモルス》となれば話は別だ。

　そして《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の能力は、刀身を細かく分割しての面の斬撃──

「欠片かけら自体はほんの小さな、それこそ《処刑刀》がコントロールすることができる最小限度の大きさに過ぎないのだけれど……ね？」

　わかるでしょとでも言うように、遥が肩を竦すくめた。

　ユリスも言葉にされるまでもなく理解する。

　どれほど小さな欠片であろうと、それが純星煌式武装オーガルクスの刀身である以上、人体を破壊することなど容易たやすいことだ。《処刑刀》の一存で遥は内臓をズタズタに引き裂かれてしまうことになる。無論、そうなれば命はない。

　と、そこでユリスはふと思い至った。

「ですが……あなたなら、たとえば《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の力を借りれば、その破片を焼き斬ることも可能なのでは？」

　煌式武装ルークスの刃は万応素マナから生成されるものなので、最小構成単位以下のサイズにまで粉砕されれば消滅する。それは純星煌式武装であっても変わらない。いくら《赤霞の魔剣》の能力が刀身の分割であっても、それが制御できる大きさ以下になってしまえば欠片も消えるしかないだろう。

　それに遥は自分の記憶を改かい竄ざんしていた能力を焼き斬ってみせたほどの技量を持っているのだ。同格の《黒炉の魔剣》を使えば、《赤霞の魔剣》の欠片を処理することも不可能ではないはず。

　しかし遥は無念そうな顔で首を横に振った。

「欠片は《処刑刀》が《赤霞の魔剣》を起動するまで出現しない。つまり、それまでは存在していないということ。いくら《黒炉の魔剣》でも存在しないものを斬ることはできないの」

「……そう、ですか」

　悔しいが、確かにそれは道理だ。

　とはいえ、欠片が空間座標ではなく遥の体内という空間そのものに紐ひも付づけられているのは間違いないのだから、何かしらの作用によってそれを無む理り矢や理りにでも引きずり出すようなことができたなら──それこそ《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力で──《魔女》としてのユリスはそこまで考えて、臍ほぞを噛かむ。

　いや、無理だ。

　それを成しているのが《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の力である以上、《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力では決して太刀打ちできない。存在しないのに存在する、そんな矛盾した状態を外部から再定義するならば、それこそ……。

「でもね、《赤霞の魔剣》の力にだって限界はある。四色の魔剣の中でも最大の射程を持つとはいえ、せいぜいそれは数十メートル。その範囲に入らなければ、とりあえずは安心かなって。ほら、たとえばここの特別室とか」

　考え込むユリスに、遥はるかはあくまで落ち着いた口調でそう言った。

「もしかして、今日あなたがここを訪れたのは……」

「うん。コルベル先生にそのあたりのことを相談するため。先生も、そういう事情なら協力してくれるって。だからね、綾あや斗とが優勝できなかったからって、すぐにあたしがどうこうってわけじゃないの」

「……」

　確かにこの治療院の特別室は地下ブロックに位置し、通常立ち入ることはできない。とはいえそれは遥も外に出られないということだ。せっかく長い眠りから覚めたというのにまたそこへ逆戻りでは無念だろう。それに──そもそも、《処刑刀ラミナモルス》なる相手に、ここのセキュリティがどこまで通じるのかも怪しいところだ。事実、綾斗はこの治療院の中庭で襲われたのだから。

　ただ……それでも心のどこかでほっとしたのは間違いなかった。

　たとえそれが欺ぎ瞞まんだとしても。

「さて、それじゃあたしはそろそろ仕事に戻らないと」

　遥はそう言って立ち上がると、ユリスの肩をぽんと軽く叩たたいた。

「まあ、気にしないでって言っても無理だろうし、ユリスさんは優しいからあたしや綾斗のこともいろいろ慮おもんぱかっちゃうだろうけど……これであなたが背負い込んでいる物を少しでも軽くできたら嬉うれしいかな」

「……なぜですか？」

　ユリスはどこまで優しく穏やかな遥を見上げ、そう訊たずねる。

「あなたにとって一番大切なのは綾斗でしょう？　私は綾斗と闘うことになるかもしれない、いわば敵です。なのに、なぜ……？」

「もちろんあたしにとって何より大切なのは綾斗だよ。それこそ命を懸けるくらいに、ね。でも、綾斗を大切に想おもってくれているのはあなたもでしょう？」

「っ！」

　その言葉は容赦なく、痛烈にユリスの胸をえぐった。

「それに綾斗もきっと、同じくらいあなたのことを大事に想ってるはず。だったら、あたしは姉としてできるだけのことをしてあげたい。綾斗にも、あなたにも。それだけだよ」

[image: ]

　俯うつむいたユリスにそう言うと、遥はるかは小さく手を振ってから去って行った。

「……なんとも強い人だな」

　残されたユリスの口から、知らずそんな言葉が漏れる。

　遥は優しく、穏やかで、そして厳しい。自らにも、綾あや斗とにも、ユリスにも。

（私ではそのようにあることは難しいが……それでも）

　ユリスが改めて決意をして立ち上がろうとしたその時、ふいに携帯端末がメールの着信を知らせた。

　それを確認したユリスは、眉根を寄せて訝いぶかしむ。

「……なんだと？　一体どういうつもりだ？」





　　　　＊






　──星猟警備隊シヤーナガルム本部、隊長室。

「ただ今戻りました」

　遥が入室して敬礼すると、執務机で空間ウィンドウを複数展開させていたヘルガ・リンドヴァルはちらりと視線を向けただけで、すぐにまた作業へと戻る。

「ご苦労。それで、院長の許可はもらえたのか？」

「はい、協力していただけるそうです。特別室を一つ空けておくと。ただ、コルベル先生としてはもう少し詳しい事情を知りたいようでしたけれど」

「まあ、院長には君を目覚めさせられなかった負い目があるからな。ある程度まで情報を絞っても要請を断るとは思っていなかったが……」

　忙せわしなく投射キーボードの上で指を動かしながら、ヘルガが続ける。

「とにかく準備が整い次第、君は治療院で待機だ。なに、そう長くは掛かるまいよ。我々が《処刑刀ラミナモルス》を──マディアス・メサの身柄を押さえるまでの辛抱だ」

　その言葉に、遥はるかは思わず身を乗り出した。

「何か進展が？」

　するとヘルガはそこでようやく手を止め、にやりと笑って空間ウィンドウを一つ遥の前へ展開させる。

「君の見立て通りだ。過去に遡って探ってみるのは正解だったようだぞ」

　その空間ウィンドウに表示されているのは、かつて日本の宇宙科学研究開発機構ＳＲＤＡが起こした新型ロケットエンジン爆発炎上事故の調査報告書だった。すでに遥も目を通している。

　事故原因については新型エンジンの問題であると断定しておきながら、当のエンジン自体は爆発により大半が吹き飛んで海中に四散しており一部分しか回収できていないという、お粗末極まりない結論となっていた。一見して早々に幕引きを図ろうとする事故調査委員会の意図が見え見えで、よくも恥ずかしげもなくこんなものを世に出せたものだと思う。

「そして……こちらは若わか宮みや美み奈な[image: ]と君から提供してもらった、彼女の父親の日記だ」

　ヘルガは机の上に置かれた今時珍しい古びた紙の日記帳を遥に差し出した。

　開いてみると、几き帳ちよう面めんで丁寧な文字が日本語で綴つづられている。

『九月三日。晴れ。夜、娘と海岸線を散策する。いつもの問いかけ。いつもと同じように答える。夢の本質。いつか娘もそれを追い掛けるだろうか』

　短く、端的で、散文的な文章。

　日記というよりも、備忘録に近い。日付と天気だけで特に出来事などの記述がない日もあり、筆者である美奈[image: ]の父親本人が気に留とめるようなことがあった時だけそれについて触れられているようだ。

　この日記は先日遥と綾あや斗とが美奈[image: ]から事故について話を聞いた際、『正直、事故についてはよく覚えてないんですけど……あっ！　でもお父さんの日記なら残ってます！』と言って、美奈[image: ]が自室から持ってきてくれたものだった。

「美奈[image: ]ちゃんのお父さんの人柄が偲しのばれる日記ですよね」

「ああ、一角の人物だったのだろうな」

　──そもそもの話は、どうにかしてマディアスの尻尾を掴つかめないかと探っていた時のことだ。状況からマディアス＝《処刑刀》たち金きん枝し[image: ]へん同盟が何かしらの犯罪行為に手を染めているのは間違いないのだが、いずれの線から追っても決定的な証拠が見つからない。それもそのはずで、精神干渉能力を持った純星煌式武装オーガルクス《ヴァルダ＝ヴァオス》が仲間にいる以上、隠いん蔽ぺい工作は自在に可能だからだ。

《処刑刀ラミナモルス》としてならば遥はるかの誘拐や、綾あや斗とを襲った一件などいくらでも逮捕拘束できる容疑はあるのだが、それもマディアスと《処刑刀》が同一人物だと断定できる証拠がなければ難しい。そのためヘルガたちとしては、どうしても『マディアス本人が犯した犯罪』である証拠が必要だった。

　そこで遥が目を付けたのが、マディアスの過去だ。

　すでに遥たちはクローディアの母であるイザベラを通して《ヴァルダ＝ヴァオス》の能力をある程度伝え聞いている。それによると、《ヴァルダ＝ヴァオス》が完全に支配できるのはその使用者──つまりは身体からだを乗っ取った者のみで、部分的な記憶の改かい竄ざんや消去などはともかく、他者を洗脳する場合は常人であろうが《星脈世代ジエネステラ》であろうが相応の時間が必要らしい。

　特に《星脈世代》相手の場合は精神干渉に対して敏感かつ耐性があるため、完全に人格を書き換えるようなことは難しく、元々本人が持っている性質を利用する必要があるのだとか。

　つまり《ヴァルダ＝ヴァオス》といえども好きなだけ手駒を量産できるわけではないということだ。おそらく《ヴァルダ＝ヴァオス》は長い時間をかけて少しずつ手駒を増やしていったのだろう。

　逆に考えれば、マディアスたちが大きな事件の隠蔽に使えるような人材は過去へ遡れば遡るほど少なくなる。金きん枝し[image: ]へん同盟がいつ頃から活動していたのかは不明だが、遥が本人から聞いた話を元に推察する限り、マディアスの動機には深く母が関わっているように思えた。

　だとすれば、どれほど古くとも二十年程度──遡れない範囲ではない。名目上とはいえマディアスは銀ぎん河がの社員であるのだから、その経歴は銀河のデータベースで調べることができる。

　とはいえ、それが容易なことではないのも確かだった。

《星武祭フエスタ》の運営委員としてのマディアスは非常に有能且つ勤勉で、同時にその仕事は膨大且つ多岐に渡る。とても一つ一つ精査しているような時間はない。しかもマディアスのデータには改竄されたと思おぼしき痕跡が幾つも見つかっていた。銀河内部にも、マディアスの協力者がいるということだろう。

「しかし、よくもこの事故とマディアスを結び付けようと思ったものだな」

「あー、それは綾斗……弟の、アドバイスというか思い付きというか……」

　──姉さん、そう言えば《処刑刀》に連れて行かれた時のことで、ロケットとか爆発事故の話が出てたよね？

《王竜星武祭リンドブルス》四回戦が終わった後、遥はるかが綾あや斗とを労ねぎらいに行ったところ、いきなりそんな話を切り出してきたのだ。

　それは遥が眠りにつく前、《処刑刀ラミナモルス》たちが再度《落星雨インベルテイア》を引き起こそうと、月で眠る巨大なウルム＝マナダイトへ仲間を送り込もうとした一件だ。遥は直前でなんとかそれを食い止めることができたが、その際に《処刑刀》たちが用意したロケットには日本の宇宙科学研究開発機構ＳＲＤＡから奪ってきたという新型のロケットエンジンが用いられていた。おそらくは爆発炎上事故も彼らの仕業だろう。

　──実は、その事故の関係者っぽい子と闘ったんだけど……。

　そうして綾斗の言葉からその関係者──美み奈な[image: ]とへと至ったわけだが、我が弟ながらよく気が付いたものだ。

「なるほどな、後で彼にも礼を言わねばならないか。……さて、その日記の六十一年、二月十日のくだりを見てみろ」

　ヘルガに言われたページを開いてみる。

『二月十日。雨。統合企業財体からの視察あり。視察団の中に珍しく《星脈世代ジエネステラ》がいて、いろいろと質問を受けた。見覚えがあると思えば、何年か前の《鳳凰星武祭フエニクス》で優勝した青年とのこと。熱心で人当たりは良いが、底が見えず。統合企業財体という魑ち魅み魍もう魎りようの巣で生き抜くには、そうあらねばならぬということか』

「これは……マディアス・メサのことでしょうか？」

「まあ、そうだろうな。十年前ともなれば少ないながらも統合企業財体本部で働く《星脈世代》はそれなりにいただろうが、時期的に見て《鳳凰星武祭》制覇者となるとマディアス・メサくらいだろう」

　ヘルガはそう言って、右手で顎をさすった。

「この有人月面調査計画は銀ぎん河がからの支援を受けている。視察が入ること自体は不思議でもない。だが……マディアス・メサがそこにいるのは、いささか不自然だ」

「？　なぜです？」

「マディアス・メサは《星武祭フエスタ》優勝の望みとして運営委員会入りを求め、それを叶かなえた。とはいえ、本来《星武祭》の運営委員は各統合企業財体の幹部ないしは幹部候補が出向する形になっている。そこで彼は一応銀河本部の幹部となったわけだが、あくまでそれは形式上のものだ。銀河本部の実質的な業務に携われるとは思えない。つまりこうしてマディアス本人が出向いている以上、この視察が運営委員としての彼の領分──《星武祭》関連の事案だということを示している」

　なるほど、納得だ。

　さすがは長年に渡ってこの異質な都市の治安を守ってきただけあって、ヘルガは統合企業財体内部の力学についてもよく理解している。

　アスタリスクにおいて真に脅威なのは、学生たちの揉もめ事や多発する犯罪よりも、常に何かしらの影響力を行使し、また隙あらばその権限を拡大させようと目もく論ろむ六つの巨大で貪欲な怪物たちなのだから。

「ということは、この有人月面調査計画と《星武祭フエスタ》になんらかの繋つながりが……？」

「ああ、その通りだ。厳密に言えば、この有人月面調査計画に参加していた民間企業の一つが、だがな。これを見てみるがいい」

　ヘルガが端末を操作すると空間ウィンドウが切り替わり、ＰＶＡインダストリーズなる企業のサイトがそこに映し出される。

「業務は衝撃吸収素材の研究開発……銀ぎん河が系列の日本企業ですね」

「銀河からのデータによると、マディアス・メサは一時期このＰＶＡインダストリーズの社外取締役を務めていたらしい」

「……どういうことです？」

　その繋がりがよくわからない。

「先の《獅鷲星武祭グリプス》でステージが改修され、防護システムもアルルカントの開発した防護ジェルが使用されたシステムに一新されたのは知っているだろう？　当然ながらあの新防護システムはアルルカントだけで作り上げたものではなく、運営委員会主導の下で各統合企業財体の系列企業も多数開発に参加している。その一つがこのＰＶＡインダストリーズだ」

　ステージの改修については遥はるかが眠っていた間のことなので、実際にそれを目の当たりにしたのは今回の《王竜星武祭リンドブルス》が初めてだが、以前の防護システムよりもかなり大規模になったという印象だ。

「時系列で言えばステージの改修計画自体は件くだんの爆発事故以前に立案されたものだが、その際マディアス・メサは企業選定においてこのＰＶＡインダストリーズを推薦している。《星武祭》の新防護システムへの参加となれば一大プロジェクトだ。どんな企業だって一枚噛かみたいと思うのが当たり前だろう。今はそれなりの大手企業だが、当時のＰＶＡインダストリーズは技術力こそ評価されていたものの、有象無象の中小企業でしかなかったようだ。普通に考えれば、このプロジェクトに参加できるような企業ではない」

　ああ、そういうことか。

「つまり……賄賂ですか？」

「まあ、よくある話だ。こそこそと金品を受け渡すよりも、適当な役職を与えて正式な報酬として支払ったほうがよほど体裁がいい。それ自体は不法行為ではないしな。どちらから接触したのかはわからないが、ＰＶＡインダストリーズにとってマディアス・メサは恰かつ好こうのカモに見えただろう。まだ二十代の若造で、しかも統合企業財体幹部には付き物の精神調整プログラムを受けていない。取り入るにはうってつけだ」

「ですが……どのようなことであれ、マディアス・メサは金銭で容易に動くような人間だとは思えません」

　決して理解も共感もできる相手ではないが、マディアスの言動には揺るぎようのない強い芯が通っていて、良くも悪くもそれを曲げることがないだろうことはわかった。

　遥はるかの言葉に、ヘルガも神妙にうなずく。

「それについては同感だな。おそらく、マディアス・メサの目的は足場の確保だったと私は見ている」

「足場……？」

「マディアス・メサが社外取締役になってからすぐに、ＰＶＡインダストリーズはこの友人月面調査計画に途中参加を決めている。これが彼の要請であったとすれば、ＰＶＡインダストリーズも断ることはできなかっただろうな」

「っ！　そういうことですか……」

　新防護システムの開発に関与する企業であれば、マディアスも堂々と視察という名目で現場を訪れることができる。《ヴァルダ＝ヴァオス》を使ってじっくりと洗脳したＰＶＡインダストリーズの技術者を潜り込ませることも可能だし、もしかしたら視察に《ヴァルダ＝ヴァオス》自身を同行させていたかもしれない。

「もっともこれらはあくまで推測だ。今更調べたところで証拠など出るまい。だが……ありがたいことにデータが残っている物もある。こればかりは銀ぎん河がに感謝しなければならないな」

　不敵に笑ったヘルガが端末を操作すると、再度目の前の空間ウィンドウが切り替わった。

「これは……財務諸表ですか？」

「統合企業財体が支配するこの世界は、即すなわち経済がすべてを司つかさどる世界だ。マディアス・メサとはいえ、その摂理からは逃れられない」

　ヘルガの目が、鋭く光る。

「尻尾の先の、そのまた毛先程度ではあるが……ようやく掴つかんでやったぞ、マディアス・メサ」





　　　　＊






　指定された場所は以前と同じ再開発エリアの一角だった。

　すでに日は沈み、薄曇りの空にはぼんやりとした朧おぼろ月づき。その下に連なる廃ビルの向こうにはまるで別世界のような高層ビルの明かりが煌こう々こうとしているが、今にも崩れ落ちそうなこの廃はい墟きよではいずれの光も弱々しい。

　ユリスがすっと指を動かすと、空中に現れた炎がその周囲を照らす。

「──来たぞ、オーフェリア。用件はなんだ？」

　闇に向かってそう声を上げるが、返事はない。

　ユリスの端末に届いたメッセージの差出人は、他ならぬオーフェリア・ランドルーフェンだった。ただし時刻と場所の指定だけ。

　あの学園祭の夜、この場所でオーフェリアと顔を合わせて以来一度も連絡はなかった。オーフェリアの性格を考えれば、次に直接顔を合わせるのは《王竜星武祭リンドブルス》のステージ上──ユリスとしてもそう考えていたのだが……それでも連絡があったとなれば足を運ばないわけにはいかない。

　と。

「っ！」

　突然、闇を切り裂いて光の奔流がユリスを襲った。

　とっさに身を翻してそれをかわすが、間髪入れずに背後から巨大なハンマー型煌式武装ルークスが振り下ろされる。

「くっ……！」

　地面を転がるようにしてその一撃から逃れたものの、更に続けてまるで闇から生えてきたかのようにハンマーの追撃が追ってきた。

（四人……いや、五人はいるか。すっかり囲まれているな……。だが、それよりもさっきの光は……！）

　ユリスとて周囲に気を配っていなかったわけではない。

　それでもなお、こうも完全に包囲されるまで気取られないとなると、かなりの手練てだれのようだ。

「──燃え盛れ！」

　ユリスの掛け声とともに、淡い光のランタンにすぎなかった炎が一気に膨れ上がり、眩まばゆい光を放って周囲をくっきりと照らし出す。

「アルディ……!?」

　そこにはかつて《鳳凰星武祭フエニクス》の決勝戦で鎬しのぎを削った自律式擬形体パペツトの姿が五体。

　しかしユリスはすぐにそれが全くの別物だと気が付いた。姿形こそよく似ているが、本物が迸ほとばしらせていた威圧感がまるで感じられない。何よりも、あの暑苦しいほどのやかましさ──強烈な自我がすっかり鳴りを潜めている。

　それでも戦闘用の擬形体としては信じられないくらいに高性能のようで、巧みな連係攻撃をユリスに仕掛けてきた。

「ふん……！」

　ユリスはその攻撃を凌しのぎつつも、廃はい墟きよの奥の闇に向かって腕を振り下ろす。

「咲き誇れ──六弁の爆焔花アマリリス！」

「──っ」

　その暗がりに潜んでいた何者かが、火球が炸さく裂れつするよりも一歩早く飛び出してきた。

「闇討ちとはまた、随分とガラードワースらしからぬやり口だな？」

　爆炎を背に現れたのは、《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦で対戦したチーム・ランスロットのパーシヴァル・ガードナーだ。

　ガラードワースの制服ではなく、黒い軍服にも似た装いなので一見するとかなり雰囲気が違うが、それでもあの《聖杯》こと純星煌式武装オーガルクス《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》の光は見間違いようがない。

「……生あい憎にくと今の私はガラードワースとは無関係です」

「はっ！　《聖杯》まで持ち出しておいて言うことか！」

　無表情にしれっと答えるパーシヴァルを鼻で笑いつつ、ユリスは地面に手を突いた。

「咲き誇れ──重波の焔鳳花ラナンキユロス！」

　ユリスを中心に猛烈な熱波が放たれ、アルディもどきたちが一斉に距離を取る。

　それらの動きに油断なく目を配りながら、ユリスは髪を掻かき上げてパーシヴァルを睨にらみ付けた。

「だが、確かにガラードワースとアルルカントが手を組んでまで私を狙うとは考え難にくい。となれば……まったく別の組織ということか？」

「答える必要はありません。私はただ、ここであなたを始末するだけですから」

　言いながらパーシヴァルが左手を上げると、その背後に浮かぶ聖杯がゆっくりとユリスに狙いを定める。ただし、まだそのチャージは終わっていないようだ。《贖罪の錐角》は触れるだけで人の意識を吹き飛ばすという防御不可の光線を放つ厄介な純星煌式武装だが、幸いにも連射はできない。

「まあいいだろう。おまえがどこで何をしようとさして興味はない。私が知りたいのはただ一つ……これがオーフェリア自身の意志なのかどうかだ」

「……」

　ユリスの問いかけに、パーシヴァルは口を噤つぐんだままだ。やはり答えるつもりはないらしい。

「そうか。ならば、無む理り矢や理りにでも聞き出すとしよう……！」

　ユリスの周囲で、抑え切れない万応素マナが炎となって噴き上がる。

　それに応じるように周囲のアルディもどきがハンマーを構え直し、パーシヴァルが短銃型の煌式武装ルークスを取り出した。

　その時だ。

「そういうことなら、僕たちも混ぜてもらってもいいですかね？　ええもう聞きたいことが山ほどあるんですよ、そちらの先輩には」

　そんな声が廃はい墟きよに響き、ユリスとパーシヴァルのちょうど中間あたりから新たな人影が二つ現れた。

　それを敵と判断したのか、その一番近くにいたアルディもどきが人影に襲い掛かる──が、一条の剣けん閃せんが闇で煌きらめいたかと思うと、その巨体は真っ二つに両断され崩れ落ちる。

「ヴァリアントを一撃で……？」

　パーシヴァルが訝いぶかしげにそうつぶやいたところを見るに、このアルディもどきはヴァリアントというらしい。

「まったく……《優騎士アグレステイア》ともあろう方が何をしてるんですか」

　呆あきれ顔で明りの下に進み出たのは、柔らかな金色の髪をした少年だった。その手にした純白の刀身を持つ剣は、綾あや斗との持つ《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》と並ぶ四色の魔剣が一振り《白濾の魔剣レイ＝グレムス》だ。

　少年の背後からは、目元を隠すほどに前髪を伸ばした少女がおずおずといった様子で付いてくる。

「《輝剣クラウ・ソラス》に《聖[image: ]の魔女ペルセフオーレ》だと……？」

「……っ」

　ユリスとしてもその闖ちん入にゆう者しやには驚いたが、二人を見たパーシヴァルの表情が一瞬歪ゆがんだのを見逃さなかった。どうやらパーシヴァルにとっても想定外の事態のようだ。

「……なぜここが？」

　絞り出すようなその声は冷たく静かだったが、わずかに震えている。

「至聖公会議シノドミアスの情報収集能力の高さは先輩だってよくご存ぞん知じでしょう？　何やらよからぬ連中と一緒にこそこそとやっていることはすでに掴つかんでいます」

　金髪の少年──今や聖ガラードワース学園の生徒会長となった《輝剣》エリオット・フォースターは、《白濾の魔剣》を腰に戻すと優しく言った。

「ともかくまずは学園に戻ってきてください、ガードナー先輩。すべてはそれからです。大丈夫、今ならまだどうとでもなりますから」

「そ、そうですよ……！　みんな、みんな先輩のことを心配してます！　フェアクロフ先輩も、ブランシャール先輩も……！」

「……はぁ」

　そんなエリオットに向かって、パーシヴァルは溜ため息いきを吐ついて首を横に振る。

「この期に及んであなた方はまだそんなことを……。ええ、ええ、そうでしょうとも。ガラードワースは素晴らしい学園です。皆が優しく、気高く、とても居心地が良かった。ですが、だからこそ駄目なのです。あの場所では私は鈍ってしまう。錆さびついてしまう。それではあの子たちに顔向けができない。私は罪を贖あがなわなければならない。そのための銃でなければならない」

　パーシヴァルの声は次第に虚うつろになっていった。氷のように冷たく、鉄のように無機質に。

「今の私は満たされている。完かん璧ぺきなる使い手の下で、私は何も考えることなく、ただただ銃としての役割を果たせばいい。そう、それこそが──今やそれだけが、私の贖しよく罪ざいなのだから」

　そう言い終えると同時にパーシヴァルの左手が払われ、《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》から薙なぎ払うように光が放たれる。

「なんだか知らないが、内うち輪わ揉もめなら別の場所でやってもらいたいものだな！」

「助けに入ってあげたというのに、その言い草はなんですか！」

　ユリスが身を伏せながらそう叫ぶと、同じように身を屈かがめたエリオットも言い返してきた。

「恩着せがましく言うな！　そもそもおまえたちの目当ては《優騎士アグレステイア》であって私はついでだろうに──」

　そう言いかけたところで、その光の本流の中を突っ切ってヴァリアントたちが襲い掛かってくる。当然ながら、ヴァリアントのような擬形体パペツトには《贖罪の錐角》は効果がないからだ。

　ユリスは即座に防御技である大紅の心焔盾アンスリウムを展開しようと右手を掲げるが、折れた骨の痛みから一瞬反応が遅れてしまう。

（しまっ……！）

　そんなユリス目掛けてヴァリアントがハンマーを振り下ろそうとしたところで、なぜかピタリとその巨体が止まった。

　何事かと思って目を凝らせば、ヴァリアントの関節に幾本もの茨が搦からみ付き、その動きを封じている。それも一体だけではない。気が付けば廃はい墟きよはすでに茨の海に覆われており、残りのヴァリアントたちもすべて茨に搦め捕られていた。

「だ、大丈夫、ですか……？」

　それを成したのは言うまでもなく、杖つえ型煌式武装ルークスを手に立つ《聖[image: ]の魔女ペルセフオーレ》ノエル・メスメルだ。

「さすがは《王竜星武祭リンドブルス》本戦出場者だな……。これが領域型か、すさまじい能力だ。助かった」

「い、いえ、そんな……」

　エリオットと違ってノエルのほうは素直な性格らしい。照れた顔で、俯うつむいてしまう。

　その隙に、エリオットが身を低くしたまま廃墟を駆け抜ける。

《白濾の魔剣レイ＝グレムス》が一いつ閃せんすると、四体のヴァリアントたちはすべて首を切断されていた。

[image: ]

　見たところヴァリアントたちもアルディ同様防御障壁を張れるようだったが、相手が悪い。《白濾の魔剣レイ＝グレムス》は任意の対象のみを斬ることができる純星煌式武装オーガルクスであり、回避以外一切の防御は意味を成さないからだ。

「さあ帰りましょう、先輩。どうしてもそれを拒むというならば、僕は生徒会長として力を行使せざるを得ません」

　エリオットは《白濾の魔剣》の切っ先をパーシヴァルに向けて、そう言った。

　その瞳には強い決意が滲にじんでいる。

　一方でパーシヴァルは右手で顔を覆い、何事かぶつぶつと呟つぶやいていた。

「前回といい今回といい、どうしてこうも邪魔ばかり入るのでしょう……ああ、駄目です。これでは駄目。打ち滅ぼすことができない。命令を全うできない。贖あがなうことができない。だとしたら……」

　その目は黒々と虚うつろで、すでに焦点を結んでいない。

　同時にパーシヴァルの後ろに浮かぶ《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》が、形を変え始めた。杯を横に倒したような形状のそれが、光を振り撒まきながらカップの底の棘とげを取り巻くように細長く変化していく。

「なっ……!?」

　それを見たエリオットが驚きよう愕がくに目を見開いた。

「まさか《聖杯》の第二形態!?　でも、あれは……！」

　ぞわりと嫌な悪寒がユリスの背中を走る。

　あれはまずい。相当に危険な代物だ。

　ユリスの直感が最大級の警告を発するが、どう対応すればいいのかさえわからない。

（止めようにもああも無差別に光を振り撒まかれては近付くこともできん……！　一度距離を取るか？　いや、だが……！）

　そうこうするうちに、《聖杯》は一本の槍やりへと姿を変えていた。その周囲には眩まばゆい光をまとっており、おそらく変形前のそれと同様触れれば意識を刈り取られるのだろう。

　パーシヴァルの左手がゆっくりと伸び、それを掴つかもうとした刹那──

「やれやれ、少しいじっただけでこうも不安定になるとは……ままならんな」

　しかし、ふいに現れた新たな闖ちん入にゆう者しやがその腕を掴んで止めていた。

　深くローブを被ったその女が触れた途端、パーシヴァルが意識を失ったかのようにがくりと倒れ込む。

「こんなところで《聖せい槍そう》を放たれてはたまらん。下へ手たをすれば市街にまで被害が出かねないからな。この時期に無用な騒ぎは起こしたくない」

　ユリスだけではなく、エリオットもノエルもそのローブの女から目が離せなかった。どこからどうやって現れたのか、まるでわからなかったからだ。

「ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト」

　ローブの女はパーシヴァルを担ぎ上げると、ユリスに向かって言った。

「時間切れだ。ガラードワースの情報機関が我々を嗅ぎ付けたとなれば、これ以上の無む茶ちやはできまい。おまえの口封じは諦めるとしよう。ただし、オーフェリアとの約定は必ず守ることだ。もし、それを違えた場合は……」

「言われるまでもない。誰かに話すつもりがあればとっくにそうしている。おまえが何者かは知らんが、オーフェリアの仲間なのだろう？　そちらこそ今更どういうつもりだ？　ぜひ説明してほしいものだな」

　ユリスが睨にらみ付けると、ローブの女は無視するように背中を向けた。

「……我らにもあれは扱いかねているというだけの話だ。従順のように見えて気まぐれ、大人しく見えて時に果断に行動する。まったく御し難がたい。もっとも、人間の本質は常にそのように相反するものなのかもしれないが」

　そう言うと、ローブの女はパーシヴァルと共にゆらりと姿を消す。

　そして次の瞬間残されたヴァリアントの身体からだが轟ごう音おんと共に次々と爆発炎上し、廃はい墟きよを炎で包み込んだ。

「くっ！　証拠隠滅のつもりか、小こ賢ざかしい……！」

　こうなってしまっては最も早はやどうしようもない。

　が、さっさと立ち去ろうと踵きびすを返したユリスに、エリオットが《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を突き付けてきた。

「おっと、待ってください。貴女あなたにも聞きたいことは山ほどあるんです」

「残念ながら私から話せることは何もない。まあ、おまえたちが勝手に調べる分には好きにするがいい」

「そうはいきません！」

　エリオットはユリスの行く手を阻むように立ち塞がったまま、退ひく気配は微み塵じんもない。

「あのローブの女は何者です？　いや、そもそもなぜガードナー先輩が貴女を狙っていたのですか？　話に出ていたオーフェリアとは、あのオーフェリア・ランドルーフェンですか？　だとしたらなぜここでその名前が……！」

　まくしたてるようなエリオットの剣けん幕まくに、ユリスは小さく首を横に振って応える。

「それらに関してはむしろ私のほうが聞きたいくらいだ。ガラードワースご自慢の至聖公会議シノドミアスが情報を掴つかんだからこそおまえたちはここにやってきたのだろう？」

「それは……」

　するとユリスの言葉にエリオットは一瞬押し黙り、視線を逸そらしながら言った。

「あの時の言葉は、ほとんどハッタリです。確かに至聖公会議は今回ガードナー先輩の行動について掴みましたが、あくまでたまたま情報網に引っかかっただけの偶然で、先輩のバックにいる組織についてもまだおぼろげにしかわかっていないんです」

　悔しそうに唇を噛かむエリオット。

「そんなあやふやな状態で、生徒会長自ら乗り込んできたのか？」

　ユリスが呆あきれながらそう言うと、エリオットはどこか自嘲気味に笑う。

「どうせ生徒会長としては役立たずのレッテルを張られていますから。せめてこれくらいはしないと」

　そう言えば、黒くろ騎き士しの一件といい新生徒会長のエリオットは学園の内外からかなりバッシングを受けているという噂うわさは聞いていた。あのアーネスト・フェアクロフの後釜というだけで相当なプレッシャーだろうに、惨むごい話だ。

「ち、違います！　お兄ちゃんはガードナー先輩の身を案じたからこそ、自分で来たんです！　ガードナー先輩は表向きはまだ休学扱いだし、できるだけ秘密裏に、そして穏便に解決したいからって！　わ、私が無む理り矢や理り付いてこなければ、本当に一人で来てたかもしれないくらいなんです！」

　そこへノエルが顔を真まっ赤かにして入ってきた。

「それはそれで無謀だと思うが……」

　実際エリオットがどうしようと、すでにこの周囲は至聖公会議が見張っているに違いない。

　とはいえ、さすがは《聖剣》を受け継いだだけはある。生徒会長に向いているとは言い難がたいが、その愚直なまでの正義感と清廉さは本物のようだ。

（うん……？　待てよ、《聖剣》……？）

　ユリスはその瞬間、頭の中でピースがかっちりとはまるのを感じた。

　上う手まくいけば、一気に問題を解決できるかもしれない。

「わかった。私の知っている範囲のことでよければ教えてやろう」

　もしオーフェリアが言うようにこの世界に運命と呼べるものがあるとすれば、まさしくこの日この時この状況が整ったことこそ天てん佑ゆうと言えるだろう。

「ほ、本当ですか!?」

「でも、突然どうして……？」

　目を輝かせるノエルと訝いぶかしげなエリオットに、ユリスは指を二本立ててみせた。

「ただし、条件が二つある。一つ、情報提供は《王竜星武祭リンドブルス》が終わった後とすること。これでも私はまだ勝ち抜いている身だからな。他よ所そ事ごとに気を取られたくはない」

　オーフェリアとの約束は、決勝戦がすぎれば意味がなくなる。だとすれば、すべてが終わった後ならば問題ないだろう。

「……もう一つは？」

　何かとんでもない要求をされるのではないかと心配そうなエリオットが、どこか緊張した面持ちで尋ねてくる。

「お姫様を一人──救ってやってほしい。騎士の本分だろう？」





第二章　準々決勝第一試合







　界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん、黄おう辰しん殿でん──その楼閣の最上階に設しつらえられた月見台で、梅うめの小路こうじ冬ふゆ香かはここの主あるじたる生徒会長范フアン星露シンルーと向かい合って杯を傾けていた。

　といっても酒ではない。

　星露曰いわく、薬やく金きん湯とうと呼ばれる仙薬の一種らしい。その名の通り金色に輝くその液体は、口当たり良くまろやかでほのかに甘い。

「そやかて、珍しいこともあるもんですねえ。お師匠さんがうちを誘おてくれはるやなんて」

　冬香にとって星露は師匠であるが、厳密には門下生というわけではない。客分として星せい仙せん術じゆつの指導を受けているだけで、冬香としては梅小路の培ってきた術理を捨てるつもりはないからだ。

　梅小路家の秘術はこの千年の間に失伝し、若くして当主を引き継いだ冬香がなんとか概要だけは蘇よみがえらせたものの、あちこちが欠け落ちてしまっていた。その欠落を星仙術で補うため、冬香は星露に教えを乞こうたのだ。何しろ星露は直接秘術を目にしたことはないとは言え、まだそれを失伝する以前の梅小路家と交流があったというのだから、これ以上の師はいないだろう。

　そういった経緯があったためか、それとも何か他に理由があるのかはわからないが、星露シンルーは他の正式な門下生と比べて必要以上に冬ふゆ香かに絡んでくることはなかった。星せい仙せん術じゆつに関する質問には丁寧に答え、時にはアドバイスもしてくれたが、常に一定の距離を保っていたように思う。

　例外があるとすれば、秘術復活に際してそれを実践してみせたあの日だけだ。

「ほほ、なに……少しばかり確認したいことがあってのう」

　朧おぼろ月づきを眺めながら、星露がその瞳をすっと細める。

「あらあら、改まって、まあ」

「ぬしの望みじゃ。もし《王竜星武祭リンドブルス》に勝ち抜いた暁には、ぬしは統合企業財体に何を望む？」

「ああ……そない言うたら、ちゃんとお伝えしたことはありまへんでしたねぇ」

　界龍ジエロンの学生は他学園に比べて《星武祭フエスタ》への参加率が異様に高い。それは学園の性質上、武を競い腕を試すことに積極的であるためだ。

　無論、確かな目的や願いを持って《星武祭》へ参じる学生もいるが、比率で言えばそちらが少数派であろう。そのため学生たちの間でもあまりそういったことが話題になることもなかった。

「そやけど、お師匠さんやったら薄々勘付いてはるのんとちがいます？」

　そう水を向けてはみたが、星露はただじっと冬香を見るばかりだ。

　仕方なく、冬香は溜ため息いきを一つ吐ついてから話し始めた。

「うちのお願いは……そやなあ、端的に言うてしもたら不老不死、になりますやろか」

「ふん！　やはりか」

　すると星露はさもつまらなそうに吐き捨て、杯を呷あおる。

　どうやら冬香の願いはお気に召さなかったようだ。

　もちろん不老不死など統合企業財体に願ったところで叶かなうはずもない夢物語だ。せいぜい冷凍睡眠装置あたりを提供されるのが関の山だろう。落星工学を用いたとしても、人間の科学技術はまだ寿命をほんの少し延ばす程度しか成し得ていない。

　だが、それが絶対に不可能かと言えばそうではない。

　何しろ今目の前に実例があるのだから。

「そやし、さしあたり黄こう山ざんか峨が眉び山さん、それか泰たい山ざんあたりへ入山許可をいただこかと。その先は自分でどないかしてみます」

　今や五岳をはじめとした各地の霊山は界龍の管理下にあり、容易に立ち入ることはできない。もっとも彼らはその地下に眠る巨大なウルム＝マナダイトが目的で、その場所こそが重要なのだとは気が付いていないようだ。無理もないが。

「はぁ……よもや今の時代に登仙を望む者が出てくるとはのう」

「古いだけが取り柄のお家に生まれたんがあかんかったんかもしれまへん」

　冬ふゆ香かはそう言って、袖で口元を隠して笑う。

「ぬしの仙骨ならば不可能とは言うまいよ。とはいえ、つまらんことを望むものじゃ。儂わしに言わせれば仙者なぞただの抜け殻でしかないというに」

「お師匠さんかて似たようなもんやないですか」

「戯たわけが、一緒にするでないわ。儂の術はあくまで尸し解かいの応用よ」

　星露シンルーはむくれ顔で冬香をじろりと睨にらんだ。

「まったく、極力ぬしの仙縁を刺激せぬようにしておったというに無駄じゃったか」

「いややわぁ、そないな理由やったんですか」

　だとすれば、確かに無駄骨だったことになる。

　冬香は星露と出会うずっと前から、仙者に──正確に言うならば、鬼を御し共に永き時を生きる存在に憧れていたのだから。

　古来、ウルム＝マナダイトの欠片かけらが眠る霊地を占有してきた梅うめの小路こうじの血統は、式神の作成と使役に特化した能力を受け継いできた。式神とは万応素マナを特定の法則によって編み上げて疑似的な生命としたもので、普段は呪符のような形で封ぜられており──いわば星せい仙せん術じゆつの元祖だ──長時間の活動はできない代わりに死ぬということもない。一時的に形を失っても、術式さえ無事であればいくらでも復活できる。

《落星雨インベルテイア》以前の万応素が乏しい時代には一体の式神を仕上げるのに何日も霊地に籠って心血を注ぐ必要があったのだという。万応素が豊富な現代ではその必要もなくなったものの、式神の力は万応素の量だけではなくそれを編み上げる技術によっても大きく変化する。複雑な術式を編み上げるにはやはり相応の時間が必要で、だからこそ千年の間一族が継ぎ足しながら精緻に編み上げてきた冥めい慟どう鬼きはノエル・メスメルを一蹴するほどの力を持つに至ったのだ。

　冬香は歴代の一族当主の中でも突出した才能を誇り、幼い頃から人間よりも本家が所有する式神たちと戯れ育ってきた。高度な知能を持つ式神は数が限られているが、冥慟鬼を筆頭にそういった式神たちは長い時を生きている者が多い。彼らの価値観は異質で、しかしなぜかそれが冬香の性によく合った。一族の中にはそれを鬼に魅入られたと謗そしる者もいる。

　だが、それでももし冬香も彼らと同じ時を生きることができたなら──

「で、明日の試合はどうじゃ？　勝てそうなのかえ？」

　と、星露はそこで今までの不機嫌そうな顔から一転してそんなことを聞いてくる。

「……そんなん、うちかて聞きたいくらいやのにようおっしゃいますわ」

　明日の準々決勝の相手は《叢むら雲くも》こと天あま霧ぎり綾あや斗と。

　負けるつもりは毛頭ないが、勝てるかと言われれば答えるのに窮するくらいの強敵だ。その身体スペックもさることながら、今大会ではあの《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》をほぼ完全に使いこなすまでに至っている。《獅鷲星武祭グリプス》での暁彗シヤオフエイに倣って対策はしたものの、それもどこまで通じるものか。

「そやけど、お師匠さんが楽しんでくれはる試合になるよう気張らしてもらいますね」

「くくっ！　そうかそうか、ならば期待しておこうぞ。ぬしと、ぬしの式神、そして……梅うめの小路こうじの秘術をな」

　星露シンルーはそう言って、心底嬉うれしそうに杯を口へと運んだ。





　　　　＊






『さあーて！　ついに今回の《王竜星武祭リンドブルス》も六回戦、準々決勝！　このシリウスドームでは、その第一試合をお届けするわけですが！　ザハルーラさん、改めてこの試合の注目ポイントは？』

『そうね、まず──この準々決勝、注目度で言えばカノープスドームのオーフェリア・ランドルーフェンとシルヴィア・リューネハイムの第二試合が一番よね。なんと言ってもあの歌姫と絶対王者のリベンジマッチなんだから。プロキオンドームの第三試合、沙さ々さ宮みや紗さ夜や・レナティ戦は最新の煌式武装ルークスと最新擬形体パペツトがぶつかり合う派手で見栄えのする激戦になること間違いなし。こちらも絶対盛り上がるでしょう。……けれど、それでもなおあたしはこの第一試合、天あま霧ぎり綾あや斗とと梅小路冬ふゆ香かのバトルが一番面白い試合になると確信してるわ』

　ミーコの問いかけを受けてザハルーラがそう答えた途端、会場をビリビリと震わせるほどの大歓声が響き渡る。

　ステージ上で綾斗はその興奮を肌で感じながらも、どこか集中しきれずにいた。

　今の綾斗が置かれた状況は如何いかんともしがたい。

　最優先事項は姉の命を守るために、この《王竜星武祭》で優勝することだ。それは間違いない。

　一方で多く仲間の力を借りて、脅迫者である《処刑刀ラミナモルス》の背後を調べ、金きん枝し[image: ]へん同盟なる組織を追っている。昨日も調整日を利用して、紗夜やシルヴィアたちとアスタリスクを駆けまわったが、結局有力な手掛かりは掴つかめなかった。幸い姉とヘルガが進めている捜査のほうでは何か進展があったらしく、焦りはあるものの今はそれに賭けるしかない。

　その紗夜とシルヴィアの試合も気になるところだ。どちらもかつてない強敵──特にシルヴィアにいたっては《王竜星武祭》を連覇している最強の《魔女ストレガ》が相手なのだから、心配するなというほうが無理だろう。試合を行うステージが異なるため今日はまだ直接会話を交わせていないが、控え室では空間ウィンドウ越しにお互いエールを送り合った。無事に勝ち抜いてくれたらと思う。

　そして、もし綾あや斗とがこの試合を勝ち抜けば、その先に待ち受けているのはすでに不戦勝によって準決勝進出を決めた、綾斗にとって掛け替えのないパートナーである薔ば薇ら色いろの髪の少女──ユリスだ。それはつまり綾斗が姉を助けるためには、綾斗自身の手でユリスの願いを打ち砕かなければならないことを意味する。それは綾斗にとって、何よりも心苦しく避けたいものだった。

「ふふ……心ここにあらず、ちゅうところやろかねぇ？」

　その声にはっと顔を上げると、にっこりと微笑ほほえむ冬ふゆ香かの姿。いつものように界龍ジエロンの制服の上に小袖を羽織り、手には呪符で編まれたと思おぼしき扇せん子すを持っている。

「べ、別にそんなことは……」

　綾斗は慌ててそう否定するが、すぐに思い直した。

「──いや、違うか。確かにちょっと他よ所そ事ごとに気を取られていたみたいだ。申し訳ない」

　言って、素直に頭を下げる。

　冬香の指摘は事実だ。一見してそれがわかるほどに綾斗が集中できていなかったとすれば、それは対戦相手である冬香に礼を欠いたことになるだろう。

「ぷっ……！　いややわぁ、なんやのそれ。しかつい言うかなんちゅうか、ほんまにけったいなお人やねぇ」

　噴き出した冬香の笑い声は、それでもどこか優雅で鈴を転がしているかのようだ。

「うちとしても気もそぞろでいてもろたほうがええに決まっとるやないの。楽して勝てるんやったらそれに越したことはあらへんのやから」

「あー、それは……」

　それもまたごもっともだ。

「そやけど、うちのお師匠さんや虎峰フーフオン、アレマが言うてはったこと、なんとなくわかったわ。なるほどねぇ、確かにこれは……ふふふ」

　冬香はまだ肩を震わせながらも、右手を差し出してくる。

「うちの闘い方は正々堂々とは言えんかもしれんけど……今日はよろしゅう、《叢むら雲くも》はん」

「……こちらこそ」

　綾斗がその手を握り返すと、それを見ていた観客たちから一際大きな声が上がった。

『ステージ上では二人が熱い握手を交わしています！　うーん、こういう姿もまた《星武祭フエスタ》の醍だい醐ご味みの一つですね！　……と、そうしているうちに、そろそろ試合開始バトルスタートの時間が近づいてきたようです！』

　ミーコの言葉を受け、綾斗と冬香はそれぞれ指定の位置まで戻る。

　綾あや斗とは一度目を閉じて大きく深呼吸をすると、先ほどの自らを猛省しつつ意識を切り替えた。




「《王竜星武祭リンドブルス》準々決勝戦第一試合、試合開始バトルスタート！」




　しかし、機械音声がそう告げても、綾斗も冬ふゆ香かもゆっくりと構えたまま動かない。

「……はい？　意外やわぁ。きっと速攻で来はると思おててんけど」

「だろうね。だからこそだよ」

　冬香の闘い方は綾斗も当然チェック済みだ。

　式神と呼ばれる万応素マナで創り上げた異形を召喚し、使役するそのスタイルは、かつてリーゼルタニアで戦ったギュスターヴ・マルローのそれと近い。となればまず召喚者本人を叩たたくのがセオリーだろう。ギュスターヴは遠方に身を隠すことによって自身を守っていたが、《星武祭フエスタ》のステージ上ではそうもいかないはずだ。速攻を仕掛けて、面倒な式神を召喚される前に終わらせてしまえばいい。

　ただ綾斗は影かげ星ぼしが入手したという、界龍ジエロン内部の序列戦で闘う冬香の映像も確認していた。そこでの冬香は式神に頼ることなく、体術のみで試合を制していたのだ。短い映像だったので推測でしかないが、恐らくは合気か柔術──相手の力を利用する類たぐいの、しかも相当に古い流派だろう。受け身を取らせることなく投げて打って折る、どこか天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの組討術に近いものを感じる動き。そして先ほどの握手の際、綾斗は確信した。それは間違いなく鍛錬を積んだ者の手だったからだ。

　だとすれば、迂う闊かつに仕掛けるわけにはいかない。冬香とて綾斗が速攻を仕掛けてくるのは予想しているはずだし、カウンターを取られる危険性が出てくる。無論、今の綾斗の力ならばカウンターを取られる前に、あるいはそれを回避して決めることも可能かもしれないが……。

（この足じゃな……）

　先の試合でロドルフォ・ゾッポから受けた右足の傷は、幸いにもそれほどの深手ではなかったものの、とても万全とは言い難がたい。踏み込みへの影響は避けられないし、そうなればコンマ一秒が勝負の分かれ目となる速攻では大きなマイナスだ。

　ここは無理をするべきではないだろう。

「ふふ、せっかくのご厚意やもんねぇ。そやし素直に甘えさしてもらおか」

　言って、冬香は抜け目なく背後に跳んで距離を確保しながら印を組む。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう、勅ちよく！」

　刀印を切り下ろすと同時に赤黒い光が迸ほとばしり、その中から古めかしい甲かつ冑ちゆうに身を包んだ三つ目の式神が現れた。赤黒い肌に二本の角、八尺を超える身の丈に、巨大な鎖付きの斧おの……まさしく物語に語られる鬼そのものだ。

「ほう、此こ度たびの相手は良き面構えをしておる。面白い」

　にやりと笑う口元からは、鋭い牙。

　その威圧感たるや、半端なものではない。

　ノエル・メスメルとの試合でその力は確認していたが、こうして実際に対たい峙じしてみると想像以上のプレッシャーだ。

　更に冬ふゆ香かが指を横に振ると、その袖から無数の呪符が蝙こう蝠もりのように飛び立ち、魏ぎ嶽ごくの斧おのへ貼り付いていく。

「これでよし、と。ほな魏嶽、後はよろしゅうな」

「任された」

　短く応えた魏嶽は、ずしんと足音を響かせながら前に出る。

「名を聞いておこう。若き武士よ」

「……天あま霧ぎり綾あや斗と」

「そうか……ならば聞け、天霧綾斗よ。我が名は魏嶽！　鎮ちん西ぜいが裔すえ、奉公の梅を守護する赤せつ鬼きなり！」

　高々とそう名乗りを上げると、魏嶽の丸太のような脚が地を蹴った。

　一瞬で間合いを詰め、振り下ろされた斧を《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で受け止める。

「ぐっ……！」

「ぬう……！」

　見た目から想像するそれを更に超えた膂りよ力りよくに骨が軋きしむが、綾斗は鍔つば迫ぜり合あいから力を逃がして斜めに斧を流すと、身体からだを入れ替えながら真一文字に《黒炉の魔剣》を薙なぐ。魏嶽はその一撃を、今度は見た目からは想像できないような身軽さでひらりと宙に舞いながらかわす。

　魏嶽は着地を狙って綾斗が繰り出した突きを斧で撥はね上げ、左手に持っていた鎖で綾斗の足を搦からめ捕ろうとしてくるが、綾斗はほんの僅かなステップで回避しつつ、《黒炉の魔剣》を斬り下ろす。

　刃やいばを合わせるごとに魏嶽の斧から炎が上がるのは、冬香の呪符だろう。《獅鷲星武祭グリプス》で闘った暁彗シヤオフエイがやったように、力場を発生させる呪符を何重にも貼り付け《黒炉の魔剣》から斧を守っているのだ。

　綾斗が剣速を上げると、それを受ける魏嶽も合わせるように速度を上げ、いつしか綾斗の手数を上回り、反撃に転じてくる。綾斗も綾斗でギアを上げ、それに拮きつ抗こうする。お互いに一歩も引かず、刃と刃をぶつけ合い（厳密にいうならぶつかってはいないのだが）、一手のミスもないよう集中しながらただ剣を振るう。

『こ、これはいきなりすごい攻防だー！　とゆーか、私にはもうほとんど剣けん閃せんしか見えません！』

『あの天あま霧ぎり綾あや斗との剣技に真っ向勝負で伍ごするとは……やはりとんでもないわね、あの魏ぎ嶽ごくとやら。学生であればうちのランキング上位に食い込むでしょうに』

　やがて双方渾こん身しんの一撃がぶつかり合い、互いにやや体勢を崩しつつも距離を取り直す。

「ふぅ……参ったな」

　綾斗は額の汗を拭うと、知らずそう漏らしていた。

　近接戦闘における魏嶽の力量は、おそらく《獅鷲星武祭グリプス》時点での暁彗シヤオフエイを凌りよう駕がしているだろう。今の暁彗はあの時よりも遥はるかに強くなっているため、直接刃やいばを交えたわけではない綾斗にはわからないが、それでも技量だけなら比較しても遜色ないかもしれない。

「見事なり、天霧綾斗」

　ただ一言、魏嶽が短くそう言って改めて斧おのを構え直した。

　その斧に、冬ふゆ香かが取り出した大量の呪符が一人でに貼り付いていく。先ほどの斬り合いで消耗した分の補充といったところだろう。厄介なことだ。

　とはいえ、綾斗とてこの一年間を無為に過ごしてきたわけではない。

　綾斗は星辰力プラーナを右手に集中させると、それを緩やかに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》へと注ぐ。《黒炉の魔剣》の持つ力を、十全に発揮させるための代償──刀身がぶるりと震え、綾斗に応えてくれるのがわかる。

「はぁっ！」

　綾斗は一足飛びで魏嶽の懐に飛び込むと、下段に構えた《黒炉の魔剣》を振り上げた。

「むう……っ!?」

　その一撃は先ほどまでとは違い、なんの抵抗もなく魏嶽の斧を両断する。貼り付いていたであろう呪符がまとめて発火し、一瞬で燃え尽きる。

　仰のけ反ぞるようにその切っ先を避けた魏嶽だったが、胸を覆っていた甲かつ冑ちゆうが二つに分かれ、下半分は地に落ちる前に虚空へと消えた。見れば両断した斧の欠片かけらもすでにない。どうやら式神の武具は破壊されると消滅するようだ。

　魏嶽が驚いたように三つの目を見開くが、綾斗は攻撃の手を緩めない。

　続け様に振り下ろした一撃を魏嶽はなんとか背後に跳んでかわしてみせたが、体勢が崩れている。追撃に渾身の突きを見舞おうとした綾斗を、しかし唐突に雷撃が連続して襲った。

「やれやれ、間一髪やったわぁ」

　見れば冬香が手に何枚もの呪符を扇せん子すのように広げて、涼やかな笑みを浮かべている。

　当然ながら、この闘いは綾斗と魏嶽の一対一というわけではない。冬香もそこへ自ら割って入るだけの危険を犯すことはないにしろ、今のように援護はしてくるだろう。星せい仙せん術じゆつはサポートのパターンが豊富だ。油断はできない。

　それでも綾あや斗とは焦ることなく《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を正せい眼がんに構える。

　魏ぎ嶽ごくは強い。だが、そこに冬ふゆ香かのサポートが加わったとしても勝てない相手ではない。

　綾斗の剣技と、この《黒炉の魔剣》があれば。

　万物を焼き斬る防御不能の魔剣──その真の力を引き出すことができれば、呪符によって発生した力場であろうとなんであろうと今のように容易たやすく両断できる。星辰力プラーナの消費が激しいため常にこの状態を維持し続けることは難しいが、綾斗の星辰力量ならば一試合の間持たせることは可能だ。

「これほどとは……実げに恐ろしき魔剣よな」

「一応対策しといたつもりやったけど、やっぱり借りもんやとあかんねぇ」

　感心したような魏嶽と冬香には、どこか余裕が感じられる。まだ何か手を隠し持っているのだろう。綾斗とて、このまま勝たせてくれるような相手だとは最初から思っていない。

「かなんなぁ。ちょっとえらいけど、物量作戦でいこか」

　冬香がそう言った途端、再び大量の呪符がその袖から流れ出る。界龍ジエロンの道士タオシーを相手にする度に思うのだが、一体どこにこの無尽蔵とも思える量の呪符をストックしているのだろうか。

　勢い良く溢あふれ出た呪符は天高く舞い上がると、そこで四方へ飛び散った。

　かと思うと、その呪符が一瞬で刀や槍やり、斧おのや大剣といった武器に姿を変える。それも十や二十ではきかない。優に百はあるだろう。ステージ上に降り注ぐ武器の雨をかわしながら周囲を見渡せば、すでにそこは景色を一変させ、武具武装の乱立する林のごとき様相を呈していた。

『こ、これはなんということでしょう！　梅うめの小路こうじ選手の放った呪符が、武器へと変わりました！』

『《黒炉の魔剣》によって武器が使えなくなるなら、その都度使い捨てて新しい武器を使えばいいって発想のようね。でもそれじゃ所詮は付け焼き刃、とても対抗できないと思うのだけど……』

　綾斗も同感だ。

《黒炉の魔剣》の真価はあくまで防ぐことのできない攻撃であって、武器を破損させるのは副次的なものにすぎない。

　訝いぶかしく思いつつも魏嶽が長なが槍やりを引き抜き、確かめるように一振りするのを注意深く観察していると、その背後で冬香が再び複雑な印を組んでいるのに気が付いた。

（しまった……！　本命はそっちか！）

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう、勅ちよく！」

　刹那、青白い光が溢れ、新たな鬼の姿が顕現する。

　その鬼は長い髪をなびかせた女性だった。身の丈は魏嶽と同じか、少し小さい程度。青い肌に四本の腕、額から生えた一本の角は魏ぎ嶽ごくのそれよりも細く長い。目付きこそ鋭いが、整った顔立ちは美人と言って差し支えないだろう。引き締まった体たい躯くには魏嶽のように甲かつ冑ちゆうをまとうのではなく、胸と腰を最低限覆うだけの布だけしか身に着けていない。その代わりに複雑な文様の刻み込まれた大きな弓を四本の腕に携えていた。

「悪いなぁ、魏ぎ圏けん。ちょっと魏嶽を手伝おたってんか」

「──御意」

　魏圏と呼ばれたその鬼は恭しくそう答えると、一瞬だけ魏嶽と目線を交わしただけで綾あや斗とへと向き直る。

「私めは魏圏と申しまする。鎮ちん西ぜいが裔すえ、奉公の梅を守護する青せい鬼きなれば、どうぞお見知りおきを」

　玲れい瓏ろうたるその声は、身震いするかのような冷気をまとっていた。

「これは……参ったな」

　魏圏の放つ威圧感は、魏嶽と比べても勝るとも劣らない。よもや魏嶽と同格の式神がまだ控えていようとは正直思わなかった。

「まさか、これから次々と彼らみたいなのが出てくるってことはないよね？」

「ふふ、どうやろねぇ……と、はったりかましておきたいところなんやけど、生あい憎にくこれで打ち止めや。この二人を同時に使役するんは、うちでもえらいしんどいしなぁ」

　笑顔は崩していないが、うっすらと汗を流すその表情は確かに少し辛つらそうだ。星辰力プラーナが極端に減っているということもないようなので、式神の召喚や使役は何か別の要素を消耗させるのかもしれない。

「そやけど、梅うめの小路こうじ家が千年かけて編み上げた最強の式神さんがこの魏嶽と魏圏や。ほれ、式神さんらは不死身やさかい、遠慮せいで存分に味おうたらええんよ？」

　冬ふゆ香かのその言葉を合図に、魏嶽が駆ける。

　綾斗はそれに対応しようとして、身体からだの異変に気が付いた。

　身体が熱く、手足が重い。足がふらつき、頭にもやがかかったかのように意識が朦もう朧ろうとする。まるで病気で高熱を出した時のようだ。

（これ、は……！）

「魏圏の呪じゆ詛そはうちの星せい仙せん術じゆつなんかよりよっぽど強力やしねぇ。気ぃ付けはったほうがええよ」

　魏嶽の繰り出してきた鋭い突きをかろうじてかわしながら目を遣やれば、魏圏の周囲に大量の万応素マナが蠢うごめいているのがわかった。四本の腕の内、二本は複雑な印を組んでおり、その周囲に万応素が集まっている。

「呪具も儀式も呪言も必要ないとは、実にめでたき世になられたことでございまするな」

　にたりと、その怜れい悧りな顔に酷薄な笑みが浮かぶ。

　どうやらこの異変は魏ぎ圏けんの仕業──呪じゆ詛そとやらで間違いないようだ。

（それにしても、直接肉体へ干渉してくる能力でここまでの効果は……！）

　精神干渉にしろ肉体干渉にしろ、総じて《星脈世代ジエネステラ》を対象にした場合は星辰力プラーナによってその効果は大きく減退される。《獅鷲星武祭グリプス》で暴れ回ったチーム・ヘリオンのメデュローネは石化能力を持つ《魔女ストレガ》だったが、彼女の場合も星辰力を十分に保った相手には万全の効果を発揮できなかった。例外があるとすれば《ライア＝ポロス》のような純星煌式武装オーガルクスくらいなもので、つまり魏圏の呪詛はそれと同等の力を持っていることになる。冬ふゆ香かは梅うめの小路こうじ家が千年をかけて作り上げたというようなことを誇っていたが、なるほどこれは別格だ。

「くっ……！」

　綾あや斗とはふらつきながらも魏ぎ嶽ごくの長なが槍やりを《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で焼き斬った。逃げるように距離を取った魏嶽は即座に長槍を捨てて手近にあった大剣を抜き構えるが、一瞬でも時間が稼げればそれでいい。

《黒炉の魔剣》を右手で握ったまま、その柄を自分の額に押し当てるようにして星辰力を注ぎ込む。

「破っ！」

　そのまま刀身を僅かに動かすと、真まっ赤かな熱波が走り抜け、身体からだが一気に軽くなる。

　以前遥はるかが《黒炉の魔剣》を使って自分の記憶を改かい竄ざんした《ヴァルダ＝ヴァオス》の力を焼き斬ったように、綾斗も魏圏の呪詛を断ち斬ったのだ。

　──しかし。

「ぐ、うぅ……！」

　すぐにまた頭が朦もう朧ろうとし、身体が重くなる。

「私めの呪しゆを断ち切りまするか。ですが、これほど妖気に満ちた世であれば、幾度でもかけ直せば良いだけのこと」

　言いながら魏圏が弓を引き絞ると、そこへ黒々とした矢が現れた。弓型煌式武装ルークスも同様に矢を自動生成するが、魏圏の矢は見るからに禍まが々まがしい。

「斬！」

　そこへ魏嶽の大剣が猛然と襲い来る。

　綾斗は右袈裟に斬り下ろすその一撃を《黒炉の魔剣》で弾はじこうとしたが、それよりも一瞬早く出で鱈たら目めな軌道を描いて飛来した魏圏の矢を受けざるを得ない。仕方なく魏嶽の大剣は身をよじってかわしたが、今度はそのタイミングを見計らっていたかのような冬香の呪符が綾斗の眼前で爆発した。

「ぐあっ！」

　とっさに星辰力を集めて防御したものの、爆風で吹き飛ばされて地面を転げる。《鳳凰星武祭フエニクス》で界龍ジエロンの双子が多用した爆雷符──だがその威力は比較にならないほど強力だ。

　更にその隙を逃さず魏ぎ嶽ごくが距離を詰めてくるので、綾あや斗とは慌てて跳ね起きながら《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構え直す。息つく暇もないとはこのことだ。

　前衛の魏嶽と後衛の魏ぎ圏けん、そしてサポートの冬ふゆ香かの連係は恐ろしいほどに隙がない。

　それこそ《獅鷲星武祭グリプス》の強豪チームをたった一人で相手取っているようなものだ。

　ましてや今の綾斗は魏圏の呪じゆ詛そによって身体的なパフォーマンスや判断力が大きく低下している状態にある。

《黒炉の魔剣》で呪詛を消せるのがあくまで一時的なものだとすると、そんな状態でこの危機的状況を乗り越えねばならない。

「さすがにちょっと、厳しいな……！」

　綾斗は額に流れる汗を拭いながら、思わずそうぼやいた。




「かかか！　さしもの天あま霧ぎり綾斗も、これにはどうやら分が悪いと見えるのう！」

　界龍の特別観戦室。

　楽しそうに手を叩たたく星露シンルーは、今のところ五回戦の時のように昂たかぶってはいないようだが、この六回戦も負けず劣らずの激戦だ。いつ何時どうなるか、控える虎峰フーフオンとしては気が気でない。

「いやー、でもやっぱり冬香の式神ってちょっと反則気味じゃないですかねー。特に《王竜星武祭リンドブルス》では」

　星露を挟んで反対側に控えるセシリーが、苦笑しながらそんなことを言う。

「ルールの範囲内であれば、それに対応できぬ相手が未熟というだけよ」

　それに対し、星露はあくまで冷ややかだ。

「しかし、まさかあれほど強力な式神が二体もいるとは思いませんでした」

　虎峰の見る限り、魏嶽と魏圏どちらも界龍の《冒頭の十二人ページ・ワン》──その上位陣と比べても遜色がない。悔しいが、虎峰自身一対一で魏嶽に勝てるかと問われれば首を横に振るしかないだろう。

「ま、あの二体は特別製じゃからな。そもそも梅うめの小路こうじ家が代々受け継いできた式神・冥めい慟どう鬼きとはあの魏嶽と魏圏、二体の総称じゃ。もっとも二体同時に使役できるほどの器を持った当主は、千年の間に片手で数えられる程度しかおらぬようじゃったがのう。その点だけで見ても、冬香の才は傑出しておる」

「てゆーか、魏圏の呪詛とやらの無む茶ちや苦く茶ちやな出力はなんですか、あれ。人間技じゃないでしょ、あんなのもう。いや実際人間じゃないんですけど」

　セシリーはそう言いながら、悔しそうに爪を噛かんだ。

　道士タオシーとして、こちらはこちらで思うところがあるらしい。

「魏ぎ圏けんは身体からだの内に術式が編み込まれておるからのう。星辰力プラーナを介して万応素マナを変換する《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》と違って、あれは直接万応素を呪じゆ詛そへと変えておる。当時は万応素自体が少なかった故に場所や補助具を揃そろえねばならなかったのじゃろうが、万応素に満ち満ちた現世ならやりたい放題というわけじゃ。その分、魏ぎ嶽ごくよりかは幾分身体スペックの面で劣るようじゃがの」

「では……このまま冬ふゆ香かさんたちの勝ち、でしょうか？」

「うーん、どうだろー？　相手はあの《叢むら雲くも》でしょー？　このまま終わるとは思えないけどなー」

　虎峰フーフオンの言葉に、セシリーが意地悪そうな笑みを浮かべる。

「そうさのう、確かに天あま霧ぎり綾あや斗とが何の手立てもなく押し切られるとは思えぬが……だからと言って、冬香めが不覚を取るとも思えぬ。何しろ……」

　星露シンルーはそう言うと、嬉うれしそうに目を細めて肩を震わせた。

「あやつはまだ……件くだんの秘術を披露しておらぬのじゃからな」




『──猛攻猛攻、また猛攻ー！　梅うめの小路こうじ選手と二体の式神の激しくも完かん璧ぺきに噛かみ合った連係攻撃が天霧選手を追い詰めるー！』

『いつ終わってもおかしくない状況にありながら、よく粘るわね。攻撃を食らっていないわけではないけれど、どれも最小限のダメージに留とどめている……さすがは《叢雲》と言うべきかしら』

　事実、綾斗は追い詰められていた。

　魏嶽は一切手を休めることなく、苛烈で間断のない攻撃を次から次へと繰り出してくる。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で武器を破壊しようともすぐさま別の武器に持ち替えて、しかもそれが槍やりだろうと剣だろう斧おのだろうとおかまいなし、どれもが達人の域と言って差し支えのない技量なのだ。

　魏圏は激しい近接戦闘を繰り広げる綾斗と魏嶽から一定の距離を保ち、黒々とした矢を射続けている。魏嶽とはまさしく阿あ吽うんの呼吸で、綾斗としては一番嫌なタイミングで──魏嶽にとっては格好のタイミングで矢が飛んでくるのだから堪たまらない。そして何より、魏圏の呪詛は今も容赦なく綾斗を苛さいなんでいた。

　冬香の放つの呪符も実に嫌らしく綾斗の隙を突いてくる。雷撃であったり、爆発であったり、時には新たな式神を召喚しての直接攻撃であったりと様々で、それだけに予想がつかない。

　これら三種類の攻撃を凌しのぎ続けるのは難しく、どうしてもダメージ覚悟で受けざるを得なかった。

「はぁ……はぁ……！」

　星辰力プラーナを集中させて防いでいるためまだ深手こそ負ってはいないものの、制服はボロボロ、打ち身や切り傷は数えきれない。

　息も上がってくるが、当然ながらあちらは手を緩めてくれることもなく。

「ちぃっ！」

　魏ぎ嶽ごくが振るう矛を後方に跳びながら回避しつつ、それを狙い撃ってきた魏ぎ圏けんの矢を空中で迎撃する。冬ふゆ香かの放った三枚の呪符がそれぞれ一つ目の烏からすへと姿を変えて、着地した綾あや斗とへ襲い掛かってくるが、その内二羽はなんとか手刀で振り払う。しかし残った一羽の鋭い嘴くちばしが脇腹へと突き刺さり、その痛みに綾斗は思わず顔を顰しかめた。傷は浅いとはいえ、積み重なれば馬鹿には出来ない。

（それにしても、ここまで付け込む隙がないとは……）

　連係攻撃と言っても、常に全員が最適解である行動を取り続けられるわけではない。長く続ければ、どれほど研けん鑽さんを重ねようといつかはズレが生じるものだ。それは《獅鷲星武祭グリプス》を経験した綾斗にもよくわかっている。最高レベルのチームワークを誇ったあのチーム・ランスロットでさえ、完かん璧ぺきにミスのない連係攻撃を続けることは不可能だった。人間を遥はるかに凌しのぐ演算能力を持つ擬形体パペツトのアルディとリムシィならば或あるいは可能なのかもしれないが、それでも実戦で複数人が入り乱れる状況はどうしても逐次修正が必要なはずで、やはり現実的ではない。

　だというのに、魏嶽と魏圏の行動はまるで二体で一個の生物のように完全に同調している。冬香のサポートはそれに便乗しているだけにすぎず、本質で見ればおまけのようなものだ。綾斗がなんとか凌げているのは天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの知覚拡充技術である〝識しき〟の境地と、受けるだけで相手の武器を破壊する《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》という圧倒的なアドバンテージがあるからこそだろう。

　多少なりとも隙ができればそこから強引にでも突破しようと考えていたものの、どうやら魏嶽と魏圏相手ではその可能性も限りなく低いらしい。となれば、無む理り矢や理りにでも隙を作るしかないのだが、このままではそのための時間さえ与えてくれそうになかった。

「ふぅ……」

　仕方がない。

　こうなれば綾斗も二枚目の切り札を出すしかないようだ。

　綾斗は少しも緩むことのない猛攻を凌ぎながら、〝識〟の境地の精度を調節する。離れるほどに薄く、近付くほどに濃く、そして意識をそこへ溶け込ませ──

「天霧辰明流剣術極伝が二──〝伶わざおぎ〟」

「む……っ？」

　突然立ち止まって剣を下ろした綾斗に魏嶽が訝いぶかしげな眼めをしたが、それでもやはり手を緩めることなく矛を突いてくる。

　それに対し、綾あや斗とは半ば反射的に身体からだが動くのを感じていた。半歩だけ下がって魏ぎ嶽ごくの攻撃をかわし、続け様に飛来した魏ぎ圏けんの矢も同様にわずかに上体を逸そらしただけで回避する。冬ふゆ香かの呪符はそれが発動する前に《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で一いつ閃せんし、まとめて薙なぎ払う。

『うん？　天あま霧ぎり綾斗の動きが変わった……？』

　解説のザハルーラが、訝いぶかしげにそうこぼす。

　やはり『詩の蜜酒オドレリール』の管理人は伊だ達てではない。一目見ただけで気が付いたらしい。

　ならば当然、実際に相対している魏嶽も魏圏も気が付いただろう。

「ぬう……！」

「これは……」

　攻撃を続ける魏嶽と魏圏の表情が険しさを増す。

　が、今の綾斗にはかすりさえしない。魏嶽の矛も、魏圏の矢も、冬香の呪符も、その一切が空に舞う。

『こ、これは一体どうしたことでしょう！　今まであれほど天霧選手を追い詰めていた梅うめの小路こうじ選手たちの攻撃が、急に当たらなくなってしまいました！』

『二体の式神の攻撃精度は変わっていないわ。さっきよりも天霧綾斗の一段反応が速くなっているのよ。いや、でもこれは……いくらなんでも速すぎる』

　呆あつ気けにとられたようなザハルーラの声。

　それも無理はない。天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術極伝が一〝[image: ]つごもり〟が完全なる後の先を成す技だとするならば、この〝伶わざおぎ〟は完全なる護身を成す技だ。濃淡を付けた〝識しき〟の境地と意識を同調させることにより、今の綾斗の身体はあらゆる攻撃に反応して半ば自動的に回避行動を取っている。一切の反撃を放棄することによって思考するよりも速く動く身体は、相手の攻撃が綾斗の反応速度を超えるものでない限り捉えられることはない。

　遥はるかによると、『わざおぎ』とは身振り手振りにより神をその身に宿すことを言うらしい。今の綾斗はその名が示す通り、まさしく神速の領域にあった。

「あらあら、優雅なこと。なんや舞い踊るみたいやねえ。そやけど、逃げてばっかりやったら勝てへんよ。それか持久戦のつもりなん？」

　冬香は細い目をほんのわずかに開き、両手に大量の呪符を構えた。

「ふふ、まあどっちでもええねんけど。攻めてくるつもりがありはらへんのやったら、うちかて準備を整えさしてもらうだけやしねえ」

　直後、巨大な魔法陣が広がると、そこから異形の式神たちが無数に現れる。予選で見せた、百鬼夜行だ。どれも一見してそれほど強力な式神ではないようだが、数で押そうという作戦なのだろう。

　とはいえ、綾斗もそれは想定内だ。

〝伶〟を使っている限り綾斗も負けることはないが、防御一辺倒である以上相手を倒すことはできない。本来は戦場で生き延びるための技であって、こうした試合……ましてや個人戦には不向きなことは最初からわかっている。

　ただ、綾あや斗とは時間が欲しかったのだ。

　──今までのようにただ星辰力プラーナを闇雲に注ぎ込むのではなく、精緻に調整し、完全に自分の望む形でコントロールされた流星闘技メテオアーツを放つために。

「はああああああああああああああああああああ！」

　綾斗は雄お叫たけびを上げながら〝伶わざおぎ〟を解除すると、爆発的に輝きを増した《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振り抜いた。

「っ!?」

「なっ……！」

　魏ぎ嶽ごくと魏ぎ圏けんが驚きよう愕がくに目を見開きながらもとっさに避よけようとするが、遅い。

　綾斗の星辰力で過か励れい万ばん応のう現げん象しようを引き起こし大きく膨れ上がった刀身は、しかし今までのようにただ巨大になっただけではなかった。鋭くしなやかで、必要以上に肥大化せずに、それでいて力強く──おそらくかつての流星闘技のままでは、魏嶽と魏圏には通じなかっただろう。容易に回避され、それどころかその隙を突かれて敗やぶれていたかもしれない。

　だが、《黒炉の魔剣》を最適化できた今の綾斗ならば、流星闘技においてもそれができるはずだった。もっともそのためには相応の時間が必要で、だからこその〝伶〟だったのだ。

「ぐぬ……っ！」

「ちぃっ！」

　風を斬り裂いて閃ひらめいた《黒炉の魔剣》は魏嶽の左腕と魏圏の弓を両断し、今し方冬ふゆ香かが呼び出した式神たちの大半を吹き飛ばす。

　更に綾斗はその機を逃さず、適性サイズに戻した《黒炉の魔剣》を構えて一気に駆け出した。林立する武器の中を縫うように駆け抜け、目指すは無論冬香本人だ。

　魏嶽と魏圏が即座に反応して行く手を塞ごうとするが、綾斗のほうが一歩速い。

「あらら……これはかなんなぁ」

　冬香は残った百鬼夜行の式神を壁にしようとでもいうのか、手元へと呼び戻している。

　呪じゆ詛そと足の傷で万全ではないとはいえ、この程度の式神ならば障害にもならない。《黒炉の魔剣》ならば諸もろ共ともに斬り伏せることが可能だろう。

（もらった……！）

　綾斗は大きく踏み込みながら、冬香の胸の校章目掛けて《黒炉の魔剣》を突き放つ。

　──ところが。

「……〝式しき府ふ混こん交こう〟」

　俯うつむいた冬香がそうつぶやいた刹那、膨大な万応素マナが蠢うごめき、呼び戻していた式神が冬香の身体に吸い込まれる。

「えっ……!?」

　次の瞬間、冬ふゆ香かは信じられないような素早い動きで綾あや斗との突きをかわすと、その刀身を素手で掴つかみ受け止めていた。

　綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を握る手にぐっと力を込めるが動かない。信じ難がたいが、綾斗と互角の膂りよ力りよくだ。

　それでも高熱の刀身を素手で握れば肉が焼けるのは避けられないのに、冬香は顔色一つ変えずにそこから更に踏み込んできた。無手の間合い。冬香の左腕が綾斗の右腕へと、そっと伸びる。

（まずい……！）

　綾斗は《黒炉の魔剣》をとっさに手放すと、逃げるように背後へ跳んだ。

　おそらく、そうしなければ右手を折られていただろう。

「ふぅ……お互いに危ういところやったねえ」

　冬香はゆったりとそう言って、刀身を掴んだままの《黒炉の魔剣》を放り投げる。

　くるくると空中で回転した《黒炉の魔剣》は、そのままステージへと突き刺さった。

「……参ったな。まさか近接戦闘で上を行かれるとは思ってなかったよ」

　そう言いながらも綾斗は魏ぎ嶽ごくと魏ぎ圏けんに目を配る。

　魏嶽は切り落とされた右腕を、平然とくっつけ直していた。魏圏のほうは冬香が放り投げた《黒炉の魔剣》を守るように移動している。さすがに抜け目がない。

「そんなん、うちかて界龍ジエロンの一員やもの。こんくらいの心得はねぇ……？　ふふふ！　なんて嘘うそ、嘘。いくらなんでも、うちにあんたはんとやり合えるだけの力も腕もあらへんよ」

　口元を隠しながら、冬香が笑う。

「だったら今のは……？」

「あれはようやくのこと復活させた梅うめの小路こうじ家の秘術でなぁ、〝式しき府ふ混こん交こう〟て言うんよ。式神さんの力を合ごう一いつしてより大きな力に変える術なんやけど……中々のもんでしたやろ？」

　なるほど、そういうことか。

　あの時呼び戻した式神は壁にするためではなく、その術に使うためのいわば触媒だったのだろう。

「そやけどあかんねぇ、まだまだ加減が難して……ほら、こんなん」

　冬香は袖をまくって自分の右手を見せた。《黒炉の魔剣》の刀身を掴んだ手の平は焼け爛ただれ、痛々しいほどだが、それ以前に手首がだらんと垂れ下がっている。どうやら折れているようだ。

「何しろとっさのことやったし、ちびっと式神さんの量が過ぎたみたいでなぁ。人の身ぃやと耐え切れへんかったみたいなんよ」

　それでも冬ふゆ香かはあくまで笑顔を崩さない。一体この余裕はどこからくるのだろうか。

　とはいえ、だ。

「だったら、多用はできそうにないね」

　綾あや斗とはそう言って、手近に刺さっていた日本刀を引き抜いた。冬香が魏ぎ嶽ごく用にばら撒まいたものだが、ありがたく使わせてもらおう。

「ふふ、そうとも限らへんよ。人の身ぃやと、て言うたやろ？　ほんなら、それに耐え切るだけの強きよう靭じんさを持たはった相手に使おたらええ」

「っ！」

　冬香がその言葉を言い切る前に、魏嶽が綾斗に襲い掛かってきた。

　魏嶽が振り下ろした矛の一撃が地面に穴を穿うがち、続け様に放ってきた喉元をえぐるような突きを日本刀で受け止める。

「ほれほれ、ぼちぼち決着の頃合いや」

　そこへ冬香が呼び出した無数の式神が次々と魏嶽へと吸い込まれ、見る間にその身体からだが膨れ上がっていった。魏嶽の矛をなんとか押おし止とどめていた綾斗だったが、次第に増していく力に潰されていく。

「くっ……！」

　その前になんとか転がるようにして脱出し、改めて魏嶽を見れば、その体たい躯くは優に五メートルを超えていた。

「これは……」

　その身が放つプレッシャーは、今までとは段違いだ。

「まだまだここからが本番、出し惜しみはせえへんよ──魏ぎ圏けん」

「御意」

　恭しく傅かしずいた魏圏が、ふわりと跳んで魏嶽の前に立つ。

「まさか……!?」

　そしてその四本の腕でそっと魏嶽に触れたかと思うと、次の瞬間には吸い込まれるようにして消えていた。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　耳をつんざくような雄お叫たけびが空気を震わせ、その巨体が更に一回り……いや、二回り以上膨張する。額からは新たな角が一本、肩からは新たな腕が二本、盛り上がるようにして生え、今や魏嶽の体長は十メートル近いだろうか。

　圧倒的で重厚な力が、離れていてもひしひしと伝わってくる。

『こ、これはなんということでしょう！　梅うめの小路こうじ選手の式神が集合し巨大化ー！　いいんですか？　いいんですかね、これ！』

『……ルール的にはまあ有りなんじゃないの、知らないけど』
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「ふぅ……正真正銘、これが梅うめの小路こうじ最強の式神さんや。倒せるもんやったら、ええ、ええ、どうぞなんぼでもご自由に」

　さすがに疲労の色を滲にじませながらも、冬ふゆ香かはやはり笑顔だ。

　綾あや斗とは一ひと先まず《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を回収しようと駆け出したが、次の瞬間にはもう魏ぎ嶽ごくが目の前に回り込んでいた。最も早はや武器は手にしておらず、四本の腕はすべて拳が握られている。

（この身体からだでなんて疾はやさ……！）

　本能的に身体が動き、両腕を交差して防御姿勢を取る。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　巨木のような魏嶽の腕に殴りつけられ、綾斗はゴム毬まりのように跳ね飛ばされながらステージを転がった。冬香が呪符で作り上げ、ステージに刺さったままになっていた武器が薙なぎ倒され、砕けて消える。

「ぐううううううううう！」

　星辰力プラーナを集中させて防いでもなお骨が軋きしみ、内臓が潰されるような衝撃だ。

　綾斗は即座に立ち上がって体勢を整えようとするが、そこへ魏嶽の巨体が降ってくる。

　踏み潰される寸前で間一髪逃れ、いつの間にか折れていた日本刀を捨てて手近な槍やりを引き抜いた。

「グルルルル……！」

　魏ぎ嶽ごくはその三つの目で綾あや斗とを睨にらみ付けながら、威嚇するように喉を鳴らす。

　以前の魏嶽と比べると理性を失なくしたかのようにも見えるが、そうでないことはすぐにわかった。以前同様……いや、以前にも増して隙がない。その上、膂りよ力りよくも速さも、完全に綾斗を上回っている。

（せめて《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》があれば……）

　ちらりと視線を向ければ、《黒炉の魔剣》は魏嶽の遥はるか後ろだ。

　そもそも魏嶽がそう簡単に回収させてくれないだろう。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　魏嶽が吠ほえながら一息で間合いを詰めてくる。

　四本の腕の攻撃を掻かい潜くぐるのは至難の業で、三本目まではなんとか回避したのだが、四本目の裏拳で綾斗は再び吹き飛ばされた。

　ステージに叩たたき付けられる前に受け身を取り、衝撃で朦もう朧ろうとする頭を小さく振って追撃を仕掛けてきた魏嶽を迎え撃つ。この魏嶽相手ではたとえ〝伶わざおぎ〟を使ったとしても長く凌しのげるとは思えないし、時間を稼いだところで策がないのでは意味がない。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう槍そう術じゆつ──〝壬み雲くも蜂ばち〟！」

　渾こん身しんの三段突き。

　が、それは魏嶽の腕に傷一つ付けられず、槍やりのほうが砕け散っただけだった。

「あ……」

　一瞬の隙。

　魏嶽はそれを見逃さず、綾斗の身体からだを蹴り上げる。

　そして空中に跳ね上がった綾斗を、がっしりと組み合わせた両手で地面に叩き落とした。

「かは……っ！」

　さすがにこれでは受け身の取りようがない。

　クレーターが生じるほどの衝撃に血ち反へ吐どを撒まき散らし、暗転しかけた意識を必死で繋つなぎ止める。なんとか上半身を起こしたが、身体中が悲鳴を上げていて、とてもではないがすぐには動けない。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　ぼやけた視界に魏嶽の巨体が映った。

　綾斗にとどめを刺すべく、ゆっくりと拳を振り上げるのがわかる。

（これは……いよいよまずいかな……）

　──その時だった。

　朦朧とする綾斗の意識に、何かが触れた。

　言葉には表せない、確かな意思。この感覚は何度か経験がある。最初は《鳳凰星武祭フエニクス》でイレーネと……《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》と対たい峙じした時。

　直近では、遥はるかとの特訓で。

　そう。だからすぐにわかった。これは──《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の意志だ。

　同時に不思議でもあった。

　今、《黒炉の魔剣》は綾あや斗との手にはない。だというのに、以前よりもずっと強くその繋つながりが感じられる。

《黒炉の魔剣》は、怒っていた。

　理由はわからない。使い手である綾斗が不ふ甲が斐いないからだろうか。

　思えば、《黒炉の魔剣》はいつもそんな感じだった。不満、不愉快、怒り、苛いら立だち──そういった感情ばかりで、それこそ初めて《黒炉の魔剣》と出会った時も……。

　そこで、綾斗ははっと気が付く。《黒炉の魔剣》が何を伝えようとしているのか。

　そうか。そういうことか。

　確かに、今の綾斗なら──

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

「……来い」

　綾斗がそうつぶやいた刹那、まさに振り下ろされようとしていた魏ぎ嶽ごくの腕が焼き斬られる。

　猛然と空を舞い、綾斗の下へ戻ってきた《黒炉の魔剣》によって。

『な、なななななんとなんとー！　天あま霧ぎり選手の大ピンチ、いよいよ決着かと思われたその瞬間、《黒炉の魔剣》が独りでに動き出したかと思えば、梅うめの小路こうじ選手の式神の腕を真っ二つに両断ー！』

「ふぅ……助かったよ、《黒炉の魔剣》」

　綾斗はふらつきながらも立ち上がると、熱気を放ちつつ綾斗の目の前にやってきた《黒炉の魔剣》に向かってそうお礼を言った。

　なんのことはない。初めて綾斗が《黒炉の魔剣》と出会ったあの適合率検査の日、《黒炉の魔剣》はまさしく今のように独りでに動き出し、縦横無尽に暴れ回ったのだ。ならば、今も同じことができないはずがない。

　そして、今なら綾斗はそんな《黒炉の魔剣》をずっと上う手まく使いこなせるはずだ。

「ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　一方で魏嶽は斬り落とされた腕を残った三本の腕で拾い上げ、先ほどと同じように繋ぎ直していた。伝説に語られる鬼は首を斬り落とされても付け直したというが、なるほど大したものだ。

　だが、綾斗は魏嶽の首を落とす必要はない。試合に勝てるなら、それでいいのだ。

「……よし、行こうか」

　綾斗の言葉に応えるように、《黒炉の魔剣》が強く震える。

　空を翔かけて魏ぎ嶽ごくへと斬りかかる《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の後を追うように、綾あや斗とも駆ける。

「グウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ！」

《黒炉の魔剣》は綾斗の念じた通り、自由自在に動き回って魏嶽を襲う。

（なるほど……煌式遠隔誘導武装レクトルクスを使うっていうのは、こんな感じなのかな）

　剣士である綾斗には不思議な感覚だったが、幸いにも身近にアスタリスク随一の煌式遠隔誘導武装の使い手がいたこともあり、どういう風に使われたら一番厄介なのか、そういった動きは体感としてよくわかっている。

　魏嶽はまとわりつくような《黒炉の魔剣》に、明らかに難儀していた。今の魏嶽の体格からすれば、《黒炉の魔剣》は小枝のようなものだろう。だがそれを叩たたき落とそうとすれば自らの手が焼き斬られてしまう。

　それでも魏嶽はよくかわし続けていた。身を縮め、時には光刃の腹を叩いて払いのける。ほぼ三百六十度、前後左右上下から攻め立てる防御不能の刃やいばをこうまで凌しのげるというだけでも、魏嶽の驚異的なスペックがわかった。

　ただし──それはあくまで綾斗を抜きにしての話だ。

　この時、すでに綾斗は魏嶽の足下へと滑り込んでいた。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう組討術──〝武む姿し崩くずし〟」

　その鉄塔のような軸足目掛けて、全力の掌打を叩き込む。今の魏嶽相手に、これでダメージが通るとは思っていない。そもそも〝武姿崩〟は力の流れを乱して相手の体勢を崩す、天霧辰明流組討術の基本技だ。飛び回る《黒炉の魔剣》によって上体のバランスを乱れさせた状態で、下半身を崩せば──

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　どれほどの巨体、どれだけ強きよう靭じんな体たい躯くであろうと倒れざるを得ない。

　更に。

「天霧辰明流剣術奥伝──〝修しゆ羅ら月づき〟！」

　綾斗は《黒炉の魔剣》に触れることなく、遠隔操作で天霧辰明流の技を放つ。

　超速で駆け抜けた《黒炉の魔剣》は、ぐらりと揺らいだ身体からだを支えようと伸ばした魏嶽の四本の腕を、まとめて斬り飛ばした。

「グアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　魏嶽の巨きよ躯くが、土つち埃ぼこりを舞い上げながら仰あお向むけになってステージへ倒れ込む。

　綾斗はその胸に飛び乗ると、手元へと戻ってきた《黒炉の魔剣》を握って魏嶽の眼前へと突き付けた。

「グウウウウウウウウウウウウウウウウウウ……！」

　三つの目を爛らん々らんと輝かせ、魏嶽が綾斗を睨にらみ付けてくるが、この状態ではどうしようもない。

「さて、勝負ありだと思うけど……どうかな？」

　綾あや斗とはそう言って、冬ふゆ香かを見た。

　冬香は細い目を開き、あくまで笑顔のまま綾斗の視線をじっと受け止めていたが、やがて困ったように眉が下がり、その表情が苦笑へと変わる。

「……はぁ。そやなあ、これはもうお手上げやわ。降参、降参」

　溜ため息いきを一つ吐つくと、最後まで優雅な仕草で両手を上げた。




「梅うめの小路こうじ冬香、降参ギブアツプ」

「──試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、天あま霧ぎり綾斗！」




　機械音声が決着を告げ、大歓声が降り注ぐ中、綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》をくるりと回すと、そのコアをそっと撫なでる。

「ありがとう、《黒炉の魔剣》」

　今回は《黒炉の魔剣》の力がなければ、どうやっても勝てない相手だった。

　しかし《黒炉の魔剣》は今度はそれに応えることもなく、すんとしたままだ。これくらいは当然だと言わんばかりに。

「……そういったところは相変わらずか」

　まるで素直になれない誰かのようで、綾斗は嬉うれしいような悲しいような複雑な気持ちになる。

　次は──彼女と闘わなければならないのだから。





第三章　準々決勝第二試合







　あの雨の日──ウルスラ・スヴェントがシルヴィアの町へやってきたのは、まだシルヴィアが九歳になったばかりの頃だった。

　ウルスラは町の外れ、森の近くにテントを張って、そこでしばらく寝泊まりしているらしい。町の住人たちは突然現れた異邦人に困惑していたが、無む理り矢や理り追い出そうとはしなかった。彼らは善良であったから。だが、同時に臆病であったが故に積極的に交流を持とうともしなかった。

　ただ一人、シルヴィアを除いて。

「──こんにちは。良かったらコーヒーでもどうだい？」

「っ！」

　こそこそと背の高い草の中を身を屈かがめて移動し、岩陰に隠れてそっと様子を覗のぞき見ようとしたシルヴィアだったが、ウルスラはすべてお見通しとばかりに笑顔でそう声を掛けてきた。

　びくんと身体からだを竦すくませたシルヴィアは、どうしようかとおろおろ周囲を見回した後、たっぷり五分ほど悩み、ようやくおずおずと岩陰から顔を半分だけ出す。

「……ど、どうしてわかったの？　わたしがここにいるって」

「んー……匂い、かな？」

「えっ……！」

　自分はそんなに臭うだろうかと、シルヴィアは慌てて自分の腕や服をくんくんと嗅いだ。今日は少しでも動きやすい服をと、普段はあまり着ることのないズボンを穿はいてきたのだが、衣装ケースの奥に入れっぱなしだったのがやはりまずかったのだろうか。

「ぷっ……あはははは！　ごめん、冗談だよ、冗談！」

　しかしそんなシルヴィアを見て、ウルスラは大笑いしながらそんなことを言う。

「な……っ！」

　からかわれたとわかったシルヴィアは顔を真まっ赤かにして頬ほおを膨らませるが、そんなシルヴィアにウルスラは金属製のコップを差し出す。

「これでもあたしは耳が良くてね。草をかき分ける音、砂じや利りを踏む音、ついでに言うなら君の息遣いも、全部聞こえていたのさ」

　シルヴィアはどうしようか迷ったものの、ウルスラがまるで手を引っ込める様子がないので、仕方なく近づいてそれを受け取る。ちびりと舐なめるように口を付けると、驚くほどに甘い。たっぷりのミルクと砂糖が入った熱々のコーヒーだ。

　そこでようやく辺りを観察する余裕ができた。

　奥にあるテントはそれほど大きくなく、大人が二人も入ればいっぱいになってしまうだろう。まだ日は高いが赤々と燃える焚たき火び。その傍ら、ウルスラが座っているのは椅子ではなく小さな岩だ。よく見ればシルヴィアが持つ金属製のコップもかなり年季が入っていて、相当使い込まれていることがわかった。

「ああ、君はこの前軒先を貸してくれたお嬢さんか」

　そんなシルヴィアをまじまじと見ていたウルスラが、ぽんと手を叩たたく。

　そう。数日前、ウルスラは雨に降られてシルヴィアの家の軒先で雨宿りをしていたのだ。シルヴィアがウルスラの顔を見たのは、カーテンを開けて覗のぞいたほんの一瞬だったが、鮮烈に印象に残っていた。

「おかげで助かったよ。あの時はまだテントの準備もできていなかったから」

　そう言って爽やかに笑うウルスラの顔は彫りが深く大人びていたが、それでも思っていたよりもずっと若そうだ。まだ十代半ばといったところだろう。ややくすんだ水色の髪を大おお雑ざつ把ぱにまとめており、服装もＴシャツにショートパンツで飾り気はほとんどない。化粧もしていないようだ。

「あたしはウルスラ。お嬢さんは？」

「……シルヴィア。シルヴィア・リューネハイム」

「ふぅん、いい名前だね。──ああ、クッキーもあるよ。どうぞ」

　ウルスラはそう言って今度は脇に置いてあった小さな紙袋を差し出してくる。中にはシンプルな素焼きのクッキーが入っていて、一枚頂いてみると甘いコーヒーによく合った。

「あの……ウルスラは、どこから来たの？」

「どこから……？　うーん、一応生まれはここからもっと北へ行ったほうなんだけど、あたしはもう随分あちこちを旅してるから、どこからっていうのは答えるのが難しいかな。西にも東にも南にも、気が向くままにね」

「旅って……ずっと一人で？」

「そうだよ。気ままな一人旅というやつさ」

　ウルスラは朗らかに答えるが、シルヴィアにはとても信じられない。

「あ、危なくないの……？」

　シルヴィアはこの町から出たことさえないので外の世界のことはよく知らないが、それでも女の子の一人旅が相当に危険だということくらいは想像がつく。

「まあ、物騒な事態に巻き込まれたことがないと言えば嘘うそになるけど、あたしはこれでも《星脈世代ジエネステラ》だしね」

「あ……やっぱりそうなんだ」

　実は一目見た時から、なんとなくそうではないかとは思っていた。

　確証を持てなかったのは、シルヴィアは自分以外の《星脈世代》を見たことがなかったからだ。

「シルヴィア、君もそうだろう？」

「……うん」

　別段誇れることでもないので、自然と答える声も小さくなる。

「ふむ……」

　ウルスラはそんなシルヴィアを見て、話題を変えるようにパンと手を打ち鳴らした。

「さてシルヴィア、それじゃそろそろご用件を聞こうか」

「え……？」

「あたしに何か用事があってここへ来たんだろう？」

　真まっ直すぐにそう訊たずねられたシルヴィアは一瞬視線を逸そらして口籠る。

　確かにシルヴィアは、ウルスラに用があってやってきた。

　それは──

「……う、歌が」

「うん？」

「あ、あなたの歌が……とても、その……す、素敵だったから……！」

　なんとかそれだけ絞り出すと、ウルスラは驚いたように目をぱちくりさせる。

「あー、それはどうも……ははっ、光栄だね」

　そして初めて年頃の少女らしい、はにかんだ笑みを浮かべた。

　照れくさそうに頬ほおを掻かくウルスラを見て、シルヴィアも初めてウルスラに親近感を覚える。

「雨宿りをしている時に歌っていたのは、なんていう歌なの？」

　消極的で引っ込み思案なシルヴィアが、意を決してここへやってきたのは、あの雨の日に聞いたウルスラの歌が忘れられなかったからだ。

「んー……ごめん、ちょっと覚えてないかな」

　ところが当のウルスラは、困ったような顔でそう言った。

「え？」

「あたしって無意識に歌を口ずさんでることが多いんだ。だから自分でもわからないっていうか……悪いね」

「そんなぁ……」

　がっくりと肩を落とすシルヴィア。

　あの懐かしくも、凄烈なメロディ。胸をざわつかせ、心を震わせる澄んだ旋律。

　それをもう一度聞きたくて、やってきたのに。

「うー……」

　どうしても諦めきれないシルヴィアは、すぅっと大きく息を吸い込むと、記憶を手繰りながら口を開いた。

「────」

　歌詞は断片的にしか覚えていないので、メロディだけを再現する。

「……っ！」

　その途端、ウルスラが目を見開いて固まった。

　やはり下へ手たなのだろうか。

　何しろシルヴィアは今までほとんど歌など歌ったことがない。

　そもそも歌に触れる機会自体、教会での讃さん美び歌かくらいしかなかったのだ。

　それでも、シルヴィアにはこの方法以外思い付かなかった。

「……と、確かこんな歌だったと思うんだけど……お、思い出した？」

　歌い終えたシルヴィアが恐る恐るそう訊たずねると、呆ぼう然ぜんとしていたウルスラは苦笑を浮かべて小さく唸うなる。

「いやはや……これは参ったな」

「？」

「ああ、いや、なんでもないよ。悪いけど、やっぱり記憶にないかな」

「そっか……」

　その答えに、シルヴィアはしゅんと俯うつむいた。きっとシルヴィアが上う手まく歌えなかったせいだろう。

「それよりシルヴィア、君は《魔女ストレガ》なんだね」

「……《魔女》って、わたしが？」

　突然そんなことを言われたので、シルヴィアはきょとんとしてしまう。

《星脈世代ジエネステラ》の中には、万応素マナと感応して不思議な力を使うことができる者がいるというのはシルヴィアも聞いたことがあった。だが、自分にそんなことができるとは到底思えない。何かの間違いだろう。

「今、君が歌った時に周囲の万応素が反応したのに気が付かなかったかい？」

　ふるふると首を横に振る。

　第一、さっきは歌うことに精一杯で、とてもそんなことに気を回せる余裕などなかった。

「ふむ、まだ自覚がない……というより、能力自体が目覚めてないのか」

　ウルスラは何やら考え込むと、やがて優しくも真剣な表情でシルヴィアの目をじっと見つめる。

「な、なに……？」

「シルヴィア、君さえ良ければあたしが歌を教えてあげようか？」

「ええっ!?」

　思いもよらないその言葉に、シルヴィアは思わず後ずさった。

「わ、わたしは別に自分が歌いたいわけじゃなくて……」

　本当に、ただもう一度あの歌が聞きたかっただけなのだ。

「まあ、無理にとは言わないよ。でも……できることが多くて困ることはないと思うけどね。たとえば、あたしはそれなりに腕っぷしが強いからこうして一人旅ができているし、歌が歌えたからこうして君と出会うことができた」

「できること……」

　そう言われてみると、シルヴィアには何ができるのだろうかと考えてしまう。

　いつも一人で部屋に閉じこもって本を読んで、両親に連れられて礼拝に行って……それはもちろん家の手伝い程度なら少しくらいはできるけれど、シルヴィアにしかできないことなど何もない。

「君の声はとても綺き麗れいで、人の心に響くものがある。きっと素敵な歌を紡ぐことができると、あたしは思うよ」

「……本当に？」

　そんなことを言われたのは初めてだったので、シルヴィアはじっとウルスラの目を見つめる。

「ああ、本当だとも。もしかしたら──君は将来、物もの凄すごい歌姫になるかもしれないよ」

　さすがにそれはお世辞にも程があるとは思ったが、ウルスラの真摯な言葉は臆病なシルヴィアの心を確かに動かした。

「わ、わかった……！　ウルスラ、わたしに歌を教えて……！」




　それからウルスラが町に滞在していた短い夏の間、シルヴィアは毎日のようにウルスラの下へ通い、歌だけではなく様々なことを教わった。狭い町の中で暮らしていたシルヴィアにとって、ウルスラが語る広い世界の話は殊更に魅力的で、小さな胸を昂たかぶらせた。

「いつかわたしもウルスラみたいに旅に出たい」

　シルヴィアがそう言うと、ウルスラは身の護まもり方も教えてくれるようになった。煌式武装ルークスの扱いに星辰力プラーナの使い方、身体からだの動かし方に鍛え方──ウルスラと過ごした時間は二ヶ月にも満たなかったが、それがシルヴィアの人生にとって最も濃密な時間だったことは間違いない。

　やがてウルスラが再び旅に出るため町を去った後も、二人は携帯端末で連絡を取り合い、多くを語り合った。シルヴィアが《魔女ストレガ》として目覚めた時も、的確なアドバイスをくれたのはウルスラだ。

　シルヴィア自身も自ら学び、鍛錬し、積み重ね、成長していった。

　臆病で引っ込み思案だった幼おさな子ごは、いつしか快活で積極的な少女へと変わっていた。

　そんな日々が数年続いた、ある日のこと。
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「──実は今度アスタリスクに誘われてね。……うん、そう。いわゆるスカウトというやつさ。あちこちふらふらしてるあたしを、よくも見つけ出したものだと思うよ。でもまあ、あたしも前からあの都ま市ちには行ってみたかったしね」

　そんな会話を最後に、ウルスラとの連絡がぱたりと途絶えた。

　シルヴィアなりに手を尽くして探してみたが、いかに成長したとはいえ、そしていかに《魔女ストレガ》とはいえ所詮は辺へん鄙ぴな田舎の一少女にできることなど限られている。

　そこへ現れたのが、クインヴェール女学園理事長ペトラ・キヴィレフトだった。





　　　　＊






「……そもそも、覚えてないっていうのが嘘うそだったんだよねえ」

　ステージへと続く通路を進みながら、シルヴィアはそう一人呟つぶやく。

　今になって思い返してみれば、あの日幼いシルヴィアが歌ったメロディは──少なくとも記憶の中のそれと照らし合わせる限り、それほど外れたものではなかった。

　そしてクインヴェールに入学以来、古今東西の歌唱データを集めたデータベースを片っ端から検索しているが、あの雨の日にウルスラが口ずさんでいた歌を見つけることは未いまだできていない。それはあの歌が既存のものではなく、おそらくはウルスラが自作したものであることを意味している。

「どうしてそんな嘘をついたのかはわからないけど、わたしはまだ諦めていないからね」

　もう一度、あの歌を聞きたい。

　もう一度、彼女に会いたい。

　思えば、シルヴィアがこのアスタリスクへやってきたのはそれが目的だった。

　それからシルヴィアは自分にできる限りのことを全力でこなしているうちに、気が付けば世界の歌姫などと呼ばれるようになっていた。序列一位になって、生徒会長になって、大切な友人や可愛かわいい後輩たちができて、初めて本気で好きになった人までできた。

　──そして、倒したい相手も。

　そのすべてが、ウルスラのおかげだ。

　だからこそ、今は純星煌式武装オーガルクスに心を囚とらわれているウルスラに届けたい。

　かつてウルスラが言ったように、歌姫となった今のシルヴィアの歌を。

『出た出た出た、出てきたぜー！　東ゲートから現れたのは世界の歌姫、世界最高のトップアイドル、クインヴェール女学園の序列一位にして、前回の《王竜星武祭リンドブルス》準優勝者！　《戦律の魔女シグルドリーヴア》ことシルヴィア・リューネハイムのお出ましだー！』

　クリスティ・ボードアンのハイテンションな実況を聞きながら、シルヴィアはゆっくりとステージへと続くブリッジを歩く。

　眩まばゆいライト、熱狂的な観衆と渦巻く歓声、自分に向けられる無数の視線、どれもシルヴィアにとって慣れ親しんだものだが、すでにステージ上に立つ対戦相手の姿だけは何度見ても背筋に冷たいものが流れる。

　オーフェリア・ランドルーフェン。

　レヴォルフ黒学院の序列一位にして《王竜星武祭リンドブルス》を二連覇している絶対王者。

　前回の《王竜星武祭》決勝戦で、シルヴィアを打ち負かした《孤毒の魔女エレンシユキーガル》。

「よっと」

　シルヴィアはブリッジから飛び降りると、オーフェリアの前に華麗に着地した。

「お久しぶり、オーフェリア」

「……」

　シルヴィアの挨拶にも、オーフェリアは無反応だ。

　表情はいつものように儚く悲しげで、その佇たたずまいは夜の闇のように深く静かだった。

「はぁ、相変わらずつれないなぁ」

　そう言ってシルヴィアが仕方なく所定の位置へと向かおうとした時だ。

「──シルヴィア・リューネハイム」

　ふいにオーフェリアが声を掛けてきた。

　振り向いたシルヴィアに、オーフェリアは冷気をまとっているのではないかと思えるほどに冷たい、それでいて憂いに満ちた声で続ける。

「かつて闘った時、私には及ばずともあなたの運命は確かに強かった。今日、あなたがどこまでそれを高めてきたか……期待しているわ」

「へぇ……なんだ、そっちもやる気満々じゃない」

　そう言えば五回戦でのオーフェリアは、一時的とはいえ見たことがないほど追い詰められていた。終わってみれば圧勝だったものの、試合中珍しく怒りの感情らしきものを覗のぞかせたその姿は強く印象に残っている。もしかしたら、その熱がまだ残っているのかもしれない。

　いや、或あるいは──

『三年越しのリベンジマッチとなるこの試合！　果たして勝利を手にするのは絶対王者か、はたまた世界の歌姫か！　さあ、そろそろ開始時間が迫ってきたぜー！』

　シルヴィアとオーフェリアはお互いじっと睨にらみ合っていたが、クリスティの声と同時に視線を外し、歩き出す。

　シルヴィアが銃剣型純星煌式武装オーガルクスフォールクヴァングを、オーフェリアが純星煌式武装《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を起動させ、所定の位置へ立った瞬間。




「《王竜星武祭》準々決勝第二試合、試合開始バトルスタート！」




　決戦が、始まった。

「虚うつろな心は冷え冷えと　すべてを飲み込み溶かして混ぜて　暗く暗く夜天に輝く」

　開幕、シルヴィアの地を震わせるような重低音がステージに響き渡る。周囲の万応素マナが蠢うごめき、渦を巻く。

「黒き星の瞬またたきは　残らずすべてを惹ひき寄せて　深く深く落ちていく」

『来たー！　歌によってあらゆる事象をコントロールする万能の《魔女ストレガ》、シルヴィアの一曲目！　……って、あれ？　でも、なんだかいつもの曲とは随分雰囲気が違うんじゃねーか、これ？　妙に暗いっつーか、ちょっと不気味っつーか……』

『確かにリューネハイム選手が試合で歌う曲は、どちらかというと華やかで力強い曲が多いよね。それに対してこの曲は……むしろ歌劇とかに近いかな』

　実況や解説と同じように、観客たちもざわめいているのがわかった。

　実際、シルヴィアが戦闘に用いる曲で、こうしたスローテンポで低い音域の歌はほぼない。それは得手不得手の問題ではなく（事実、歌姫としてのシルヴィアは音域や曲調を問わずあらゆるジャンルの曲を歌っている）、ただ単に戦場でのテンションと相あい容いれないからだ。シルヴィアの能力は繊細で、歌に集中できなかったり音程を外したりすればたちまち効果が落ちてしまう。もっとも、必要とあればその程度の問題は努力で克服できる範囲だ。

　まさしく今回のように。

「──塵と化せクル・ヌ・ギア」

　とはいえ当然オーフェリアもただ黙ってこちらの準備が整うのを待ってくれているはずもない。強敵であろうと弱者であろうと、無慈悲に平等に粛々と屠ほふるのが彼女の流儀だ。その足元から立ち上った瘴しよう気きが巨大な亡者の腕と化し、シルヴィアを叩たたき潰さんと振り下ろされる。

　シルヴィアはバックステップでそれをかわすが、オーフェリアの足下からはすでに二本目、三本目の黒々とした腕が伸びてきていた。

「縮退星は彼方かなたより　永と久わに永久とこしえに　虜囚となりて！」

　だが、その腕がシルヴィアの脚を掴つかまんとする直前に、能力が発動する。

　シルヴィアの周囲に漆黒の球体が出現したかと思うと、それはオーフェリアの瘴気を巻き上げるように吸い込み、消滅させる。

『な、なんだありゃー！　シルヴィアの周りにいきなり現れた黒い球がオーフェリアの毒を吸い込んじまったぞー！』

『これはすごいね。まるで小型のブラックホールみたいだ』

　シルヴィアは一ひと先まず大小取り混ぜて十個ほど、その黒い球体──虚うつろ星ぼしとシルヴィアは名付けている──を呼び出すと、自分を守るように展開させた。大きなものは直径一メートル程度、小さなものは拳大だ。

　前回の闘いでは風の結界を使ってオーフェリアの能力に対抗しようとしたものの、結局力で押し切られてしまった苦い経験がある。あらゆるものを吸い込んで消滅させるこの虚うつろ星ぼしは、その反省を踏まえて対オーフェリア用に準備した一の矢だ。

　オーフェリアと闘う際、受けに回るとそのまま問答無用で磨すり潰つぶされてしまう。毒に対する備えは不可欠だが、かといって防御のためだけにリソースを割いていては後々ジリ貧になってしまうだけだ。

　しかし、この虚星ならば──

「行け！」

　シルヴィアは小さめの虚星を三つ、弾丸のように撃ち出した。

　同時に襲い掛かってきた巨大な瘴しよう気きの腕を、防御用の虚星で吸い尽くす。

「……」

　オーフェリアは特に苦にした様子もなく最低限の動きで虚星をかわしたが、シルヴィアの操作によって軌道を変えたそれは、弧を描いて飛び回りながらしつこくまとわりつく。その一つは雪のように白い髪をかすめ、ステージをえぐり取るように削って再びオーフェリアへ襲い掛かる。この虚星に呑のみ込まれたものがどこへ消えるのかは、シルヴィア自身にもわからない。

　そしてシルヴィアはその隙に次の曲を歌い上げていた。

「ぼくらは壁を打ち崩す　限界の先に境界を越え　傷を厭いとわずに　走れ　走れ」

　身体能力を強化する、シルヴィアの定番曲だ。

　単純だが激しいリズムと共に、身体からだの奥から力が漲みなぎってくるのがわかる。

　オーフェリアに接近戦を挑もうというなら、これなくしては話にならない。

「……邪魔ね」

　と、オーフェリアが手にした《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を一いつ閃せんし、まとわりついていた虚星をすべて両断する。

（あらら……やっぱりそうなっちゃうか）

　あらゆるものを呑み込むとはいえ、虚星もあくまで《魔女ストレガ》の能力が生み出したものでしかない。さすがに純星煌式武装オーガルクス相手ではどうにもならないようだ。

「ふぅ……」

　オーフェリアはそのまま気だるげな溜ため息いきを吐つくと、《覇潰の血鎌》を構え直した。

　すると今度はその周囲に重力球が出現する。見た目はシルヴィアの虚星と似ているが、あちらは直撃したものを問答無用で圧潰する高重力の塊だ。

　その数は──

（ええー……ちょっと待ってよ……）

　百を超える重力球が次々と出現する様子に、シルヴィアは思わず心の内でそんな声を漏らしていた。かつての使い手であるイレーネ・ウルサイスも同様の技を使っていたが、あれは妹であるプリシラの血を補給した上での話だ。そうした補助もなしに、ここまで《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を使いこなすとは。

「……行きなさい」

　先程のおかえしとばかりに、無数の重力球がシルヴィア目掛けて撃ち出される。

（わわわ……！）

　こうなるとシルヴィアとしては回避するしかない。この重力球も純星煌式武装オーガルクスの出力で生み出されている以上は虚うつろ星ぼしでの防御は不可能だからだ。

　ステージを駆け、時に跳び、時にスライディングをしながら、重力球の雨をよけ続ける。身体強化をしていなかったら、果たしてこれを凌しのげたかどうか。

「──瞬く間に君に会いに行くよ　空も星も銀ぎん河がさえも跳び越えて」

　それと並行して、次の歌を仕込むのも忘れない。ポップで明るく軽快な、アイドルとしてのシルヴィアらしい曲だ。

　なんとか重力球をかわしきったかと思ったその時、突如としてシルヴィアの身体からだが地面に押し付けられた。紫色の輝きを放つ《覇潰の血鎌》が、この周囲一帯の重力を高めたのだろう。

「君が、望むなら……！　茨で閉ざされた城の奥まで　刹那の時も待たせずに」

　押し潰された際にはさすがのシルヴィアも一瞬音を外してしまうが、それでもなんとか途切れさせずに歌い続ける。

（しまったなあ、これじゃ多少ブレが出ちゃうかも……って、それどころじゃない！）

　見ればオーフェリアは再度重力球を大量に展開すると、狙いを地面に倒れ伏したままのシルヴィアに定めた。

『やべーぞ！　これじゃシルヴィアは避けることも防ぐこともできねえじゃねーか！』

『周囲一帯を高重力で押し潰してるから、多少動いたところで効果範囲から逃げることはできないようだしね。これは早々に決まっちゃったかもしれないな』

　オーフェリアが無慈悲に《覇潰の血鎌》を振り下ろし、重力球が一斉に放たれる。

　──だが。

『はあっ!?』

『えっ!?』

　次の瞬間、シルヴィアはオーフェリアの背後に立っていた。

「……っ！」

　即座に気配で察したのか、オーフェリアがとっさに振り返りつつ《覇潰の血鎌》を振るうが、シルヴィアはその一撃を掻かい潜くぐってフォールクヴァングの光刃を薙なぐ。狙いは当然、その胸の校章だ。

　シルヴィアが見舞った斬撃は、しかしその寸前でオーフェリアの左手で防がれていた。無尽蔵の星辰力プラーナを持つオーフェリアだからこそできる、素手での防御。

（くぅー！　踏み込みが浅かったかー！）

　シルヴィアは歯は噛がみをしつつも、背後に跳んで間合いを取る。

　オーフェリアの足下から瘴しよう気きが湧き上がり、危うく捕えられそうになったからだ。

『な、なんだなんだ!?　一体何がどうなってやがる！　シルヴィアは、確かにさっきまであそこで……』

『まさか、あれは……』

「……空間転移」

　実況の言葉を引き継ぐように、オーフェリアがぽつりと呟つぶやく。

　そう。これが対オーフェリア用に準備した二の矢である空間転移、わかりやすく言うならば瞬間移動だ。

　自身が知覚できる範囲に限り、今のシルヴィアはあらゆる障害物を無視してその場から一瞬で移動できる。今回は歌の途中で音を外してしまったために、多少想定していた目的座標とのズレが生じてしまったが、そうでなければさっきの攻撃で試合を決められていたかもしれない。

（……いや、でもそれは考えが甘いか。オーフェリアの反応速度、なんか異常なほど速かったもんね）

　オーフェリアは過去に瞬間移動能力者と闘った経験がある。とっさに対応できたのは、そのためだろう。だとしても、十分驚異的な反応速度であったが。

『すっげえ、すげえ！　まさかの瞬間移動かよ！　ここに来て、まだ隠し玉があるとはさすがシルヴィアだぜ！』

『万能の《魔女ストレガ》であるリューネハイム選手の面目躍如といった感じだね。対するランドルーフェン選手が毒という能力に特化した《魔女》であると考えると、万能型対特化型の《魔女》頂上決戦といったところかな』

　万能。確かにシルヴィアの能力はそう言われる。

　歌によって万象を成す《魔女》だと。

　それはあの日、ウルスラに言われた言葉がシルヴィアの心に強く刻まれているからこそ、そうした能力として発現したのだろう。

　──できることが多くて困ることはない。

　まったくその通りだ。

「さて、それじゃ次の曲にいきましょうか」

　シルヴィアはオーフェリアの動きを警戒しつつ、大きく息を吸い込んだ。

「かけがえのない友　運命へ囚とらわれた君　ボクはきっと救い出してみせる」

　勇ましく、高らかに。

　オーフェリアと闘うにあたって用意した三つの新曲の内、最後の矢。

「そびえる壁も　隠された扉も　堅けん牢ろうな檻おりも」

　同時にこれは、シルヴィアにとって大切な友人への思いを込めた歌でもあった。

「打ち砕いてみせよう　貫いてみせよう　ボクのすべてを賭けて」

　シンプルで直接的な、悪く言えば単純で陳腐な歌詞。だからこそ、その効果も実にわかりやすいものだ。

　攻撃力強化。

　右手に持つフォールクヴァングの光刃の周囲で大量の万応素マナが渦巻き、その輝きを増す。

　今のフォールクヴァングの破壊力は、純星煌式武装オーガルクスにこそ及ばぬまでもその域に近い。これだけの万応素をすべて一点に集中させて強化させているのだから当然だろう。その分星辰力プラーナの消費は激しいが、これで準備は整った。

「……不愉快な歌ね」

　と、ふいにオーフェリアが、珍しくどこか苛いら立だったような声を漏らす。

　その顔は俯うつむき、影になって表情は窺うかがえない。

　ただ、その身にまとう雰囲気が先ほどまでとは微妙に変わったようにも見えた。

「消えなさい」

　顔を上げたオーフェリアが鋭い目でシルヴィアを睨にらみながら《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を一振りすると、周囲を埋め尽くすような重力球が出現する。

「君と過ごした　懐かしいあの日々を　ボクはもう一度取り戻してみせる」

　歌い続けるシルヴィアに襲い掛かる重力球は、数こそ先ほどよりも多いものの、明らかに狙いは甘くなっていた。

　シルヴィアは回避しつつタイミングを計り、再度オーフェリアの背後に転移する。

「同じ手を……」

　オーフェリアはそれを読んでいたようで、途端に瘴しよう気きの腕が飛び掛かってきた。

　もっとも、それを読んでいたのはシルヴィアも同じだ。シルヴィアは即座にもう一度、今度はオーフェリアの頭上へと転移する。

「……っ！」

　これにはオーフェリアの反応も一瞬遅れ、落下しながら振り下ろしたシルヴィアの一撃は、星辰力の防御を貫いて肩口を浅く切り裂いた。

（よし、通った……！）

　今のフォールクヴァングなら、オーフェリアの防御を突破できるということだ。これなら十分勝機はある。

『おおおおおおおおおー！　ついについに！　シルヴィアの一撃が、初めてオーフェリアに傷を付けたー！』

『これはすごい！　ランドルーフェン選手が負傷したのは、今大会初じゃないかな！』

「切り開いてみせよう　叩たたき壊してみせよう　君のその手を掴つかむために」

　シルヴィアは二番のサビを歌い上げつつ、油断することなく空間転移で距離を取る。

「本当に……耳障りな歌……！」

　オーフェリアはそう言って、何かを堪えるかのように左手で顔を覆った。

　そのまま何十本もの瘴しよう気きの腕をシルヴィア目掛けて繰り出すが、これも先ほどの重力球と同様動きが単調で、虚うつろ星ぼしで容易に防ぐことができる。

（やっぱり、オーフェリアの動きが荒くなっている……？）

　今のオーフェリアは、何かがおかしい。

　だとすれば、これは千載一遇の好機だ。

　シルヴィアはフォールクヴァングを握る手に、ぐっと力を込めた。





　　　　＊






　アスタリスクの街角では《星武祭フエスタ》の開催期間中、あちこちの広場で大型の空間スクリーンが展開し、リアルタイムで試合の映像が配信されている。いわゆるパブリックビューイングだ。

　何しろ《星武祭》のチケットは入手困難で、特に本戦以降のそれは天井知らずの価格で取引されている。ましてや今回の《王竜星武祭リンドブルス》は《星武祭》史上でも最高の盛り上がりと言われているだけあって、現在進行形で価格が高騰し続けていた。プラチナチケットもいいところだ。富裕層ならばともかく、一般庶民は奇跡を信じて抽選に賭ける以外はこうして中継映像で見るしかない。

　それでも、その少女にとってはこうしてアスタリスクの地で中継を見られるだけで十分幸せだった。同じ映像を見るのでも、家のテレビで見るのとは臨場感が違う……ような気がする。

　ほんの数百メートル先では、本物のシルヴィア・リューネハイムがまさに今闘っているのだ。その事実だけで少女は否いや応おうなく興奮するし、会場に入れないとわかっていながらこの時期にアスタリスクへやってくる多くの観光客も、今少女の周りで拳を振り上げ声を張り上げて応援し、罵倒し、熱狂している人々も同じ気持ちなのだろう。

　少女はシルヴィアのファンだった。最初はその歌声に、そしてすぐにその闘う凛り々りしい姿に魅了された。

　少女も《星脈世代ジエネステラ》で、将来はクインヴェールに入りたいと思っている。だからこそ、両親は後学のためにと今回アスタリスクへの旅行へ連れてきてくれたのだ。ちなみにその両親もシルヴィアのファンで、今も少女の隣で一心不乱に声援を送っている。

（ああ、やっぱりシルヴィアはすごい……！）

　少女はまだまだ試合の駆け引きなどはわからなかったが、それでもシルヴィアがあのオーフェリア・ランドルーフェンを相手に押していることはわかった。最上最強の《魔女ストレガ》とまで呼ばれる絶対王者を、シルヴィアが打ち倒すかもしれない。そう思うだけで、少女も応援する声に一層力が入る。

　それにしても、今シルヴィアが歌っている曲の、なんて素敵なことだろう。

　シルヴィアの歌はどれも綺き羅ら星のごとく素晴らしいと思っているが、この新曲からはシルヴィアの想おもいが一際強く伝わってくるようだ。熱く、揺るぎのない、そして真まっ直すぐな想い。

　──その時、少女はふと気が付いた。

　少女の斜め後ろで、周囲の熱狂とは無縁の様子で佇たたずむローブ姿の女性。

　その女性が、空間スクリーンを見上げながら涙を流している。

「あ、あの……大丈夫、ですか？」

　少女はおずおずとそう声を掛け、ハンカチを差し出した。

　自分と同じシルヴィアのファンで感極まったのかと思ったが、それにしても少し様子がおかしい。女性がただただ無表情に、涙を流し続けていたからだ。

「これは……？」

　女性は少女の差し出したハンカチと少女を見比べると、不思議そうに首を傾かしげた。

「え？　あ、あの、だって、あなたが泣いてるから……」

　少女がそう言うと、女性ははっと自分の頬ほおに手を当て、初めてその涙に気が付いたようだ。

「我が涙だと……？　まさか、この身体からだの意識は完全に眠っているはず……」

　少女は女性が何を言っているのかわからなかったが、そのローブの下から見え隠れしている大きなネックレスが妙に印象的だった。機械的なデザインのそれは、どこか不気味で……。

　と、周囲の観客の声がうねりを上げるがごとく高まった。

　慌てて少女が空間スクリーンに目を戻すと、どうやら試合が大きく動こうとしているようだ。

　そして、少女が再度振り向いた時には、ローブの女性はすでにその場から消えていた。





　　　　＊






『おいおいおい！　マジかマジかマジかー！　こいつはひょっとしたらひょっとするんじゃねーの！　ついに、ついについについに！　あのオーフェリアが、《孤毒の魔女エレンシユキーガル》が、史上最強の絶対王者が負けちまう時が来たのかー！』

『ランドルーフェン選手は瞬間移動によく対応してるけど、攻められっぱなしだからね。リューネハイム選手の攻撃がランドルーフェン選手の防御を突破できるようになった以上、どうにかして攻撃に転じて体勢を整えたいところだろうけど、その隙がまるでない。これは……ちょっとまずいんじゃないかな』

　言われるまでもなく、シルヴィアは攻撃の手を休めるつもりもなく、当然反撃の隙など微み塵じんも与えるつもりはなかった。空間転移を繰り返し、ヒットアンドアウェイに徹して、少しずつでもいいからオーフェリアの体力を削る。

　体力。そう、シルヴィアの狙いはその一点だった。

「ふぅ……っ」

　シルヴィアの放つ切っ先を仰のけ反ぞって回避したオーフェリアが、大きく息を吐く。

　シルヴィアの攻撃がオーフェリアに傷を付けたのはそれこそ最初の一撃だけで、その後オーフェリアはよくかわし続けていたが、次第に息が上がってきている。

　ヒルダ戦でオーフェリアが露呈した何よりの弱点は、その継戦能力だ。オーフェリアが自身のあまりに強大すぎる能力にその身を蝕むしばまれているというのは以前からよく聞く話だったが、実際そこへ付け入ることができたものなど今までいなかった。オーフェリアが一度攻撃に転じてしまえば、誰であろうとそれを凌しのぎ切るのは不可能だからだ。ほぼ同等の能力を有していたと目されるヒルダでさえ、そうだった。

　だが、今のオーフェリアは調子を崩している。瘴しよう気きの腕は虚うつろ星ぼしで対応が可能だし、重力球は狙いが甘い。

　このままいけば、そう遠くない未来にシルヴィアの光刃がその校章を捉えるか、もしくは自身の力で自滅するだろう。

　とはいえ、シルヴィアもそう簡単にいかないだろうことはわかっている。

「……確かに……確かにあなたの運命は強大だわ。それは認めましょう。だけど、けれど……やはり気に入らないわ。ああ、なんで……なぜ、その歌は、私の心をこうまでかき乱すの……？」

　オーフェリアが、あの諦念と悲嘆の表情以外、ほとんど感情を表に出すことのなかったオーフェリア・ランドルーフェンが、シルヴィアを睨にらみ付けた。

「……いいわ。なら、すべて諸もろ共ともに沈みなさい」

　オーフェリアは不機嫌そうに吐き捨てると、手にした《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を地面へと突き刺した。オーフェリアの手から、《覇潰の血鎌》へと星辰力プラーナが伝わるのがわかる。

　ヒルダ戦で見せた、あの瘴しよう気きの巨木を林立させる技を放とうというのだろう。

（チャンス……！）

　シルヴィアはこの機会を虎視眈たん々たんと狙っていた。あの状態から挽回しようとするならば、どこかで大技に頼るしかない。

　しかし純星煌式武装オーガルクスの出力に自身の能力を上乗せさせて瘴気の巨木を林立させるあの技は、発動までにわずかだが時間がかかる。

　シルヴィアはフォールクヴァングを射撃モードへと切り替えると、瞬時に流星闘技メテオアーツを放った。流れるようなその動作は、オーフェリアのそれよりも一歩速い。

「く……っ！」

　シルヴィアの歌によって破壊力を強化し、さらに流星闘技で威力を増幅させた光弾──オーフェリアはなんとか《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》でそれを防いだものの、衝撃に耐え切れなかったのか《覇潰の血鎌》はその手から弾はじかれ空を舞う。

「もらった……！」

　攻撃力強化の歌を最後まで歌い上げたシルヴィアは、残り少ない星辰力プラーナを惜しみなく注ぎ込んで、空間転移を行った。

　オーフェリアの前後左右、連続で五か所を一瞬で次々と転移し、撹かく乱らん。

「──っ！」

　オーフェリアからすれば、まるでシルヴィアが分身したかのように見えたことだろう。

　そして。

「はああああああああああああああああああああ！」

　シルヴィアは大胆にも、最後の転移座標をオーフェリアの眼前、その懐に選んだ。

　再度斬撃モードに切り替えたフォールクヴァングの光刃を、オーフェリアの胸目掛けて渾こん身しんの力で突く。

「っ……！」

　前回の《王竜星武祭リンドブルス》決勝戦、シルヴィアはオーフェリアの校章破損バツジブロークンにあと一歩まで迫った。その寸前で、シルヴィアが放った光弾は片手で防がれてしまったのだが。

　一方で今回シルヴィアが繰り出した光刃を、オーフェリアは両手を重ねるようにして押おし止とどめようとする。

　だが、強化されたフォールクヴァングの刃やいばは、星辰力で強化されたその両手を見事に貫いた。

（勝った……！）

　シルヴィアは勝利を確信する。これだけ深々と貫けば、当然その奥にある校章にも刃が届いているはずだ。




　──ところが、機械音声が決着を告げることはなかった。




「……ふふ……ふふふっ」

　オーフェリアが、暗く笑う。

　その響きはおぞましいほどに自虐的で、冷たい。

「まさか……私にまだこんな部分が残っているなんて、思ってもいなかったわ」

　その両手から溢あふれ出る真まっ赤かな血が、落ちた先の地面をぐずぐずに溶かしていく。

　それを見て、ようやくシルヴィアも理解した。

　確かにシルヴィアの攻撃はオーフェリアの両手を穿うがった。それは間違いない。

　ただオーフェリアの血が、フォールクヴァングの光刃をも溶かしてしまっただけで。

　いや、それどころではない。

　オーフェリアの毒血は光刃だけではなくじわじわとフォールクヴァングの本体をも蝕むしばみ、シルヴィアは慌ててそれを手放すと逃げるように間合いを取った。

「いやいや、そんなのありなの……？　グレンデルのお母さんじゃないんだからさ」

　古い叙事詩に出てくる怪物の母、水底の魔女はそれこそオーフェリアのように毒の血を持ち、その首を刎はねた剣は溶けてしまったと言われているが、これではまさしくその再現だ。

「まったく、私の運命はどこまで──いいえ、やめましょう。詮のないことだわ」

　オーフェリアの声は気が付けばいつも通りのそれに戻っていた。

　悲しみと諦観と絶望と。

「そう……結局の所、私はこの呪われた血のように生きるしかない。ええ、ええ、こうして血を流すのは本当に久しぶり。でも、あなたのおかげで思い出したわ、シルヴィア・リューネハイム」

「前から思ってたんだけど……あまり自分のことを軽く見るのは、あなたに負けた人たちに失礼だからやめたほうがいいと思うのだけど」

　シルヴィアはそんな軽口を叩たたきながら、予備の剣型煌式武装ルークスを展開させる。すでに残りの星辰力プラーナはごくわずかだが、幸いにも歌の効果はどれも残っている。

（まだ闘える……！）

　シルヴィアは決意も新たに、煌式武装を構えた。

「私の血は冥府へと繋つながる七つの門……それを開いたからには決して後戻りはできない」

　対するオーフェリアは撥はね飛ばされて地面に転がる《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》には目もくれず、足下の血だまりに右手をかざす。そこに穿たれた傷からはまだ止めどなく血が流れ出ていたが、やがてそこから真っ白い半透明の『何か』が湧き出てきた。

　その『何か』はふわりと空中へ飛び立ち、オーフェリアの周囲を漂う。一見すると人の形をしているようにも見えるが、一番近いのはそれこそ怪奇譚たんに出てくる亡霊の類たぐいだろう。やがてオーフェリアの血だまりから次々と現れた亡霊たちは、好き勝手にステージ上を飛び回り始めた。

「これは……」

「一つだけ教えてあげる。彼らは極めて濃い瘴しよう気きが産み出した亡霊たち。ただ触れるだけで、あらゆるものの命を即座に奪う」

「っ！　それって……」

　オーフェリアは、淡々と応える。

「──死ぬということよ」

　どうやら冗談ではないらしい。

　すでに宙を飛び交う亡霊たちは数え切れないほどだというのに、血だまりからはまだまだ新たな亡霊が現れる。いや、その増殖速度はむしろ速くなる一方で、空を舞う亡霊たちの速度もどんどんと加速していく。

　シルヴィアは自分のほうへと向かってくる亡霊を、虚うつろ星ぼしで必死に防いでいたものの、その軌道がまるで読めない上に数が多すぎる。

（このままじゃ……！）

「──冥府よ顕現せよイルシトウ・ラ・ターリ」

　どこか厳かにも聞こえるほど粛然とした声でオーフェリアがそう言った途端、血だまりから爆発的に亡霊が噴出した。

「なっ……!?　これ以上増えるの……!?」

　最も早はやステージは亡霊たちの嵐が吹き荒れる異界と化している。

　シルヴィアは空間転移と虚星を駆使してなんとか凌しのごうとしたが、すでにその程度でどうにかなる範はん疇ちゆうを超えていた。背後から忍び寄ってきた一体の亡霊が、するりとシルヴィアの身体からだをすり抜けていく。

「っ……！」

　その途端、シルヴィアはまるで冷水をぶちまけられたかのような悪寒と、自らの心臓がどくんと一度大きく跳ねてから停止するのを感じた。意識が暗黒に包まれ、身体から一切の力が抜けていくのがわかる。

　ゆっくりとステージに倒れ伏したシルヴィアが最後に見たものは、亡霊たちを従えて己を見下ろすオーフェリアの赤い双そう眸ぼうだった。





　　　　＊






「……かはっ！　ごほっ、ごほ！」
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　咳せき込むようにして目を覚ましたシルヴィアは、自らの顔を覆っていた呼吸器を外しながら飛び起きた。

「お早いお目覚めですね、シルヴィア」

　傍らには、どこかほっとした様子のペトラ。

「ここは……？」

　周囲を見回すと医療機器に医療器具、ペトラの横には治療院の治療スタッフが控えており、シルヴィアはストレッチャーの上に乗せられていた。察するに、どうやら救急搬送車の中らしい。

「あなたは心停止していましたが、すぐにその場で医療スタッフによって蘇そ生せい処置が行われました。今は諸もろ々もろの検査のため治療院に向かっている最中です」

　ペトラにそう告げられ、シルヴィアは概おおむね事態を把握した。

「そっか……また負けちゃったかー。残念」

　不思議と死に瀕ひんしていたという恐怖はあまりない。会場に控えている治療院のスタッフは極めて優秀だし、オーフェリアもおそらくあの場で心停止したとしてもすぐに蘇生されるとわかっていたはずだ。

「命があっただけマシだと思いなさい。あなたが倒れた時は、こちらの心臓も止まるかと思いましたよ」

「あはは……ごめんね、ペトラさん。心配をおかけしました」

　シルヴィアがそう言って軽く謝ると、ペトラはバイザー越しに鋭い目を光らせながらこちらの顔を覗のぞき込んでくる。

「いいですか、シルヴィア。二度とこのような真ま似ねは許しません。次からは命の危険を感じたらすぐに棄権すること。いいですね？」

「はぁーい」

　本当ならばいろいろと言いたいこともあるのだが、今日この場は大人しく言うことを聞いておく。

「はぁ……」

　そんなシルヴィアを見て、ペトラは大げさにこめかみを押さえた。

「しかしまあ、強いね……彼女。うん、本当に強い」

　言いながら、シルヴィアは拳を握り締める。

　こちらが用意した策をすべて退けられての完敗ではあったが、やはり悔しいものは悔しい。この感覚は二度目だ。前回の《王竜星武祭リンドブルス》の決勝戦で敗やぶれたあの時……いや、今回の悔しさはそれを上回っている。

「……ああ、そうそう。あなたに伝言を預かっていますよ」

　項垂うなだれるシルヴィアを見かねたのか、ペトラが慰めるようにそう言ってきた。

「え？　もしかして綾あや斗とくん？」

「そちらは携帯端末に何度も着信が来ているようなので、あとで確認しておきなさい」

「なーんだ。じゃあ、誰から？」

「ネイトネフェルからです」

　思いも寄らない名前が出てきて、シルヴィアは目をぱちくりとさせる。クインヴェールの序列二位であるネイトネフェルとは、オーフェリアへの挑戦権を賭けて五回戦でぶつかった間柄だ。

　どうやらあまり好かれてはいないようなのだが、シルヴィアとオーフェリアの試合を見届けてくれるとは言っていたので、きっとそのことだろう。

「『少なくとも、おまえの歌はあやつの心に小さざ波なみを立てた。誇ってよい』とのことです」

「……へぇ」

　てっきりまた厳しい言葉が来ると覚悟していたのに、予想外だ。

「彼女なりにあなたを認めてくれたのでしょう」

「だといいけれど」

　言って、シルヴィアは小さく微笑ほほえむ。

　敗北は悔しい。

　悔しいが、決してそれだけではない。

　シルヴィアはもう一度横になると、身体からだを休めるためにそっと目を閉じた。

（──さて、明日からは切り替えないとね）

　シルヴィアにはできることが多い。

　同時にやるべきことも多いのだ。





第四章　準々決勝第三試合







　──プロキオンドーム、控室。

「ふぅ……なんとか間に合ったな」

「当然」

　最後の最後までＳモジュールの調整を行っていたカミラと紗さ夜やは、お互いに目の下に隈くまを作りながら不敵に笑い合った。

　何しろ調整日で試合のなかった昨日からぶっ続けでＳモジュールの最終調整を続けていたのだから、それも仕方がないことだろう。その上、紗夜は五回戦で破損した煌式武装ルークスの修理もあったのだ。

「とにかく、これでＳモジュールの安定性は大幅に増したはずだ。使用者の負担もかなり減るだろう」

　カミラはコキコキと肩を鳴らしながら、コアマナダイトに接続していた配線類を外していく。

「……改めて、感謝する。私ではここまで完成度を高めることはできなかった」

　紗夜がこの《王竜星武祭リンドブルス》に備えて用意してきた切り札は二つ。その一つは落星工学研究会の部員や父の創そう一いちにも手伝ってもらって作り上げたものだが、このＳモジュールは設計から製作までほぼすべてを紗さ夜やが一人で行った。星せい導どう館かん学園が新設したラボがあってこそとはいえ、かなりの無む茶ちやだったことは否めない。

「では、これで借りは清算したということで構わないな？」

「私は元から貸したと思ってない……が、それで気が済んだのなら別にいい」

「結構」

　カミラは満足そうにうなずくと、Ｓモジュールの発動体を紗夜に手渡す。

「では、精々がんばることだ。わかっているとは思うが、レナティは強いぞ？」

「知ってる」

　レナティとリムシィの試合を見る限り、正直紗夜が勝てる確率はかなり低い。

　というよりも、ベスト八エイトに残った面子メンツの中で明らかに一人だけ格が落ちるのが紗夜だ。他の誰と当たっても、厳しい闘いを強いられたことだろう。

　もっとも、負けるつもりは毛頭ないが。

「私と私のお父さんが作った煌式武装ルークスは無敵。私はそれを証明するだけ」

　紗夜がＳモジュールの発動体を腰に巻きつけながらそう言うと、壁際に控えていたリムシィが一歩前に進み出て頭を下げた。

「レナティをよろしくお願いします、沙さ々さ宮みや紗夜。あの子はまだ成長の途中であり、この先天使にも悪魔にも成り得るでしょう。ですが、もし私やアルディのように、試合を通して彼女が何かを見つけることができたなら……」

「そんなことは私の知ったことじゃない」

　紗夜はばっさりとそう切り捨てた。

　カミラから、レナティがエルネスタのコントロール下にないことはすでに聞いている。しかも強制停止装置もなし。紗夜からしてみれば責任放棄としか思えないし、一般的に見ても信じ難がたい愚行だろう。各学園の《冒頭の十二人ページ・ワン》を凌りよう駕がするような戦闘能力を持った自律式擬形体パペツトが、ほぼ野放し状態なのだから。

　とはいえ、それはあくまでエルネスタの──アルルカントの問題だ。紗夜の関知するところではない……のだが。

「ただ──確かにあのガキンチョは少々生意気に過ぎる。躾しつけ程度でよければ、手伝ってやらないでもない」

　そう言ってにやりと笑うと、リムシィはその冷たい美貌をほんの少し綻ばせて、再度頭を下げた。

「さて、そろそろ時間」

　紗夜は控え室の片隅に置いてあった発動体を手に取り、持ち上げる。

　ずしりと重いが、それはこの煌式武装が規格外である証拠だ。

「……今更だが、本気でそれをそのまま持っていくつもりか？」

「当たり前」

　本当に今更何を言うのか。

　直接展開した姿を見せたわけではないが、カミラにはこの煌式武装ルークスの概要を簡単に説明してある。その時のカミラの唖あ然ぜんとした顔を思い出し、紗さ夜やはほくそ笑んだ。

「この煌式武装なしでは、あのガキンチョにはとても勝てない」

「いや、もちろんそれはわかっている。私が言いたいのは本気でその形状でいいのかと……まあいい、やめておこう。そうだな、私が口出しすることではないか」

　カミラは諦めたようにそう言うと、小さく首を横に振った。

「では、せめてその勇気を称たたえよう、沙さ々さ宮みや紗夜。アルルカントの私が言うのもなんだが、健闘を祈る」

「うむ」

　紗夜はぐっとサムズアップすると、カミラとリムシィに見送られながら悠然とした足取りで控え室を出た。





　　　　＊






『あはははははははははははははは！　あかん、あかんて！　止まらへん止まらへん！　ひっ！　ひーひー！　わ、笑い死ぬ！　笑い死んでまう！　ぶわっははははははははははははは！』

『ちょ、ちょっと千歳ちとせさん……！　ぷふっ！　わ、笑いすぎだってば！　ぷっ、あははははは！』

　解説の左さ近こん千歳と実況のナナ・アンデルセンの爆笑を聞きながら、紗夜はステージ上でこれ以上ないくらいに頬ほおを膨らませていた。

「ぐぬぬ……」

『せ、せやけど、ランドセルやで！　ランドセル！　よりにもよって《星武祭フエスタ》の、《王竜星武祭リンドブルス》の準々決勝に！　しかもめちゃめちゃ似合うとるし！　ぷっ……！　ぶはははははははははははは！』

　確かに。

　確かに一見するとランドセルのように見えないでもないかもしれないようなバックパックを、今の紗夜は背負っている。

　が、断じてこれはランドセルではなく新型煌式武装の発動体であり、それを最も合理的且つ身体的負担がないような形で携帯しているにすぎない。

「だというのに、この実況と解説ときたらまったく……実にまったく」

　思い返してみれば、二年前の《鳳凰星武祭フエニクス》で紗さ夜やが初めてステージに立った時、高等部の紗夜と中等部の綺き凛りんを間違えたのもこのコンビだった。当時も大変不愉快に思ったものだが、つくづく相性が悪いらしい。

　もっとも遠慮なく笑っているのはこの二人だけではなく観客たちも同様だ。

　とてもこれから準々決勝が始まるとは思えないほど、観客席は笑顔で溢あふれている。少し前までは別会場の試合とはいえシルヴィア対オーフェリア戦の壮絶さと、一時シルヴィアが心停止状態になったこともあってか、戦慄と動揺で静まり返っていたと聞くが、最も早はやその面影さえない。

「ねーねー、なんでみんな笑ってるのかなー？」

　と、そこへ対戦相手であるレナティが不思議そうな顔でとことこ寄ってくる。

　五回戦後、カノープスドームで顔を合わせた時のことを考えれば、レナティこそが真っ先に笑ってくると思っていたのだが。

「背中のそれ、すっごい可愛かわいいのにね！　レナも欲しいなー！　ね、ちょーだい？」

「……不許可」

「えー、けちんぼ！　絶対レナのほうが似合うのにー」

　むくれるレナティを見ながら、紗夜は先ほどのリムシィの言葉を理解した。

　レナティにとって、その時の自分の感情、気持ちこそが最優先なのだ。楽しいこと、好きな物、嫌いな者、理屈ではなく、心のままに。
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　カミラによると、レナティは出会ってすぐの模擬戦でアルディの腕を楽しそうにもぎ取ったというが、それも納得だ。仮に相手が擬形体パペツトではなく人間だったとしても、レナティは笑顔でそうしただろう。

（なるほど……これは確かに幼おさな子ご）

　理性がないわけではなく、それに従う意味を理解していないのだ。

　同時に目の前の少女があくまで作られた存在なのだと考えると、エルネスタが求める理想の擬形体像というものが紗さ夜やにもなんとなく見えたような気がした。

（だとしたら全部エルネスタ・キューネの思惑通りということ。それはそれで腹立たしい、が……）

　紗夜は溜ため息いきを一つ吐つくと、レナティに向かって言った。

「おい、ガキンチョ」

「だーかーらー！　レナはガキンチョじゃないもん！」

「そうか。だったらレナ」

「え……？」

　素直にそう言い直すと、レナティは驚いたように目を丸くして紗夜を見る。

「私は沙さ々さ宮みや紗夜だ。覚えておけ」

「ささみやさや？　なんか変な名前！」

　けらけらと笑うレナティは、そのまま所定の位置まで走って行ってしまった。

　それも当然だろう。

　レナティにとって、紗夜は有象無象でしかないのだから。

　──今はまだ。




「《王竜星武祭リンドブルス》準々決勝戦第三試合、試合開始バトルスタート！」




「よーっし！　いっくよー！　って、ふみゃみゃみゃみゃっ!?」

　試合開始直後、紗夜は三十五式煌型重機関砲ガトリングキヤノングランヴァレリアを展開すると、一直線に突っ込んでいたレナティに光弾の嵐を叩たたき込む。

　その隙に腰と脚にバーニアユニットを展開──これは四十一式煌型誘導曲射粒子砲ホーミングブラスターヴァルデンホルト改のパーツを利用したものだ。ヴァイオレット・ワインバーグ戦で破損したグランヴァレリアは砲身の換装だけでどうにかなったが、ほぼ全壊に近かったヴァルデンホルト改は修理が間に合わなかった。そこでバーニアユニットだけを調整して、分離させたのだ。

「みゅみゅみゅみゅみゅー！　痛いじゃない！　なんなの、もー！」

　レナティは大剣型に変形させた変形型煌式武装ルークスユードムラで光弾を弾はじいているが、毎分四千発の速度で発射されるそれを完全に凌しのぐことはできていない。左右に動いてかわそうとはしているものの、紗さ夜やもグランヴァレリアを振ってそれを追尾し、レナティを逃さないようにする。

　同時に紗夜はバーニアユニットを噴かして滑るようにバック。十分に距離を取る。

　それにしてもグランヴァレリアでの攻撃はレナティの足を止めることには成功したが、ほとんどダメージらしいダメージは与えられていないようだ。よくよく見ればレナティの全身は薄い光に覆われており、光弾はことごとくそれに弾かれている。

（ま、リムシィとの試合でわかってはいた。あの皮膜装甲をぶち抜くにはＳモジュールが不可欠）

　カミラの話によれば、レナティは並列処理された複数のウルム＝マナダイトをコアに使用している。ウルム＝マナダイト特有の特殊能力を使用しない代わりに、その大出力をすべてスペックへと転化するというこれ以上ないくらいにわかりやすいコンセプト。

　さすがに仁義があるため直接データを見せてもらうような真ま似ねはしていないが、攻撃力、防御力、機動力、どれ一つとっても紗夜とは比較にならないスペックだろう。単純に力が強く、装甲が堅く、足が速い。シンプルイズベストというわけだ。

　そして、奥の手ともいえるロボス遷移方式での多重連結処理への移行──これに関してはカミラに聞くまでもなく試合を見ていて一目でわかった。何しろロボス遷移方式は紗夜と創そう一いちの専売特許とも言っていい技術なのだから──これにより爆発的に高めた出力を皮膜装甲へと回し、ただでさえインチキじみた防御力と無手での攻撃力を飛躍的に上昇させる。

（ウルム＝マナダイトをロボス遷移方式で制御するだけでもあり得ないというのに、可変型コアとはまた天才の所業に天才の所業を重ねてくれる……）

　とはいえ、アルディの時と同様まだ完全な技術というわけでもなさそうだ。

　もし完成された技術であれば、最初からロボス遷移方式を使用すればいいだけのこと。そうしないのは負荷がかかりすぎるか、或あるいは暴発暴走の危険性があるか、はたまたその両方か。

　そうなると紗夜の取り得る戦術は三つ。

　一つはロボス遷移方式に移行する前に決着を付ける速攻。ただし、レナティが任意で移行できるのであればあまり現実的ではない。

　二つ目はロボス遷移方式に移行後、持久戦に引きずり込んで相手の自滅を待つ。しかしこれもそうなるという確証があるわけではないし、そもそもの問題としてそれまで紗夜が凌げるかどうか。

　そして三つ目は──

「力で押し潰す」

　紗さ夜やはそう言って背中に背負った煌式武装ルークスを起動させるが、特に何事も起こらない。別段それはトラブルではなく、そういう仕様なのだ。

　すると、そのタイミングで光弾を絶え間なく放ち続けていたグランヴァレリアがその咆ほう哮こうを止める。煌式武装には弾切れは存在しないので、冷却が間に合わず焼き付いてしまったのだろう。

（さて、どうだ……？）

　もうもうと立ち上る粉塵の向こうから現れたその姿は──やはり無傷。

「ぷえー……ぺっぺっ！　もー、埃っぽいなあ！」

「……これだけぶち当ててもダメとは」

　呆あきれるほどの堅けん牢ろうさだ。

「やぁーっと終わった？　もー、ぺちぺちぺちぺち痛いったら！　でも、これで今度はこっちの番だよ！」

　レナティはにひひと笑うと、ユードムラを一振りする。それは一瞬で大型の銃型煌式武装へと形を変え、発射された光弾が紗夜を襲った。

　紗夜はグランヴァレリアから三十八式煌型擲てき弾だん銃じゆうヘルネクラウムへと持ち替え、ユードムラの光弾を避よけつつＳモジュールをセットする。

「そーれ、どかんどかーん！」

　レナティはいかにも楽しそうに光弾を発射してくるが、紗夜はＳモジュールの調整の片手間でそれをひょいひょいと回避してみせた。

「んみゅー？　あれれー？」

　光弾が当たらないのが不思議なのか、首を捻るレナティ。

「どうした、そんなものか？」

「むむむむー！」

　紗夜の他愛ない挑発に、レナティが顔を真まっ赤かにしてむくれる。

　ハチャメチャなその言動に反してレナティの射撃は正確無比で、且つ紗夜の動きを予測したものだったが、その程度であれば問題ない。少し裏をかいてやれば十分回避できる。リムシィやヴァイオレットといった遠距離戦のエキスパートと闘ってきた経験は、紗夜にとって大きなアドバンテージだ。何より、遠距離戦においてはレナティの持つスペックはほぼ役に立たない。

　少なくとも、今のところは。

「えええー？　なんで当たらないのー！　もー！　なんでなんでー？」

　レナティは悔しそうにそう喚わめくが、一方で紗夜の放つ光弾もレナティを捉えることはできていない。紗夜も射撃精度には相当の自信があるが、単発の射撃ではレナティの反応速度についていけないのだ。

「いいもんいいもん！　レナ、ずばーってやるほうが好きだし！」

　レナティは再度ユードムラを大剣型に戻すと、先ほどとは違って左右にフェイントをかけながら距離を詰めてくる。驚異的なスピード──とてもではないが間合いに入り込まれれば紗さ夜やに為なす術すべはない。

　だが紗夜はバーニアユニットを全開にすると、一瞬で大きく距離を取り直す。

「ふみゅっ!?」

「ぐぅ……っ！」

　急激な加速に身体からだが軋きしむが、耐えるしかない。レナティと近接戦闘をするより一億倍ましだ。

『おおー！　沙さ々さ宮みや選手、ものすごい急加速でレナティ選手を振り切ったー！』

『ほー、あのバーニアユニット、かなりの出力やな。それをよう使いこなしとる。素のスピードでは勝負にならへんやろし、良い選択やと思うで』

『なるほどー、確かにレナティ選手の機動力は今大会でもトップクラスだもんね！　……ん？　でもそれなら足が遅い選手はみんなあれ使えばいいじゃん！　大発明！』

『いやいや、ナナやん。そう簡単な話やないんよ。普通の選手があんなん真ま似ねしたら一発でこけて頭ぶつけるわ。《華焔の魔女グリユーエンローゼ》も似たような能力使うてたけどな、あれは《魔女ストレガ》だからこそっちゅーか、能力自体がいろいろ面倒な調整を補っとんねん。見た感じ、これは脚のバーニアユニットで超加速しつつ、同時に腰のバーニアユニットで姿勢制御と反動制御を行うことによってバランスを取っとるんやろな。めっちゃ繊細な煌式武装ルークスの調整技術がいるはずやで』

　さすがは元アルルカント生徒会長、左さ近こん千歳ちとせ。好きになれない相手だが、その目と見識は確かなようだ。

　実際、紗夜が今大会出場者の中で自信を持って一番だと胸を張れるのは煌式武装の扱いしかない。設計や製作、知識や調整技術などはそれを専門とするアルルカントのトップクラスに及ばないだろうが、そうした下地を含めた上で実戦で煌式武装を使いこなす技術についてはアスタリスク一だと自負している。

「ふっふーんだ！　鬼ごっこだったらレナだって得意だもんねー！」

　レナティはめげることなく一直線に紗夜を追ってくる。

　バーニアを最大出力で噴かしているというのに、その上を行くスピードだ。

「そーれ！　つっかまーえ……」

「──バースト」

　とはいえ、そんな直線的な動きで飛び込んでくるなら紗夜としても良い的だ。ギリギリまで引き付けてからヘルネクラウムの引き金を絞ると、見事に直撃。大爆発が巻き起こる。

「ふみゃー！」

　衝撃で吹き飛んだレナティは、しかし空中でその小さな身体からだをくるりと回転させて見事に着地。しかも驚くべきことに傷一つない。

（やれやれ、Ｓモジュール装備のヘルネクラウムの光弾が直撃してなお無傷とは）

「ふみゅー！　レナ、あなた嫌い！　なんかやり辛づらいんだもん！」

「紗さ夜や」

　不機嫌そうに睨にらみつけてくるレナティに、紗夜はもう一度そう言ってのける。

「私は沙さ々さ宮みや紗夜だ」

「むー！」

　レナティはむくれながらも、ユードムラを槍やり型煌式武装ルークスへと変形させた。





　　　　＊






　プロキオンドーム、星せい導どう館かん学園特別観戦室。

「ふふっ、紗夜もやるものですね。あの新型擬形体パペツト相手に互角以上じゃないですか」

　悠然と試合を眺めながら微笑ほほえむクローディアが、さも感心したように言う。

「……今のところはね」

　一方で隣に座った綾あや斗とは、そう答えるしかない。

　シリウスドームでの試合後、綾斗は観戦していたクローディアと一緒にこのプロキオンドームへ紗夜を応援するためやってきた。本来ならシルヴィアの試合も応援に行きたかったのだが、勝者インタビューなど諸もろ々もろを済ませているうちに試合が始まってしまったため、どうしようもできなかったのだ。さすがにシルヴィアが一時心停止に陥ったと聞いた時は言葉を失ったが、すぐに蘇そ生せい処置が取られたらしく今は治療院で検査を受けているところだとか。先ほど短いながら本人から連絡もあったので、そちらに関してはとりあえず安心できた。

　しかし、この紗夜の試合は──

「あらあら、含みのある言い方ですこと」

「クローディアだってわかってるだろう？　確かに今は紗夜がやや優勢ってところだけど、このままじゃそう長くは続かない」

「まあ……そうでしょうね」

　綾斗の言葉に、クローディアは苦笑を浮かべて小さくうなずく。

　レナティは強い。単純なスペックだけならば綾斗や暁彗シヤオフエイ、魏ぎ嶽ごくといった面々と同格だろうし、防御力で言えばあの黒くろ騎き士しを上回って今大会一番だろう（ただし黒騎士の能力は衝撃さえも遮断するので、その点では差異がある）。ウルム＝マナダイトの出力を使用していると考えれば、たとえ《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》であってもそう簡単にあの皮膜装甲は打ち破れないはずだ。

　それなのになぜ紗さ夜やが優勢に闘えているのかといえば、レナティが完全に無策で闘っているからに尽きる。

　リムシィ戦でもそうだったが、擬形体パペツト同士でしか起こり得ない演算戦闘を除いて、レナティの行動はほぼ行き当たりばったりだった。その場その場の思い付きだけで闘っているとしか思えない。

　つまり戦略というものが最初からないのだ。それでも予選では基本スペックだけで圧倒できたし、あのリムシィを相手にした時でさえ、終盤まで劣勢ではあったものの結局スペックで逆転してしまった。

　対して今回紗夜は立ち回りから徹底してレナティがそのスペックを十全に発揮できないように動いている。これは紗夜の戦闘経験値と準備の周到さが功を奏していると考えるべきだが、問題はレナティの学習能力の高さだ。

　エルネスタの自律式擬形体に同じ攻撃は通じない。アルディやリムシィの後継機である以上、レナティもそれは同じだろう。今も紗夜の攻撃に適応し、少しずつ紗夜のパターンを削っているのがわかる。

「しかも、レナティにはまだ奥の手があるしね」

　リムシィ戦の最後に見せたあの異常な高出力は、おそらく紗夜も警戒しているはずだが、果たして対応できるものだろうか。

「ですが、奥の手と言えば紗夜も新型の煌式武装ルークスをまだ使っていないようですが？　あの……ふふっ！　いえ、失敬。あの、いかにも可愛かわいらしいバックパックユニットがそうなのでしょう？」

　クローディアが途中で堪えきれずに口元を押さえるが、綾あや斗とは敢あえて何も言わなかった。

　実際、今の紗夜の姿は綾斗をして小学校時代の彼女を想起させずにはいられない。ここしばらくで紗夜はぐっと大人っぽくなった感はあるのだが、背中に背負ったアイテムのインパクトが強すぎる。

　まあ、それはさておき。

「多分そうだと思うんだけど……あれに関しては俺も詳しくは聞いてないんだ」

　紗夜がこの《王竜星武祭リンドブルス》に向けて新しい煌式武装を準備していたことは知っているが、それがどのようなものなのかまでは綾斗にもわからない。

　──と、ふいに空間ウィンドウが開いて機械音声が来客を告げた。

「あら、このタイミングでお客様とは……どちら様でしょう？」

　通常、試合中に選手が所属する学園の特別観戦室をアポなしで訪れるなどあり得ない。応援しているに決まっているのだから、マナー違反もいいところだ。レヴォルフあたりのならず者ならばわからないでもないが──そう思いながら空間ウィンドウを見れば、そこに映し出されていたのは意外な顔だった。

　綾あや斗ととクローディアは顔を見合わせ、お互いにうなずいてドアを開ける。

「──失礼します」

「か、観戦中、申し訳ありません……」

　どこか憮ぶ然ぜんとした金髪の少年と、明らかに恐縮している緑髪の少女。

「いえ、構いませんよ。それで……ガラードワースの生徒会がどういったご用件で？」

　クローディアはにっこりと笑って、二人を出迎えた。

「まずは非礼をお詫わびします。先にご連絡をとも思ったのですが、携帯端末の通常回線では少々具合が悪いもので」

「……なるほど」

　クローディアの笑みが、微妙にその質を変える。

　つまり、内密の用件ということだ。

「では、お入りください。中でお話をうかがいましょう」

　そう言ってクローディアが二人を招き入れたとほぼ同じくして、観客席から大きな歓声が巻き起こった。





　　　　＊






『──沙さ々さ宮みや選手！　間一髪でレナティ選手の攻撃を回避ー！　いやー、まさしくあわやというタイミング！』

（うーむ、そろそろ厳しくなってきたか……）

　少し前の攻防から、紗さ夜やはジリジリと追い込まれているのを自覚していた。

「にゅふふー！　ようやく調子が出てきたぞー！」

　目で追うことすら難しいような速度で迫るレナティに、紗夜はバーニアをフルスロットルで噴かしてバックしつつ連続で光弾を放つ。

　しかしレナティは余裕の表情で避けると、巨大な槍やりを上段から叩たたき付けてきた。紗夜は腰のバーニアの噴射角を瞬時にズラすことによって身体からだを回転させ、間一髪その一撃をかわすが、レナティはそのまま地面に突き刺した槍を軸に紗夜の背後へと跳ぶ。

「む……っ！」

「そーれ！」

　紗夜がとっさに身を屈かがめると、その頭上を光刃が通り過ぎて行った。ぞわりとした悪寒を抑え込みながら、バーニアを噴射してその場を離脱する。

　正直、今のをかわせたのはただの勘だ。

『さあさあ、先ほどまでとは変わって次第にレナティ選手が沙さ々さ宮みや選手を追い詰めるようになってきたぞー！』

『レナティ選手の動きはもう試合開始直後とは別人……いや、別擬形体パペツト？　まあ、ええわ、とにかく段違いやね』

「えへへー。もしかしてレナ、褒められてる？　褒められちゃってる？」

　レナティは攻撃の手を休めて、だらしのない顔で頭を掻かいている。

　紗さ夜やはその間にヘルネクラウムを発動体に戻し、三十九式煌型光線砲レーザーカノンウォルフドーラを展開した。すでにヘルネクラウムでの攻撃では、何をどうやっても通じなくなっているからだ。

　レナティの学習速度はアルディやリムシィと同程度だが、根本的に違う部分がある。アルディたちは恐らくベースとなる基礎データ（近接戦闘での身体からだの動かし方や射撃データなど）が予あらかじめセットしてあり、その上に実戦で経験として学習した情報を乗せていくタイプだったのだろう。

　片やレナティは、そうした基礎データさえセットされていない──いや、演算戦闘での動きから察するに、データ自体はあるのだが意図的に使用していないだけかもしれない。とにかくエルネスタは本当に一からこの擬形体を育て上げるつもりのようだ。

　そのためレナティの動きにはセオリーがなく滅め茶ちや苦く茶ちやで、予測が難しい。

（しかもそれがどんどんと洗練されていくのだから始末に負えない……）

　心の中でそんな風にぼやきつつ、紗夜はウォルフドーラにＳモジュールを取りつけ、構える。

「おおー！　すごいすごーい！　また違う煌式武装ルークスだー！」

「……掃射！」

　Ｓモジュールによって臨界突破した出力を無む理り矢や理り引き出されたウォルフドーラの光線が、真一文字にステージを薙なぎ払う。

「わわわっとー！」

　レナティは空中に大きく跳んでそれをかわすが、紗夜は強引に砲身を持ち上げ空中のレナティを追いかける。レナティには飛行ユニットはないので、空中での回避は不可能のはず。

　だが。

「にゅふー！　いっくぞー！」

「っ！」

　レナティは大口径の銃型煌式武装に変形させたユードムラを背後に向け、それを発射した反動でこちらに突っ込んできた。

　光線スレスレを交差して飛び込んできたレナティの蹴りを、紗夜は慌てて砲身でガードする。

「ぐぅ……！」

　直撃こそ免れたものの、その衝撃で紗さ夜やはまるで水面を撥はねる水切りの石のようにステージを吹き飛ばされた。二度三度と地面に叩たたき付けられ、四度目でなんとか身体からだを起こした紗夜に、レナティの追撃が迫る。

「まだまだー！」

　その手のユードムラはすでに大剣型に変形し、振り下ろされる寸前だ。

「ちぃ……っ！」

　紗夜はＳモジュールだけを回収し、少しでも軽くするべくウォルフドーラを放り投げると、バーニアを全開にして離脱する。急加速により、胸に鈍い痛みが走る。どうやら今の蹴りで肋ろつ骨こつが何本がやられたらしい。五回戦で負った傷もまた開いたのか、制服に血が滲にじみ出している。

　ウォルフドーラは紗夜の身代わりとなって光刃に両断され、視界を遮るような爆発を巻き起こしていた。今のうちに極力距離を取り、今度は三十四式波動重砲アークヴァンデルス改を展開する。紗夜の手持ちの煌式武装ルークスをすべて出し尽くすような、まさしく総力戦だ。

「ふわー！　まだ違う煌式武装があるんだ！　すっごいねー！」

　爆炎をユードムラの一振りで吹き飛ばして現れたレナティは、無邪気にそう言って感心している。

　その動きはやはり思うがままに振る舞っているように見えるが、紗夜は改めて戦慄を覚えていた。

　今のレナティは自分のやりたいように動きつつも、学習によって紗夜の行動に対応した最善のアクションを取っている。矛盾ではなく、融合。それは既存のデータを土台にするのではなく、一から作り上げるからこそできる動きだ。

　つまり──レナティはどのような相手であっても、試合の中でその天敵として成長する擬形体パペツトなのだ。

（エルネスタ・キューネ……本当に本当の天才か）

　コンセプトはわかる。だが、普通にそれを実践しようと思えば学習の過程で成長する前に敗やぶれてしまう可能性が高い。だからこそ、その対策としてウルム＝マナダイトの特殊能力を捨ててまで基本スペックを高めたのだろう。

「よーし！　それじゃそろそろレナも本気出しちゃおっかなー！」

　レナティはそう言うとユードムラを放り投げて、ぱしんと左手に右拳を叩き付ける。

「なっ……!?」

　その途端、レナティの瞳の色が青から金色へと変貌し、全身を覆う皮膜装甲の輝きが膨れ上がった。

「……普通、奥の手というものは最後まで取っておくべきものでは？」

　まさか圧倒的に優位に立っているこの状況でロボス遷移方式に移行するとは思わなかったので、ついそんな言葉が漏れてしまう。

「ええー？　でも今のレナ、すっごく調子がいいし、そういう勢いのままどかーんずばーんってやったほうが気持ちいいじゃん！」

　えへへーと胸を張りながら鼻の下を人差し指で擦こするレナティは、いかにも得意満面といった感じだ。

「……そうか」

　こうなった以上、仕方がない。すでに試合開始から十分は過ぎている。

　ならば、あともう少しだ。

　紗さ夜やは覚悟を決めて、アークヴァンデルス改を構えた。

「にひひひひー！　さー！　ずばーんっていくよー！　ずばーんって！」

　言うが早いかレナティはステージを駆け、一気に間合いを詰めてくる。

　この状態でもスピードに関しては以前と変わっていないのは幸いだ。ギリギリではあるが、紗夜でもなんとか対応できる。

（まあ、こんな大出力を機動力に回したら即座にバラバラだろうし）

「どどーん！」

　アークヴァンデルス改の砲口から光の奔流が放たれ、レナティを迎撃する──が。

「へっへーん！　そんなのこうだー！」

　レナティは右手にエネルギーを集中させると、一いつ閃せん。光の奔流を両断する。

「うん、知ってる」

　リムシィとの試合でレナティはまさしく今と同じことをやってのけていた。

　だからこそ紗夜はアークヴァンデルス改の照射を続けながら、再度バーニアで一目散に距離を取る。

「にゅっ！　また逃げたー！　……って、そうだ！」

　レナティは光の奔流から逃れると、すぐさま紗夜を追いかけようとしてくるが、思い直したかのように足を止めた。

「今のレナは、こんなこともできるんだもんねー！」

　そう言ってレナティが右手を掲げると、その手の平にエネルギーが集約し、小さな光弾が生成される。

「せーのっ！」

「──っ！」

　レナティが大きく振りかぶってそれを投げると、光弾は剛速球となって紗夜を襲った。

　紗夜はアークヴァンデルス改で迎撃しようと試みるが、レナティの光弾は光の奔流をあっさりと霧散させてその銃口に着弾──とっさに手放したものの、紗さ夜やは爆発によって撥はね飛ばされる。

「うぐ……！」

　まさかあんな小さな光弾が、Ｓモジュールを搭載したアークヴァンデルス改よりも強力だとは。

「ほらほら、どんどんいくよー！」

　今度は五つ同時に光弾を生成したレナティが、まとめてそれを投げつけてくる。

　紗夜はバーニアの機動力を最大限に活用し、ステージを滑るように移動しながらなんとかそれを回避するが、一発着弾するごとに地面が大きくえぐれ、土つち埃ぼこりが舞い上がる。

（ということは……）

　紗夜の予想通り、レナティはそれを煙幕代わりにして距離を詰めてきていた。

「にゅふふー！　今度こそもらったー！」

「……それはこっちの台詞せりふ」

　土埃の中を突っ切るようにして現れたレナティの一撃を、紗夜は最小限の動きで回避する。完全には避け切れずにざっくりと左腕が切り裂かれたが、予あらかじめこうくるとわかっていれば紗夜とてこの程度の犠牲で対処できる。

「──四十二式煌型杭打式粒子砲パイルブラスターアレスブリンガー」

　そして、紗夜はすでに展開していた新たな煌式武装ルークスの砲口をレナティの脇腹に叩たたき込む。

「くらえ！　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう沙さ々さ宮みや式砲剣術──〝肆し[image: ]き蜂ばち・爆砕〟！」

「ふみゅあっ!?」

　眩まばゆい閃せん光こうが迸ほとばしり、轟ごう音おんと共に炸さく裂れつした。

　レナティの小さな身体からだが転がるように吹き飛んで、ステージに倒れ伏す。

　四回戦でカーティス・ライトを粉砕した超高火力超低射程の接近戦に特化した煌式武装、しかも今回はＳモジュール付きだ。

　いかにレナティとはいえ──

「ふー、ビックリしたー」

　しかし、そんな紗夜の希望的観測はあっさりと打ち砕かれた。

　ひょこりと立ち上がったレナティには、やはり傷一つ付いていない。

「……」

　さすがの紗夜も絶句し、一瞬呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「にゅふっ！　すっきありー！」

「しまっ……！」

　当然、レナティがそれを見逃すはずもない。一呼吸で紗夜の間合いに飛び込んでくる。

　紗夜は右手に構えたアレスブリンガーで迎え撃とうとするが、その前にレナティの小さな手が砲口を掴つかんでいた。そのまま、ぐしゃりと握り潰す。

「これでおーしまい！」

「っ！」

　レナティの右手が紗さ夜やの校章目掛けて振り下ろされるその刹那──紗夜はアレスブリンガーの引き金を絞った。砲口が潰された状態でそんなことをすれば、結果は明白──暴発だ。

「ああああっ！」

「にゅわー！」

　至近距離で高出力の煌式武装ルークスが爆発し、紗夜とレナティはお互い吹き飛ばされる。

「ぐ、うぅ……！」

　その爆発の威力は先ほど破壊されたアークヴァンデルス改の時の比ではない。あちらは単純に壊れただけだが、今回は高エネルギーが行き場を失って爆裂したのだ。レナティは皮膜装甲があるためどうということもないだろうが、よろよろと立ち上がった紗夜は全身ボロボロだった。

　最も間近でダメージを受けた右腕はズタズタで、腰と両足のバーニアユニットも完全に壊れてしまっている。星辰力プラーナによる防御が間に合わなければ、命の危険さえあったかもしれない。

「まったくもー、なんて無む茶ちやするのー！」

　案の定レナティのほうは無傷のようで、舞い上がる埃を手で払っている。

「でも、これでもう勝負は着いたよね！　ふふん、やっぱりレナには誰も──」

「まだだ」

　勝ち誇るレナティに向かって、紗夜はきっぱりと言い放った。

「まだ私の校章は無事だし、私はこうして立っている。ギブアップするつもりもない」

「……なにそれ、意味わかんない。だってだって、そんなボロボロじゃもう絶対勝ち目なんてないじゃん！」

　怒ったように喚わめくレナティに、紗夜はにやりと笑う。

「さて、それはどうかな？」

　その時、ようやく背中のバックパックが甲高い音で準備完了の合図を告げた。サブアームが展開し、紗夜の腕を覆うように小さなハンドガンがズタボロの右手に握らされる。

「にゅふふふふふ！　何それ！　今更そんな小さな煌式武装でどうするの？」

「それは誤解。これは煌式武装ではなく、あくまでトリガーにすぎない」

　紗夜の右手はもうほとんど力が入らないが、引き金を絞るくらいはまだ可能だ。

　あとは──

「さあ、見るがいい」

　紗さ夜やは最後の力を振り絞って、大きく高くジャンプした。

　同時に背中のバックパックが発光し、紗夜を包み込むようにして巨大な──あまりにも巨大な煌式武装ルークスが姿を現す。

『え……？』

『は……？』

「ふえ……？」

　実況も解説も観客も、そしてレナティも、その時その場にいた全員が……いや、中継でこの試合を見ていた全世界すべて人間がぽかんと呆あつ気けにとられた。

　ステージ上空に出現したそれは、一見するとＵＦＯのようにも見えるだろう。円盤状で、ステージに向いた下面は全面ぽっかりと穴が開いている。

　それが砲口なのだとわかる者が、果たしていたかどうか。

「全長九十九メートル、九十九個の小型マナダイトをロボス遷移方式で多重連結したこの煌式武装は、展開までに九百九十九秒かかる」

　円盤の上、半ば煌式武装に取り込まれるような形で立つ紗夜は、空間ウィンドウ越しにレナティを見ながらそう言った。当たり前だが、煌式武装が巨大すぎて上にいる紗夜からはステージが見えないのだ。

「しかも撃てるのは一発のみ。制御は嫌になるほど難しく、途中ミスれば展開さえままならない」

　そう。紗夜はレナティと闘いながらも、この煌式武装を展開するべく常に意識の一部をそちらへ向けていた。すべては、この時のために。

「え？　え？　ちょ、ちょっと待ってちょっと待って……！」

　ようやく我に返ったレナティが、それでもまだ困惑した様子で周囲を見渡す。どこか逃げる場所を探しているのだろう。

　だが、それは不可能だ。

「無駄。元よりこの煌式武装は、ステージの大半を範囲に収められるよう設計してある」

「そ、そんなぁ……」

　レナティが半泣きの表情で真上を見上げる。

「さあ、存分に味わえレナティ。これが私の……沙さ々さ宮みや紗夜の最終兵器だ」

　紗夜はそう言って、痛み以外ほとんど感覚のない右手でトリガーを引いた。

「四十二式煌型殲滅級超大口径粒子砲ターミネートブラスターノインフェアデルフ──発射」

　直後、直径百メートル近い光の柱がステージに撃ち下ろされる。

「ふみゅみゅみゅみゅみゅみゅー！」

　レナティが両手を上に突き上げ、皮膜装甲の出力を全開にして耐えようとしているのがわかったが、それもすぐに光の中に呑のみ込まれて見えなくなった。

　たっぷり十秒弱の照射が終了すると、ステージは土を盛って作った上層部分がすべて消し飛び、鋼鉄の土台を露出している。

　その中心に、仰あお向むけに倒れたレナティの姿。

　ノインフェアデルフがバックパックの発動体へと戻り、紗さ夜やはレナティの傍そばへふわりと着地した。

「に……ひ……ひひ……！　どーだ……！　レナ、耐えきって……みせたよ……！」

　身体からだのあちこちから火花を散らしながらも、レナティは強気に笑う。

　それでももう動ける余力はないらしい。

「ああ、大したもの」

　紗夜も素直にそう称たたえた。

　実際、レナティはノインフェアデルフの直撃を食らったにはしては損傷が少ない。

　皮膜装甲に全エネルギーを回すことによって、ある程度までは防いでいたのだろう。

　だが、ロボス遷移方式の欠点はその制御の難しさだ。無む茶ちやをすればすぐに破綻し、良くて機能停止、悪ければ暴走状態になってしまう。

　ぴしりと、レナティの胸からそんな音が響いた。

「にゅふ……にゅふふふ……！　すごい……！　本当にすっごい……！　レナ、こんなに楽しかったの初めて……！　ああ、そっか……おねーちゃんが言ってたのって……いい試合って……こういうことなんだ……！」

　やがて、小さく澄んだ音色と共に、レナティの校章が砕けて割れる。




「エルネスタ・キューネ、校章破損バツジブロークン」

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、沙さ々さ宮みや紗夜！」




　決着を告げる声を響く中、レナティがキラキラした目で紗夜を見上げて言った。

「ねえ……絶対、絶対……また、レナと遊ぼーね？　絶対だよ……？　ね、いいでしょ、沙々宮紗夜……！」

　そんなレナティに、紗夜は優しく笑いかける。

「──ふん、ようやく覚えたか」





　　　　＊






「だぁー！　負っけたー！」

　プロキオンドームのアルルカント特別観戦室。

　試合の決着と同時に、エルネスタは両手を広げてテーブルに突っ伏した。

「ふははははははは！　いや、さしもの我が妹も、あのようなふざけた兵器が相手ではどうしようもありませんな！」

　その背後では腕組みをしたアルディが、呵か呵か大笑している。

「いやまあ、確かにねー。さすがとゆーかなんとゆーか、滅め茶ちや苦く茶ちややってくれるわ、ホント」

　いかに大艦巨砲主義を奉じようとも、いかに火力至上主義に傾倒しようとも、ステージすべてを範囲におさめるような煌式武装ルークスなど常人の頭から出てくるような発想ではない。

「カミラとリムシィはあっちの控え室に行ったまま戻ってこないしさー、ちぇっちぇ！」

「そこはそれ、今回は沙さ々さ宮みや紗さ夜やに協力した手前、けじめというものがありましょう」

「あらまあ、アルディも随分と人間の機微がわかってきたじゃないの」

　アルディがそんなことを言うので、エルネスタは今更ながらにその成長ぶりに驚いた。

「ふははははは！　それほどでもありますが！」

「……キミは謙遜を覚えた時が完成形かもねえ」

　エルネスタは苦笑しつつも、大きな満足を感じていた。

　レナティが負けてしまったのは悔しいが、おそらくこの試合でそれ以上のものを学び取ったことだろう。レナティがゼロからどのような擬形体パペツトに成長するのか、エルネスタは今からそれが楽しみで仕方がない。

「ああ……まったくキミらは、あたしが望む未来の光だよ」

　小さな小さな声で、万感の思いを込めてそうつぶやく。

　それはアルディに向けた言葉ではなく、自分自身への再確認だ。

　いつか……おそらくそれほど遠くない未来、人と《星脈世代ジエネステラ》の間を取り持つ形になるのは完全自律型の擬形体だ。エルネスタはそう信じている。

　そして──

「んで……こっちが闇の方、と」

　エルネスタが開いた空間ウィンドウには、アスタリスクの地図が映し出されていた。

　そこにはあちこちで無数の小さな光が瞬いている。

　それらはすべてヴァリアントの位置情報だ。

　金きん枝し[image: ]へん同盟に頼まれて製造したものの、これくらいの仕掛けは施してある。

「千体全部、ここに持ってきたかー。運び込むだけでも大変だったろうに、よくもまあ」

　物理的な労力はともかく、通常の手続きでこんなものが通るはずもない。港湾部だけではなく、関係各所の相当高いレベルにまで金枝[image: ]同盟の手は及んでいるらしい。

「物騒なことにならなきゃいいけど……ま、無理だろうにゃー」

　エルネスタにとって、製品を納品した以上それをどう扱うかは先方の自由だ。

　何よりエルネスタは科学の徒として、盲目的な技術信奉を嫌っていた。

　人がその技術の必要性を判断する際には、負の側面も含めて知っていなければフェアではない。

「これは、あたしも多少の準備はしておいたほうがよさそうかな？」





第五章　魔剣の継承者







「いやはや、紗さ夜やときたら本当に……」

　試合の決着を見届けた綾あや斗とはようやくそう絞り出したが、特別観戦室で同じように試合を見ていた他の面々はまだ言葉も出てこないようだ。実際、一番付き合いの長い綾斗がこれだけ度肝を抜かれたのだから、それも仕方がないことだろう。クローディアでさえ、口元を押さえたまま絶句している。

　残りの二人──エリオットとノエルにいたっては茫ぼう然ぜん自失の状態だ。

「……む、無む茶ちや苦く茶ちやにもほどがあるでしょう……」

　しばらくしてから、エリオットはつぶやくようにそう漏らした。

　それに関しては綾斗も同感ではある。

　だが、同時に大鑑巨砲主義の極地とも言えるあの煌式武装ルークスは、実に紗夜らしいとも感じていた。

「あー……ともかく、おめでとうございます、クローディアさん。これでベスト四の内、三人が星せい導どう館かん。今シーズンはまさしく星導館のための《星武祭フエスタ》だったと言われるでしょうね。まったく羨ましいですよ」

　小さく頭を振って気を取り直したエリオットが、苦笑しながらそう言ってクローディアに視線を送る。社交辞令ではなく、どうやら本音らしい。生徒会長としてのエリオットは何かと大変らしいので、そのあたりを含んでいるのだろう。

「いえいえ、選手の皆ががんばってくれたおかげです。それに──」

　クローディアはお手本のような返事の後、ふらふらとした足取りで引き上げていく紗さ夜やを見ながらその表情を曇らせた。

「あの怪け我がでは、紗夜も次の試合に出られるかどうか」

　確かに勝ちはしたものの、紗夜も両腕にかなりの深手を負っていたようだ。

　ましてや準決勝の相手はあのオーフェリア、万全の状態だったとしても相当に厳しいはずだ。

「じゃあ、俺はちょっと紗夜の様子を見てくるよ」

「ああ、待ってください、天あま霧ぎりさん」

　腰を上げようとした綾あや斗とを、エリオットが呼び止める。

「僕の用件はあなたに関することなので」

「俺に……？」

　エリオットがわざわざ内密の話があるとやってきたのだから、当然その相手は生徒会長であるクローディアだと思ったのだが。

「いえ、正確に言えばあなたのお姉さんに、です」

「っ！」

　その言葉に、綾斗はすぐに居住まいを正した。

　クローディアの表情も、すっと引き締まる。

「詳しい事情は知りませんし、知るつもりもありません。僕と僕の持つ《聖剣》だけが、その女ひ性とを助けることができる──少なくとも、その可能性がある。そう言われたから、ここに来たんです」

「《白濾の魔剣レイ＝グレムス》……そうか！」

　綾斗とクローディアは、はっと顔を見合わせた。

　任意の対象のみを斬ることができる純星煌式武装オーガルクスならば、確かに遥はるかの体内に埋め込まれた《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の欠片かけらを排除することができるかもしれない。

「つまり……あなたが綾斗のお姉さんを助けてくださると？」

「僕の力の及ぶ範囲であれば」

「それは大変ありがたい申し出ですが……」

　クローディアはその真意を問い質ただすように、じっとエリオットの目を見る。

「それで一体そちらにどのような利があると言うのでしょう？」

　エリオットは聖ガラードワース学園の生徒会長だ。当然ながら、自らの学園の利益を最優先して動かねばならない立場である。ここで遥はるかを助けることが直接ガラードワースに不利益をもたらすことはないだろうが、利益になるとも思えない。同じ生徒会長でもシルヴィアのように個人の目的が綾あや斗とたちと合致しているならばともかく、そうでなければ手を貸す理由はないはずだった。

「騎士であり、《聖剣》の持ち主である僕が苦しめられている女性を助けるのは当然でしょう？　──と言いたいところですが、それでは納得していただけないでしょうね」

　苦笑し、肩を竦すくめるエリオット。

「正直に言ってしまえば、僕らが得る利益は依頼主から頂戴することになっています。ですから、その点はお気になさらず」

「……それがどなたなのかは教えていただけないのでしょうね？」

「教えられるなら、最初から名前を出していますよ」

　その答えに、今度はクローディアが肩を竦める。わかってはいましたが、と言いたいのだろう。

　遥の事情を知る者は極めて限られている。金きん枝し[image: ]へん同盟を追う綾斗、クローディア、紗さ夜や、綺き凛りん、シルヴィア、星猟警備隊シヤーナガルムの隊長であるヘルガに遥本人、そしてクローディアの母でありこの件を統括している銀ぎん河がの最高経営幹部イザベラ。それ以外だと治療院のヤン・コルベル院長くらいなものだろうか。この面々には名前を隠す必要がない。

　だとすれば、後は──

「いいでしょう、一ひと先まずそこは置いておきます。ただし、問題がもう一つ。エリオット、あなたは詳しい事情は知らないと言いましたが、助けるべき相手の状況はわかっていますか？」

「《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の欠片かけらが体内に残っているとか。どういう経緯でそうなったのかは知りませんが」

　エリオットは慎重にそう答える。

　先ほど自分で言ったように、あくまで深入りはしないということなのだろう。

「でしたら、それがどういう意味なのかはわかりますね。《赤霞の魔剣》が起動しない限り、その欠片は普段存在しないということです。果たして《白濾の魔剣レイ＝グレムス》は存在しないものを対象に取れるのですか？」

「それは……」

　クローディアの問いかけに、エリオットが微妙に口籠った。

「確かに、実際それができるかどうか保証はできません。僕はまだアーネスト先輩ほど上う手まくこの《聖剣》を扱えませんから。ただ……理屈としては不可能ではないと依頼主は言っていました」

「理屈？」

「《白濾の魔剣レイ＝グレムス》は任意の対象のみを斬ることができますが、その際、使用者の認識に応じて対象の再定義を行っているはずだと。《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の欠片かけらがその方の体内に紐ひも付づけされている以上、それは本当に存在しないわけではなく、存在しないのに存在しているという曖昧な状態である。だとすれば、《白濾の魔剣》の再定義によって強引に対象化し、干渉することが可能になるのではないか……そう話していました」

「再定義による対象化ですか、なるほど……面白い考え方ですね」

　クローディアは何やら納得したようだが、綾あや斗とはまだいまいちわからない。

　するとそれを察したのか、クローディアが綾斗に向き直って説明してくれた。

「そうですね、たとえば《白濾の魔剣》でステーキを切り分けるとしましょう」

「……いや、絶対そんなことに《聖剣》は使いませんが」

　あまりに不適切だったのか、エリオットが不服そうな顔で手を挙げるがクローディアはそれをスルーして続ける。

「その際、火加減を間違えて焼きすぎてしまった部分だけを《白濾の魔剣》で取り除くことにします。とはいえ、焼きすぎという状態は曖昧であるため、『使用者の認識』によって変化するわけですね。《白濾の魔剣》はその認識をくみ取り『使用者の定義する焼きすぎな部分』を確定するわけです。これが再定義であり、《白濾の魔剣》はこうしたプロセスを経ることによって、任意の対象のみを斬ることができるのです」

「つまり……そこに《赤霞の魔剣》の欠片があると認識できれば、《白濾の魔剣》はそれが存在しない状態でも再定義して対象化することができる？」

「理屈の上ではそうなります。無論、本当に存在しないものは認識しようがないので不可能でしょうが、使用者が確かにそこに存在するとわかっているならば、或あるいは……」

　可能性はゼロではない、ということか。

　ならば試してみる価値はある。何しろ綾斗たちには、他になんの手立てもないのだから。

　綾斗はクローディアに目配せして確認すると、エリオットに深々と頭を下げた。

「どういった経緯があってのことはわからないけど……ありがとう。姉さんを頼む」

「……できる限りのことはやってみます」




　綾斗が連絡をすると、すぐに遥はるかは特別観戦室までやってきた。

　携帯端末で詳細を話すことはやめて欲しいとエリオットが頼んだため、改めて事情を説明する。至聖公会議シノドミアスの諜ちよう報ほう網もうの緻密さは、エリオットたちが一番よく知っているのだ。隙は見せられない。

「……なるほど。確かにそれなら可能性はあるかも。相当に難しいとは思うけど」

　話を聞いた遥はすぐに納得し、綾斗の横に立つエリオットへ目を遣やった。

「じゃあエリオット君、よろしくね」

「い、いえ、はい」

　遥はるかがあまりに素直に受け入れてくれたため、むしろエリオットのほうが気後れしてしまう。

（この人が天あま霧ぎりさんのお姉さんか……）

　至聖公会議シノドミアスからの報告では、なんらかの事情によって治療院にて長い間眠り続けていたという。かつては星せい導どう館かんに所属していたということになっているが、公式戦への出場記録はなし。確定的な情報ではないが、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を携えて《[image: ]武祭エクリプス》に出場していたという話もある。今回の件といい、おそらく相当に厄介で大きな事件に巻き込まれているのであろうことは想像に難くない。

　ただ、エリオットとしてはそうした事情よりも、剣士としての遥に興味があった。なんといってもあの天霧綾あや斗との姉であり、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの師範代でもある。厳選されたメンバーしか入隊を許可されない星猟警備隊シヤーナガルムの一員でもあることから、その実力はヘルガ・リンドヴァルのお墨付きを受けているに等しい。

　何より、こうして対たい峙じすれば否いや応おうなくその実力は見て取れる。何気ない仕草、一挙手一投足、すべてが泰然自若として自然体ながらも、一切の隙がない。いや、隙の有無を感じ取らせないといったほうが近い。

（今の僕じゃとても及ばないな……）

　決闘などで《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を使うというのならエリオットが圧倒的に有利だろうし、エリオット自身剣技には相応の自負があるが、剣士としての器というものはそれだけで測れないことをエリオットはすでに知っている。

「では……一ひと先まず試してみましょう」

　エリオットは腰のホルダーから発動体を取り出し、《白濾の魔剣》を起動させた。

　透き通るような純白の刀身は、アーネストが使っていた頃よりもやや短い。エリオットに合わせたサイズになっているのだ。

「欠片かけらはどのあたりに？」

「ううーん……大体だけど、このあたりかな」

　言って、遥は右の脇腹を押さえた。

　指定としてはかなり大おお雑ざつ把ぱになるが、遥にも完全に場所を特定するのは難しいのだろう。

「大きさは小指程度、でしたね？」

「ああ、それが制御できる最小単位らしい。つまりそれ以下に砕けば……」

「欠片は消滅する、と」

　綾斗の言葉を受けるようにして、エリオットがつぶやく。

　言葉で言うのは簡単だが、それは途と轍てつもない難易度だ。ただでさえ存在しないものを斬るという無む茶ちやぶりなのに、それに加えて位置も不明瞭な小指サイズときている。

　だがユリスからパーシヴァルに関する情報を手に入れるためには、どうしてもやり遂げなくてはならない。それがパーシヴァルの一件を極力隠おん密みつ裏に解決することに繋つながり、ひいてはパーシヴァルとガラードワース双方のためにもなるはずだからだ。

　エリオットは調息して意識を《白濾の魔剣レイ＝グレムス》に集中させると、無言でそれを一いつ閃せんした。純白の刀身が遥はるかの胴をすり抜ける。

「……」

　手応えは、ない。

　単純に刃が欠片かけらに当たらなかったのか、それともエリオットがきちんと欠片を認識できていないがために《白濾の魔剣》がそれを対象化できなかったのか、それすらもわからない。ただ、上う手まくいかなかったことだけはわかる。

　それでも、二度、三度と試してみるが。

「くっ……！」

　何度《白濾の魔剣》を振っても、結果は変わらない。

「どうやら……難しいようですね」

　やがて、クローディアが神妙な顔でそう言った。

「お兄ちゃん……」

　ノエルも不安そうな顔でエリオットの裾をぎゅっと握ってくる。

　エリオットは奥歯を強く噛かみしめながら、俯うつむいた。手に持った《白濾の魔剣》が、いつもよりずっと重く感じられる。

「ん、気にしないでいいよ、エリオット君。あたしも純星煌式武装オーガルクスを使ってたから、これがどんなに難しいことかはわかるしね」

　遥がエリオットを気遣うように、優しく笑う。その心遣いが、今のエリオットにはむしろ辛つらかった。

「い、いえ、待ってください！　もう一度、やってみます……！」

　エリオットはガラードワースの生徒会長として、ここで諦めるわけにはいかないのだ。

　ユリスを襲っていた状況を考えれば、パーシヴァルが関わっているのは相当に危険な組織だろう。何かしらの事件が起きてそれが表沙汰になれば、ガラードワースのイメージダウンは避けられないし、エリオット自身も生徒会長としての責任を問われるはずだ。

　だが、正直それはどうでもいい。エリオットを認めてくれた人たちへの申し訳なさはあるが、それはそれで仕方がない。

　問題は至聖公会議シノドミアスをはじめとしたＥ＝Ｐが、事件の隠いん蔽ぺいを図って秘密裏にパーシヴァルを始末しようとした場合だ。いや、もしかしたらもうすでにそのように動いているかもしれない。

　ならばエリオットがすべきは、なんとかしてそうなるよりも前に至聖公会議を出し抜いてパーシヴァルを確保することだ。

「ふぅ……」

　エリオットは目を閉じ、改めて精神を集中する。

「はっ……！」

　そして、気合いと共に《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を振り抜いた。

「……」

　一同が注目しているのがわかる──が、遥はるかは残念そうに首を横に振った。

「そんな……」

　何が悪いのだろう。

　ただ単純にエリオットの腕が至らないのか、それとも適合率が低い故に《白濾の魔剣》の力を引き出すことができていないのか。

（やはり僕ではダメなのか……？）

　たとえば、ここで《白濾の魔剣》を振るうのが、もしアーネストだったなら──

　無意味な仮定だとはわかっていても、ついそんなことを考えてしまう。

　すると。

「キミの剣は──」

　綾あや斗とがふいにそんなことを言いかけて、口を噤つぐんだ。

「え？」

「ああ、いや……」

　エリオットが振り向くと、綾斗は視線を逸そらす。

「僕の剣が何か？」

　綾斗はまだどこか言いい辛づらそうにしていたが、エリオットが目線で促すとやむを得ずといった様子で口を開いた。

「その、差し出がましいとは思うんだけど……以前闘った時よりも、なんというか窮屈そうに見えたから」

「っ！　そんなことは……！」

　綾斗の言葉を反射的に否定しようとして、しかしエリオットは途中で力なく首を横に振った。

　綾斗とエリオットが《鳳凰星武祭フエニクス》の準決勝で闘ったのは、二年以上前だ。エリオットの剣技は当時より遥はるかに洗練されている。それは間違いない。

　だが──

「確かに……そうなのかもしれません」

　剣は心を映す鏡だ。だとしたら、今の立場がエリオットの剣を曇らせることもあるだろう。

　アーネストから《白濾の魔剣レイ＝グレムス》と生徒会長の座を引き継ぎ、序列一位になった時から、エリオットは常にその重圧に押し潰されそうになっていた。《白濾の魔剣》の使い手であり続けるためには、常に正義と共になければならない。だが、生徒会長としての責務は、時にそれを許さないこともある。アーネストのように上う手まく折り合いを付けるのは、とても難しい。

「ですが！　それでも僕はアーネスト先輩のようになるために……！」

「それは無理だよ」

　そんなエリオットに、綾あや斗とはきっぱりと断言した。

「誰もあの人にはなれない。俺も、キミも」

　そんなことはわかっている。

　わかってはいても、少しでも近づかねばならないのだ。

「同じように、アーネストさんもキミにはなれない」

「え……？」

　思いも寄らぬその言葉に、エリオットは綾斗の顔をじっと見る。

　そんなことは考えたこともなかった。当然だろう。すべてにおいて勝っているアーネストが、わざわざエリオットになりたいなどと思うはずがない。

　ところが綾斗は困惑するエリオットをそのままに、続ける。

「キミの剣は天衣無縫、自由闊かつ達たつで奔放だ。アーネストさんの剣──それは表と裏、両方のことだけど──とは違うもので、比較するようなものじゃない」

　綾斗はそこまで言うと、申し訳なさそうに頬ほおを掻かいた。

「それと……こんな時になんだけど、以前キミに言った言葉を撤回させてほしい」

「撤回、ですか？」

「《鳳凰星武祭フエニクス》で剣を交えた時、キミの剣を軽いと言ったことがあっただろう？」

「ああ……」

　もちろん、覚えている。あの試合、あの言葉は、エリオットにとって屈辱以外の何物でもなかった。それから《獅鷲星武祭グリプス》までの一年数ヶ月は、その屈辱を晴らすために過ごしてきたと言っていい。

　結局、エリオットたちのチーム・トリスタンは綾斗たちのチーム・エンフィールドと闘う前に負けてしまったのだが。

「けれど去年の《獅鷲星武祭》で、キミは自らの剣をより軽く疾はやく研ぎ澄ましてきた。正直、そういう剣の在り方もあるんだと思ったよ。覚悟を背負うことで強くなる剣があることは間違いないけれど、そこから離れることで強くなる剣もまたあるんだなって。だからあの言葉は撤回させてほしい」

「……そう、ですか」

　生真面目に頭を下げる綾あや斗とに、エリオットは複雑な感情が胸で渦を巻くのを感じた。

　確かにそうだ。

　エリオットの剣は誰よりも軽くしなやかで、何よりも疾はやい。その極地を目指していたはずだった。だというのに、このような鬱屈した心持ちで振るう剣がその域に至るはずもない。

「──ははっ、本当にそうですね」

　知らぬ間に自縄自縛へと陥っていた己の愚かさに、笑いが漏れる。

　アーネストのように上う手まくはやれない。そんなことはわかっていたはずなのに、気が付けばそれに縛られていた。

　エリオットは、エリオットにできることをやるしかないのだ。

　ただそれを認めただけで、エリオットは久々に晴れやかな気分になっていた。

　ふと、先日ユリスが口にした何気ない言葉が脳裏に蘇よみがえる。

『お姫様を一人──救ってやってほしい。騎士の本分だろう？』

　ああ、そうだとも。

　エリオットは生徒会長である以前にガラードワースの騎士なのだ。

　生徒会長という立場も、それにまつわる事情も関係ない。

　今、目の前に困苦に耐える女性がいるのに、それを救わずしてどうするというのか。

　──その途端、手にした《白濾の魔剣レイ＝グレムス》が軽くなった気がした。

「これは……」

　それだけではない。

《白濾の魔剣》が震えるようにして何かに反応しているのがわかる。探るように意識を向けると、反応は強いものと今にも消えてしまいそうなほど小さいものと二つ。

　強い反応は綾斗の腰のホルダーから……ということは、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》だろう。四色の魔剣が互いに反応しあうのは、エリオットも《獅鷲星武祭グリプス》で目の当たりにしている。

　ならば、もう一つの反応は──

　エリオットがそう認識した瞬間、《白濾の魔剣》がそれを再定義する。

（《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》……！）

　エリオットはその感覚を捉えると同時に、《白濾の魔剣》を抜き放っていた。

「っ！」

「疾い……！」

　綾斗たちが息を飲むほどの、会心の一いつ閃せん。

　見えなくともわかる。遥はるかの腹部を薙ないだ白刃は、確かにその奥に潜んでいた《赤霞の魔剣》の欠片かけらを両断していた。

「……ふぅ」
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　エリオットは一つ大きな息を吐き、《白濾の魔剣レイ＝グレムス》をホルダーに戻す。

「これでもう大丈夫です」

　その言葉に綾あや斗とが確認するように遥はるかを見ると、遥も笑顔でうなずいてみせた。

「うん、あたしも一瞬だけ浮かび上がった欠片かけらが、砕けて消えるのを感じた……かな」

「そっか……良かった」

　ほっとしたように胸を押さえる綾斗に、エリオットは背を向ける。

　用件が済んだら長居は無用だ。生徒会長であるエリオットが黙って長時間姿を消せば、いつ至聖公会議シノドミアスに勘付かれるかわからない。

「では、僕はこれで。行くよ、ノエル」

「う、うん……！」

　嬉うれしそうに答えるノエルを従え、部屋を出ようとしたところで。

「ありがとう、エリオット君」

　そう言って、遥と綾斗が深々と頭を下げる。

「……まったく、それはこっちの台詞せりふだっての」

　その姿に、エリオットは苦笑しながら口中で小さくつぶやいた。

「お兄ちゃん？」

　それが聞こえたのか、不思議そうにエリオットの顔を見てくるノエル。

「いいや、なんでもないよ。それよりも急いで戻ろう。何しろ仕事が山積みだからね」

　そう言って特別観戦室を出るエリオットの足取りは、生まれ変わったかのように軽かった。





　　　　＊






　闇夜に浮かぶ飛行船。

　その船室には、韜とう晦かいに徹した笑顔とこの世のすべてを厭いとうような仏頂面、無機質で異質な無表情と、金きん枝し[image: ]へん同盟三名の顔が揃そろっていた。

「オレの方は万事順調だ。ヴァリアントの配備も完了、地下の仕込みも八割方が終わった。問題があるとしたらアレの調整だが……ヴァルダ、一体どうなってやがる？　よりにもよって《聖せい槍そう》をぶっ放そうとしたらしいじゃねえか」

　ソファに腰掛け横柄に足を組んだディルク・エーベルヴァインがそう言って鼻を鳴らすと、ドアの近くに立つヴァルダが肩を竦すくめる。

「パーシヴァル・ガードナーの行動原理となっているものは罪悪感だ。そこを煽あおればこそ《聖槍》を扱える段階まで《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》の適合率を引き上げることができた。戦闘能力も格段に向上しているはずだ。その一方で、当然精神の安定は失われ暴走しやすくもなる」

「それじゃ意味がねえだろうが。アレにはヴァリアントを統括してもらわなきゃならねえんだぞ？　最低限、まともな判断ができるようにしておけ」

「……やってみよう。時間がないので保証はしかねるが」

　淡々と答えるヴァルダに、今度はマディアスが注文を付けた。

「私としては君の本分のほうに集中してもらいたいところだがね。そちらに不備があっては台無しだ」

「無論、そちらは恙つつがなく完了しているとも。なんのために我が世界中を飛び回っていたと思う。後は時間がくれば勝手に動き出す。我が手を下すまでもなく、自らの意志でな」

「はっ！　自らの意志とはよく言いやがる」

　ディルクは嘲りを多分に込めてそう吐き捨てる。

　ヴァルダによって緩やかな精神干渉を受けた人間は、その自覚がない。確かに自らの意志で動いているように思っているだろう。あくまで本人たちにとっては、だが。

「そうやって好き勝手にやらせた結果が〝翡ひ翠すいの黄昏たそがれ〟だったんだろ？　大失敗だったじゃねえか」

「あの当時は我もまだ目覚めたばかりで認識不足だった。今回は違う」

　珍しくヴァルダが不快そうに眉根を寄せる。

　この純星煌式武装オーガルクスにとっても、あまり触れられたくない過去らしい。

「どうだかな。大方、前の計画の時も似たようなことをのたまってたんじゃねえのか？　で、結果はあれだ」

「あの計画は完かん璧ぺきだった。天あま霧ぎり遥はるかさえいなければ、今頃この世界は我々が願う姿へと形を変えていただろう」

　言って、ヴァルダは冷ややかな視線をマディアスに向ける。

「やれやれ、こうして我々が顔を合わせるのは今日が最後だというのに……いや、この不協和音こそがむしろ我々らしいとも言えるか」

　マディアスは苦笑しながら、顎をさすって言った。

「ともかく、仕込みが万全であるならば、くれぐれも無む茶ちやはしないでくれたまえ。君とオーフェリア嬢、どちらが欠けても計画は完遂できないのだからね」

「ここまできたならば、我が無茶をする必要がある事態には早々なるまい。それとも……」

「またぞろ、あんたのほうで問題でも起きたってのか？」

「うん、まあ、実はそうなんだ」

　ディルクとヴァルダ、二人から射殺すような非難の視線を受けてなお、マディアスはそのふざけた苦笑を崩さない。

「なに、少々のプラン変更で対処が可能な程度の問題ではある」

「いいからさっさと言え、クソが」

　ここでどれほど詰なじったとしても、この男は毛ほども気にしないだろうことはわかっている。本当に、心の底から、ディルクはマディアス・メサという男が嫌いだった。会えば会うほど、言葉を交わせば交わすほどに嫌悪が募る。

「問題は二つ。一つは……どうやら警備隊長殿が私の拘束に踏み切りそうだ」

「ああ？　《星武祭フエスタ》の真っ最中にか？　随分と無茶をしやがるな」

　今回マディアスを追うにあたってヘルガ・リンドヴァル星猟警備隊シヤーナガルム長は銀ぎん河がと組んでいるようだが、大会中に運営委員長を逮捕するとなれば他の統合企業財体も黙ってはいまい。

「無論、大会中は表沙汰にせず、内密にすませるつもりだろう」

「で、罪状は？」

「これがまた驚きでね。どうやら粉飾決算に関するあれこれらしい。まあ、特別背任やら詐欺やらといったところかな」

「はぁ？」

　ディルクは思わず耳を疑った。

「なんだそりゃ？」

「昔、ＰＶＡインダストリーズの社外取締役をやっていたことがあってね。その時、この国のロケット開発計画へＰＶＡインダストリーズをねじ込むため、経常損益をいじるよう指示した記憶がある。当時、ＰＶＡインダストリーズは国策事業に参加できるような経営状況ではなかったからね。人手も足りなかったし、我々には足場が必要だった。それに……こう言ってはなんだが、この程度のおいたはよくある話だろう？」

　統合企業財体が支配するこの世界は旧世紀よりも倫理的な感性が鈍っているとよく言われるが、中でも経済犯罪に関しては特にそれが顕著だ。統合企業財体が関連している案件は、ほぼ事件化されないと言っていい。

「だが、それだって十年以上前の話だろうに。とっくに時効じゃねえのか？」

「私もそう思っていたのだが……ほら、ここは治外法権だからね」

「……ああ、国外扱いになるのか」

　銀ぎん河がの本部はこの日本にあるが、マディアスは銀河の幹部とはいえあくまで肩書きだけだ。世界各国への出張は多いものの、基本はこの六りつ花かの運営委員会本部に詰めている。つまり日本国内にはおらず、公訴時効は停止という扱いになるのだろう。

「ただまあ、意外なところから攻めてきたなとは思うよ。正直、盲点だった」

「ふん、銀河が協力していればこそだな」

　星猟警備隊シヤーナガルムは原則他国の犯罪を取り締まることはできないが、協力要請があった場合は──加えて警備隊側が了承すれば──その限りではない。銀河からそうしろと言われれば、日本側は唯々諾々と協力要請を行うだろう。

「それで、どう対処するつもりだ」

　それほど興味もなさそうなヴァルダが、先を促す。

「ああ、さすがにここで捕まるわけにはいかないからね。一足早く、私は姿を消すことにするよ。元々その予定だったのが、一日早まるだけのことだ」

「それで大会には支障が出ないのか？」

「副委員長は優秀だ。上う手まくやってくれるさ」

　他ひ人と事ごとのように言うマディアス。

　運営委員会の副委員長は、反マディアス派だ。突然マディアスが消えれば困惑こそするだろうが、すぐに体制を整えて今大会を自分の手柄として収めるべく万全を尽くすだろう。警備隊に追及されるかもしれないが、本当に事情を知らないのだからそこから手がかりを掴つかむこともできないはずだ。

「で、どこに雲隠れするつもりだ？」

「そうだね……せっかくだし、地下の案件は私が仕上げをしよう。あそこは私にとっても因縁の地だ。一人静かに《王竜星武祭リンドブルス》の盛り上がりを観戦させてもらうことにするよ」

「……てめえが自分の手で幕を引くってのか？」

　そんな玉でもあるまいに。

　ディルクはそう思ったが、口には出さなかった。

「ただ、そうなると計画の全体図を俯ふ瞰かんするのは難しくなる。計画の総指揮と、不測の事態への対処は君にお願いしてもいいかな？」

「……そうなるだろうな。ちっ、面倒だが仕方ねえ」

　よもやヴァルダに任せるわけにもいかないだろう。この純星煌式武装オーガルクスは人の精神に干渉する癖に、いつまで経たっても人というものを理屈でしか理解しない。

「では、もう一つの問題とは？」

　今度はヴァルダがそう促すと、マディアスは軽い口調で言う。

「ああ、そうそう。実は遥はるかに仕込んでいた《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の欠片かけらが取り除かれてしまったようでね。どうやったかは知らないが、中々にやるものだ」

「ああん？　そうなると天あま霧ぎり綾あや斗とは準決勝を欠場するってことか？」

「まあ、このままだとそうなるだろうね」

　綾斗はマディアスによって遥の命を盾に強制的に出場させられていたのだ。その心配がなくなったとなれば、出場を続ける必要はない。準決勝まで勝ち進んだ以上、グランドスラム目前とも言えるが、それに目がくらむような男ではないだろう。

「もう一つの準決勝も、無事に行われるかは怪しいところだ。沙さ々さ宮みや紗さ夜やも相当の深手を負ってるようだからな。ここにきて準決勝が二つとも不戦勝となれば、盛り上がりに水を差すことになるぞ？」

　それでも今大会の平均視聴率は七十パーセントを超えている。歴代でもトップクラスの数字ではあるし、決勝戦ともなればその比ではないだろう。全世界で多くの人間がリアルタイムで視聴することになるはずだ。

「別に問題あるまい。多少盛り下がったところで、どうとでもなろう。あくまでこれは切っ掛けと象徴にすぎないのだから」

　ヴァルダは相変わらず、この計画の核心部分に消極的だ。できるならば今すぐにでも計画を実行に移したいのだろう。

「だからこそだよ。象徴であるからこそ、より多くの人々に見てもらわなければならないんだ。できることなら、この世界すべての人間がオーフェリア嬢の姿を目に焼き付けて欲しいと思っているよ」

　対照的にマディアスは強くそこに拘こだわっている。それは執着であるし、執念だろう。マディアス・メサという男が、そうあり続けるためにその恩おん讐しゆうが必要なのだ。実に馬鹿馬鹿しいとは思うが。

　とはいえ、そうでなければこれほどの長い期間《赤霞の魔剣》を扱うことなどできはすまい。《赤霞の魔剣》の代償は『怒り』──憤ふん怒ぬの感情を喰くらう魔剣だ。怒りというものは強いエネルギーを必要とする。汲くめども尽きず、というわけにはいかない。時が流れれば薄まるし、疲れ果ててしまうこともあるだろう。

　それをこれほどの期間喰われ続けてなお、こうまで維持しているのは尋常ではない。

「その感じだと、何か手を用意してるんだろ？」

　ディルクの立場としては──実に不本意ではあるが──マディアス寄りだ。できれば最高の状態で決勝戦を迎え、オーフェリアの力を全世界に知らしめたい。マディアスほどに強く信じてはいないが、実際それは確かに世界を変えることになるだろう。このクソのような箱庭が、その象徴の地となるならばディルクにとっても望むところだ。

「一応、考えてはあるよ。確実とは言えないが……まあ、天あま霧ぎり綾あや斗と君は優しい子だからね。きっと我々の期待に応えてくれるはずさ」

　そう言って笑うマディアスの表情は、吐き気がするほど柔らかなものだった。




「お疲れ様です、会長」

　最終会合を終えてディルクがレヴォルフの執務室へ戻ると、もう深夜に近いというのに秘書の樫かし丸まるころながまだ残っていた。どうやら仕事がまだ片付いていないらしい。

「ちっ！　相変わらず愚ぐ図ずだな……その程度の仕事がまだ終わってねえのか」

「す、すみません、すみません！」

　ディルクの叱しつ責せきに、ころなはいつものように何度も頭を下げる。

　そんなころなを横目にディルクはどかりとソファに腰を下ろし、頬ほお杖づえを突いて言った。

「それで、オーフェリアの様子はどうだった？」

「あ、はい！　手の怪け我がはかなり酷ひどいようでしたが、一ひと先まずは塞がったようです。ただ……その、オーフェリアさんの毒があまりに強くて、うちの医療スタッフもあまり長時間診みていられないらしくて……」

「だろうな」

　ころなは知らないが、オーフェリアはしばらく前から毒素を抑えるための投薬を中止している。血の一滴でも落ちれば、その部屋はすぐに毒で満たされるだろう。完全防備でなければ、今のオーフェリアには迂う闊かつに近づけまい。

「あ、あの、差し出がましいようですが、治療院に運ばないで大丈夫なんですか……？」

「問題ない。そもそもあっちが受け入れてくれねえさ」

　レヴォルフの医療スタッフは優秀だが、それでも治療院のそれと比べれば見劣りするのはわかる。事実、怪我の治療というだけならそのほうがいいのは間違いない。とはいえ、今のオーフェリアには専用の隔離施設が必要だ。治療院もすぐに準備を整えるのは不可能だろうし、オーフェリア自身もそれを望まないだろう。残り二試合、それだけもてばいいのだととっくに割り切っているのだから。

「で、でも……なんだかオーフェリアさん、今日はいつもとちょっと様子が違ってたと言うか……」

「あん？」

　ディルクが睨にらむと、ころなはびくっと身体からだを竦すくませてまたぺこぺこと頭を下げる。

「ご、ごごご、ごめんなさい！　出過ぎました！」

「いいから続けろ。オーフェリアがなんだって？」

　ディルクがそう促すと、ころなはおっかなびっくりといった様子で話し出した。

「い、いえ、その……試合の後とか、普段はもっとこう……悲しそうなのに、今日は違ったというか……」

「あいつが辛気臭いのはいつものことだろうが」

「そ、それはそうなんですけど、今日はなんか……怒ってるみたいな？」

「怒ってる？　あのオーフェリアが？」

　悲嘆と諦観の塊のようなあの女に、まだそんな人間らしい部分が残っているとは思えない。

　だが、言われてみれば今日の準々決勝戦、シルヴィアとの闘いは少し妙だった。

　確かにシルヴィアは強敵で、その戦法も相当に練られたものだったことは間違いないが、それに加えてオーフェリアの対応が拙かったように思える。普段のオーフェリアならば、瞬間移動だろうとなんだろうと、もう少し上手に対処していたはずだ。

　投薬をやめた影響で不安定になっているのか、それとも──

　いずれにせよ、気に留とめておいたほうがよさそうだ。

「しかしよく気が付いたな。そんなにオーフェリアに興味があったのか？」

「え？　いえ、そういうわけでは……ああ、いえ、もちろんすごい人だなあとは思ってますが！」

「ほお……てめえのような臆病者が、よもやオーフェリアを恐れていないとはな」

《孤毒の魔女エレンシユキーガル》といえば、レヴォルフの荒くれ者たちでさえ恐れ慄おののく恐怖の代名詞的存在だ。良くも悪くも一般人のころなならば、その姿を遠目に見ただけで逃げ出してもおかしくはないはずだった。

「ま、まさか！　もちろんめっちゃおっかないですよ！」

　ころなはぶるぶると首を横に振る。

「で、でも……それとこれとは別の話というか……だって、オーフェリアさんも同じ学園に通う仲間じゃないですか」

「はぁ……？」

　あまりに頓珍漢な答えが返ってきたので、ディルクは思わず間の抜けた声を漏らしてしまった。

　ディルクは改めて、目の前に立つドジで愚ぐ図ずで役立たずの秘書をまじまじと見る。

「変な女だな、てめえは」

「そ、そうですか……？」

　ディルクは溜ため息いきを一つ吐つくと、そんなころなに向かって言った。

「ころな、一つ仕事を任せる。オレの代理としてソルネージュの本部へ行ってこい。明日から……そうだな一週間程度だ」

「は、はい……って、ええっ!?　そ、それじゃ《王竜星武祭リンドブルス》の決勝戦、生で観みられないじゃないですかあ」

「黙れ、いいからさっさと部屋に戻って支度をしろ」

「は、はいー！」

　ディルクが威圧感を込めて睨にらみ付けると、ころなはびしっと背を伸ばして敬礼してから逃げるように部屋を飛び出していった。

「まったく、とことん使えねえ女だな……」

　ディルクはそう言いながら、自らの気まぐれに少なからず驚いていた。

　決勝戦の後、世界は変わるだろう。

　その世界であのドジで愚ぐ図ずで役立たずの女がどのようにして生きるのか、ほんのわずかだが興味があった。





　　　　＊






　パーシヴァル・ガードナーは、《研究所》で生まれ育ったデザイナーチャイルドの一人だ。

　落星工学によって人工的に《星脈世代ジエネステラ》を創り出そうとしたハーキュリーズ計画とは違い、旧時代めいた遺伝子工学による操作のみで、《星脈世代》と同レベルの身体能力を持った人間を作り出せるかという実験の産物だった。

　その実験では多くのデザイナーチャイルドが生まれたが、パーシヴァルが特異だったのは、偶然《星脈世代》として生まれてしまった点だ。《星脈世代》が誕生する条件は未いまだに解明されていないため、極めて低い確率ではあるもののそういう事態があり得ないとは言えない。つまり遺伝子操作によって強化した常人を作り出そうとしていたら、強化した《星脈世代》が誕生してしまったというわけだ。もっとも、この実験で生まれたデザイナーチャイルドで《星脈世代》はパーシヴァルただ一人ではあったが。

　そのためか、パーシヴァルは幼少時から飛び抜けて高い能力を発揮した。身体能力、知能、戦闘センス、どれを取っても一級品で、シミュレーションでも常に好成績を叩たたき出した。ただ一つ、《研究所》のスタッフから欠点として指摘されたのが、性格が優しすぎるという点だ。

　パーシヴァルはデザイナーチャイルドたちのチームリーダーだったが、一方で彼女以外のデザイナーチャイルドは期待されたほどの能力を示すことができないでいた。《研究所》では、結果が出せない被検体は容赦なく処分される。無論、《研究所》の子どもたちは等しく商品であるため、無駄に処分するようなことはない。どのような形であれ一ひと先まずは出荷されるのが常だ。

　しかし、中には例外もある。一定以上のクオリティに届かず、不良品として商品失格の烙印を押された子どもは、廃棄という運命を逃れることはできない。《研究所》としてのブランドイメージを損ねかねないからだ。

　そしてパーシヴァル以外のデザイナーチャイルドたちは、あっさりと廃棄が決まった。

　パーシヴァルは主任スタッフに直談判し、仲間たちを助けてほしいと懇願した。デザイナーチャイルドとして生まれたパーシヴァルには、両親も家族もいない。同じ境遇の仲間たちだけが、パーシヴァルのすべてだった。

　意外なことに、主任スタッフはこのパーシヴァルの願いを聞き入れた。

　といっても、それは積極的廃棄が消極的廃棄に変わっただけだ。主任スタッフは、この機会にパーシヴァルの性能テストと他のチームの訓練を同時に行うことを思い付いた。

　──いいかい？　この実戦テストでもし君たちデザイナーチャイルドのチームが最後まで生き残ることができたなら、廃棄処分を撤回してあげよう。

　主任スタッフの言葉を信じ、パーシヴァルたちは当時稼働していた全チームが参加する廃都市での実戦テストに赴いた。

　結果はパーシヴァル以外、全滅。

　それでもパーシヴァルは一人で獅し子し奮迅の働きをした。たった一人で前線を支え、指揮を執り、明らかに《星脈世代ジエネステラ》に対してパフォーマンスの劣るデザイナーチャイルドたちを率いて奮戦した。ただ、及ばなかった。

　パーシヴァルたちにとって不幸だったのは、同世代にロドルフォ・ゾッポやディルク・エーベルヴァインといった面々がいたことだろう。ロドルフォは圧倒的な力で容赦なくデザイナーチャイルドたちを駆逐し、ディルクはその悪辣さで彼らを絶望的な罠に陥れた。

　たった一人生き残り、すべてを失ったパーシヴァルに、ディルクが言った。

　──なんでてめえらのチームが全滅したのかわかるか？　それはな、てめえがリーダーとして無能だからだ。一人でなんでもしようとしたがるのは、上に立つ奴の器じゃねえ。いいか、連中が死んだのはてめえの責任だ。仮に……てめえらのチームを率いていたのがオレだったら、五割の損耗で生き延びることができたぜ。

　ディルクはそう言ってパーシヴァルにシミュレーション結果を叩たたき付けた。それはあくまでシミュレーションでしかなかったが、パーシヴァルの心を折るのに十分すぎるものだった。

　──だがな、オレはてめえの能力を買っている。てめえはリーダーとしちゃ失格だが、ただの武器として見るなら悪くはねえ。オレのチームに来い。スタッフのクソどもにはオレから話を通してやる。ロドルフォの野郎に対抗するには、てめえの力が必要だ。オレが上う手まくてめえを使ってやる。

　こうしてパーシヴァルはディルクのチームの一員に組み込まれ、ディルクがレヴォルフに買われていくまでその配下として働くこととなった。

　そして──




　パーシヴァルが目を開くと、そこは薄暗い倉庫の中だった。

　周囲にはまだ起動前の物言わぬ擬形体パペツト──ヴァリアントがずらりと並んでいる。

　猛烈に頭が痛い。

　同時に、吐き気を催す罪悪感が胸を締め付ける。

　自己嫌悪と劣等感に苛さいなまれ、今にも消えてしまいたいほどだ。

　だが、それはできない。

　たった一人生き残ったパーシヴァルに、そんなことは許されない。最後の最後まで、贖しよく罪ざいを続けなくてはならない。

「……目覚めたか」

　その声に振り向くと、いつの間にかそこには《ヴァルダ＝ヴァオス》の姿があった。

　無表情にパーシヴァルを見つめるその瞳には、なんの感情も読み取れない。

　自分もこんな風になれたら──そう考え、しかしすぐにそれが逃避にすぎないと思い直した。贖あがないから逃げるなど、言語道断だ。

「ふむ……やはり少し調整が必要なようだ」

　ヴァルダはそう言って、パーシヴァルの額に手をかざした。

　胸のネックレスから漆黒の光が迸ほとばしり、パーシヴァルの頭に何かが流れ込んでくる。

「あ……あ……」

　頭の中を、感情を、直接いじられる異様な感覚。

「ほう……？　おまえのような者にも、願望があるか」

　ヴァルダの言葉に、パーシヴァルは自らの願いを思い出した。

　それは《星武祭フエスタ》にかける願いであり、あと一歩で届かなかった夢だ。

　仮にあの《獅鷲星武祭グリプス》で優勝したとして、統合企業財体はその願いを叶かなえてくれただろうか？

「……《研究所》の廃滅、か。なるほどな」

　ヴァルダは無関心に、ただそれを口にする。

　ヴァルダにとってはどうでもいいことなのだろう。

　だが、ヴァルダはパーシヴァルに向かって言った。ヴァルダにとっては単なる予測であってそれ以外の意図はなかったのかもしれないが、その言葉はパーシヴァルにとって大いに慰めになった。

「案ずるな。計画達成の暁には、どちらに転ぼうがこの《研究所》とやらは真っ先に潰されるであろうよ」





第六章　八や薙ち草ぐさ朱あか莉りとマディアス・メサ







『──つ、つ、強い！　この五回戦も楽々の勝利！　マディアス・メサ選手と八薙草朱莉選手、見事準々決勝へ進出です！』

　実況と歓声を聞き流しながらマディアスが戻ると、開始位置で控えていた朱莉が温かな笑顔で迎えてくれた。

「お疲れ様です、マディアス。また私の出る幕はなかったですね」

　試合開始バトルスタート早々マディアスが一人で相手タッグを片付けてしまったため、今回も朱莉の出番はなかった。

　というよりも、今までの試合で朱莉が戦闘を行ったのは、三回戦で露骨に朱莉を狙いに来たタッグだけだ。

　おそらく朱莉を後衛専門だと思い込んでのことだったのだろうが、朱莉は見事な手際でその二人を沈めてみせた。以来、朱莉も警戒されるようになったので、マディアスとしてはありがたかったが。

「いいんだよ、先輩はそこで高みの見物としゃれ込んでいてくれれば」

　事前の予想通り、今回の《鳳凰星武祭フエニクス》にはマディアスたちが気を付けなければならないような強敵はほぼ参加していなかった。今までの試合を見る限り、いわゆる各学園の隠し玉やダークホースの類たぐいも見られない。ここまで残っているタッグも《[image: ]武祭エクリプス》で闘ったザキルや荒あら砥と了りよう衛えに比べれば可愛かわいらしいものだ。

「それにまだ体調が優れないんだろう？　ごまかしたってダメだよ、見ればわかる」

「……ありがとうございます」

　朱あか莉りは言って、申し訳なさそうに目を伏せた。

　マディアスと初めて出会った時もそうだったが、朱莉は時折ふらついてうずくまってしまうことがある。このところ、その頻度がやや上がっているようだった。

　治療院で診みてもらったが、ヤン・コルベル院長の診断は『星辰力プラーナ適応障害』。《星脈世代ジエネステラ》特有の疾患で、その名の通り星辰力に対して肉体が拒絶反応を起こすものらしい。個人によってその症状は千差万別で、治療法はない。時間の経過で完治することもあれば、悪化することもあるとの話だった。

　つまり、現状どうすることもできないということだ。

　とはいえ無理はさせないに越したことはない。勝者インタビューでもマディアスが表に立ち、記者たちを適当にあしらってから控え室に戻ると、そこには生徒会長が二人を待ち構えていた。

「やあやあ、お見事だったね。さすが僕が見込んだだけはある」

「そりゃどうも」

　マディアスは露骨に冷ややかな態度でそう返したが、生徒会長はいかにもご機嫌のようでそれを咎とがめることもない。自身の任期内に《星武祭フエスタ》を制したとなれば、当然その生徒会長の評価は上がる。ましてやマディアスをスカウトしたのは彼自身なのだから、それも考慮されるだろう。

「八や薙ち草ぐさ君も、体調が優れないと聞いているが……大丈夫かね？」

「はい、お陰様で」

「なら結構」

　生徒会長はあくまでにこやかだったが、眼鏡の奥のその目が鋭く光る。

「ところで……こうして今日やってきたのは、他でもない。少し君たちから話を聞いておきたくてね」

「話……？」

「そう、今後の話だ」

　生徒会長はもったいぶるように言うと、眼鏡の位置を直しながら言った。

「無事この《鳳凰星武祭フエニクス》を制したとして、その後君たちはどうするのかと思ってね」

「まだ五回戦が終わったばかりだというのに、気の早い話だ」

「残っている連中に君たちの相手になりそうなタッグはいないだろう？　まあ、ガラードワースとレヴォルフのタッグには純星煌式武装オーガルクスの使い手がいるので少々厄介かもしれないが……なに、八や薙ち草ぐさ君がいればそれもどうとでもなる」

　それについてはマディアスも同感だ。万応素マナが停止した世界でマディアスたちを倒そうと思えば、それこそ界龍ジエロンの《万ばん有ゆう天てん羅ら》あたりが必要だろう。

「しかし、その後の話と言われてもね……どうせ俺には《獅鷲星武祭グリプス》にも出ろって言うんでしょう？」

「当然だとも。君にはこれから目一杯働いてもらわないとならないからね」

　おどけるマディアスを、生徒会長がじろりと睨にらむ。

　契約がある以上、マディアスに拒否権はない。

　特待生の契約は基本卒業までだが、学園と学生双方の合意があれば大学部まで延長できる。実力が露見するまではのらりくらりと大学部まで遊びほうけるつもりだったものの、こうなった以上はさっさと卒業してしまったほうがいいだろう。ただしマディアスは今高等部の二年だから、最低でも後一回は《星武祭フエスタ》に出場しなければならない。つまり、来年の《獅鷲星武祭》だ。

　もっとも──仮にチーム戦に出たとしても、マディアスがどこまで本気を出すかはその時の気分次第ではある。今回は朱あか莉りとのタッグだからこそ、マディアスもやる気を出しているのだから。

「それで、八薙草君は？」

「私は……まだわかりません。落ち着いたら一度母に会いに行って、それからゆっくり考えたいと思います」

　朱莉がそう答えると、生徒会長の目がすっと細まる。

「そうか……やはりそうなるかね。ふむ……」

「何か……？」

「──いいや、なんでもないとも。では、僕はこれで」

　生徒会長はそう言うと、軽く手を振って控え室を出て行った。

「ふぅん……てっきりまたなんだかんだ言いくるめて先輩もチーム戦に勧誘してくると思ったのにな」

　その背中を見ながらマディアスがそう言うと、朱莉は苦笑しながら頬ほおを掻かく。

「私の能力はチーム戦向きじゃありませんから」

　確かに朱莉の能力は敵だけではなく味方までも巻き込んでしまう。通常ならそれでも五分と五分だろうが、たとえば界龍の拳士五人などという編成のチームが相手だった場合は目も当てられない。

「……まあ、いいか。それより先輩、明日は調整日で試合もないし、久々にデートでもどうだい？」

　マディアスがいかにも軽い口調でそう言うと、朱あか莉りは以前とは違う柔らかな笑みでうなずいた。

「ええ、私で良ければお付き合いします」




　真夏の空は、深く大きい。

　日差しは肌を刺すように強く、暑さも容赦なく厳しい上に、水上都市ならではの湿度の高さも身体からだにこたえる。

　それでも朱莉は、外縁居住区の小さな公園を行き先に選んだ。

「先輩、体調のほうは本当に大丈夫なんだろうね？」

「平気ですよ。ほら、ちゃんと日傘も差してますし」

　くるくると日傘を回してみせる朱莉は笑顔だったが、それでもやはり汗が滲にじんでいる。

　湖上を吹き抜けてくる風が涼やかなのは、せめてもの救いだろうか。

「しかしまあ、わざわざこの炎天下の中、こんななんでもない公園に来たがるなんて先輩も変わってるというかなんというか」

「いいじゃないですか。私、ここが気に入ったんです。それに最近どこに行っても目立ちますし、あまり街中はちょっと……」

《鳳凰星武祭フエニクス》を破竹の勢いで勝ち進んでいるマディアスたちは、前情報もほとんどなかったこともあってか、殊更メディアに取り上げられることが多かった。今や今大会の目玉扱いと言ってもいいだろう。

　もっとも、毎年そうして名を上げる選手が出てくるのが《星武祭フエスタ》だ。騒がれるのも今だけで、来年にはまた別の選手が注目と喝采を浴びるのだろう。まあ、それこそ連覇なりグランドスラムなりを達成すれば別だが。

「──ああ、やっぱりここから見上げる空は気持ちがいいですね」

　日傘を下ろし、朱莉が穏やかな表情でそう言った。

　ただ空を見上げるその何気ない朱莉の姿に、マディアスはふいに目を奪われる。桜色の髪、長い睫まつげ、汗が伝う白い肌──いつも見ていたはずなのに、瞬間、マディアスはまるで時が止まったかのようにその光景に釘くぎ付づけになった。

「マディアス？　どうしました？」

　そんなマディアスに気が付いた朱莉が、不思議そうに小首を傾かしげる。

「……ああ、いや、先輩は本当に綺き麗れいだなと思ってさ」

「なっ……！」

　見る見る顔を赤くした朱莉は、逃げるように日傘で顔を隠した。

「い、いきなり何を言うんですか……！」

　相変わらず、歓楽街ロートリヒトで働いていたとは思えないほど初う心ぶな反応だ。

　朱あか莉りは出会った頃と比べると随分変わったと思うし、それはおそらくいいことなのだろう。ただ、こうした可愛かわいらしい部分はこの先も変わらないでいてくれたらと、身勝手なことを思ったりもする。

（この先、か……）

　生徒会長の話ではないが、未来の話を考えることなど以前のマディアスには縁遠いものだった。そういう環境で育ってきたということもあるが、まるで興味が持てなかったからだ。

　だが、今は──

「なあ、先輩」

「はい？」

　マディアスが呼びかけると、朱莉が日傘の陰から半分ほど顔をのぞかせた。まだ薄うつすらと赤らんでいる。

「卒業したら、一緒に暮らさないか？」

「……え？」

　すると朱莉は先程以上に顔を真まっ赤かに染め、固まってしまう。

「先輩？」

「ええっと、それは……」

　しばらくしてようやく口を開いた朱莉は、しかし急に真剣な顔になって言った。

「以前にも言ったと思いますが……私は人を好きになるということがわかりません」

「自分を好きになれないから、だっけ？」

「……はい」

　それはマディアスにはわからない感覚だった。

　自分は自分で、他人は他人だ。好悪の判断に影響するほど、その二つの間に繋つながるものがあるとは思えない。

　たとえばマディアスは自分のことを好きでも嫌いでもないが、朱莉のことは好ましく思っている。

　とはいえ、朱莉には朱莉の考え方があるのだろう。

「ただ……もしかしたら、私も変われるのかもしれません。私は私でいていいのだと、そう思える時がくるのかもしれません。そう、たとえばこの《鳳凰星武祭フエニクス》で優勝できれば、その時は……」

　朱莉はそこで一度言葉を区切ると、小さくはにかむように笑った。

　そうは言っているが、朱莉にとって《鳳凰星武祭》の優勝などなんの意味も持たないことはマディアスにもわかっている。朱莉が欲しているのは母からの愛……それは望めずとも、母が少しでも自分の存在を認めてくれることであって、あくまで《鳳凰星武祭》優勝はその条件でしかない。

「ですからマディアス、もう少しだけ答えを待ってもらえますか？」

「……了解。でも、そういうことなら返事はすぐに聞けそうだな」

　マディアスが笑ってそう言うと、朱あか莉りはどこか拗すねるように口を尖とがらせる。

「本当に、マディアスのその自信が羨ましいです」




　──そして実際この数日後、マディアスと朱莉はまったく危なげなく《鳳凰星武祭フエニクス》を制覇することとなった。





　　　　＊






　差し込む陽光で目を覚ますと、右腕が重い。

　首を動かすと、眼前に安らかな寝息を立てる朱莉の寝顔があった。

「……」

　マディアスは一瞬固まり、次いで小さく息を吐くと、朱莉を起こさないようにそっと右腕を抜く。

　が。

[image: ]

「ん……」

　ゆっくりと目を開いた朱あか莉りと、視線が合う。

「おはよう、先輩」

　仕方なくそう声を掛けると、朱莉はぼんやりとしたまま口を開きかけ──

「っ！」

　突然目を見開くと、慌てた様子でベッドの中に潜りこんだ。

「お……おはよう、ございます……」

　か細く小さなくぐもった声に苦笑しながら、マディアスはベッドを出る。

　ホテル・エルナトのスイートルーム。昨晩は、マディアスと朱莉の《鳳凰星武祭フエニクス》優勝祝賀会がこのホテルで行われた。銀ぎん河がのお偉いさん方などへの挨拶など肩が凝るようなことばかりだったが、わざわざこうして部屋を用意してくれたのはありがたい。もっとも、当然ながら本来朱莉の部屋は一つ隣だ。

「コーヒーでも淹いれようか？」

　手早く着替えを済ませてそう言うと、ベッドの中からは先程より少しだけ大きな声で返事がくる。

「……お願いします」

　さすがにアスタリスク屈指の高級ホテルだけあって、用意してあるコーヒーもインスタントではない。マディアスが高級そうなコーヒーメーカーを操作している背後で、ベッドから抜け出た朱莉がパウダールームへ向かうのがわかったが、敢あえてそちらは見ない。

　しばらくすると、身支度を整えた朱莉がどこか緊張した面持ちで戻ってきた。

「どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　差し出したコーヒーを受け取った朱莉は、それを口に運ぶ。

「美味しい……」

　マディアスが何も言わずにベッドに腰を下ろすと、朱莉もその隣にそっと座った。

　お互いに無言のまま、けれど何かがゆるゆるとほぐれていくのがわかった。

　朱莉がマディアスの肩に頭を預けるようにしてもたれかかってくる。

　何をするわけでも、何を喋しやべるわけでもなかったが、それはとても心地良い時間だった。

　思えば、他人が傍そばにいる状態で熟睡できたのも昨夜が初めてだったかもしれない。

　端的に言えば、それはマディアスが生まれて初めて得た安らぎだった。

「そういえば──」

　やがて、マディアスがふと口を開いた。

「先輩は、何を願うのか決まったのかい？」

《星武祭フエスタ》の優勝者は、その褒賞として統合企業財体からなんでも一つだけ願いを叶かなえてもらうことができる。

　なんでもと言っても、もちろん魔法ではないので不可能なことも多い。死者を生き返らせることはできないし、人の心を変えることも難しい（金を積むことによって可能になる場合もあるだろうが）。あくまで統合企業財体が可能な範囲で、というくくりではあるが、実質的に世界を支配している統合企業財体が為なすのだから、やはりそれは現実的な範囲であれば『なんでも』と称して構わないだろう。

「……マディアスはどうなんです？」

　すると朱あか莉りは質問に質問で返してきた。

　朱莉にしては珍しいが、一ひと先まず答える。

「いや、俺はまだ全然」

　別段無欲というわけではないのだが、これというものが思い浮かばないのだ。最悪金でもいいと思っているが、当然ながら上限は決まっている。即金でもらうか分割でもらうかで額も変わるし、これはこれで悩むものだ。

「でもその言い方だと、もしかして先輩は……？」

「ふふっ……はい、決まりました」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、朱莉が少しだけ自慢げに言う。

「ズルいな、一人だけ。いつの間に決めたんだ？」

「つい先日です」

「へぇ……それで、一体どんな願いだい？」

「それは……内緒です」

　にべもない答えに面食らったマディアスを見て、朱莉がくすくすと肩を震わせる。

「ふふっ、嘘うそですよ。冗談です。そんな顔をしないでください」

　余程変な顔をしていたのか、朱莉はしばらく笑い続け、それがようやく収まった頃に口を開いた。

「私の願いは──」

　そう言いかけたところで、朱莉の携帯端末が着信を知らせた。

　だから、マディアスはこの時朱莉が語ろうとした願いが一体どんなものだったか、わからない。

　この先も、ずっと。永遠に。

『朝早くにすまない、八や薙ち草ぐさ君。何分、急を要する話なのでね』

　音声通話にした空間ウィンドウから聞こえてきたのは、生徒会長の声だった。

「あ、はい……なんでしょう？」

『うむ、まあ、気を確かにもって聞いて欲しいのだが……八薙草君、君のお母さんが亡くなられたそうだ』

　その瞬間、朱あか莉りの顔が凍りついた。

「え……？」

　朱莉の手からカップが滑り落ち、絨じゆう毯たんに黒い染みが広がる。

『すぐにご実家に向かいたまえ。六りつ花かを出るための申請手続きについては、こちらで済ませておいた』

「あ、あの、ちょっと待ってください……母が……なんと……？」

　朱莉は呆ぼう然ぜんとして、まだ事態を受け止められていないようだ。

　マディアスはその肩を抱くと、何も映っていない空間ウィンドウを睨にらみ付けながら言った。

「なあ、会長さん。一体どういうことだ？　事情を説明してもらいたいんだが」

『うん？　マディアス君もいたのか……いや、事情も何も僕もよくわからんのだよ。先方の話では、どうやら自殺らしいとしか……』

「自、殺……？」

　朱莉の目が、絶望に染まる。

「おいっ！」

『ああ、や、すまない。と、とにかく詳しいことはご実家で聞いたほうがいいだろう』

「……わかった。そういうことなら俺も同行する」

　マディアスも朱莉の家の事情と、アスタリスクにやってくるまでの経緯は聞いている。そこへ朱莉一人で行かせるわけにはいかない。

『いや、それは……残念だが、手続き上難しい。知っての通り、この六花を出るには申請が必要で……』

「それくらいどうにか──！」

　マディアスがそこまで言いかけたところで、肩に回したその手に朱莉がそっと触れた。

「……私なら大丈夫です、マディアス」

　少しも大丈夫そうではない、震えた声。

「でも、先輩……」

「お気遣いありがとうございます。ですが……これは私の問題ですから」

　そう言う朱莉の顔には、泣くでも笑うでもない、曖昧な苦笑が浮かんでいた。




　結局、朱莉は一人で実家へと戻った。

　ところが、以降まったく音沙汰がない。携帯端末に連絡をしても繋つながらないし、そうこうしているうちに日々は過ぎていく。

　そして一週間が過ぎた頃、マディアスは生徒会長に呼び出されて執務室にいた。

　執務室の窓の向こうには、今にも降り出しそうな黒々とした雲が晩夏の空を覆い尽くしている。

「君の外出申請に許可が出た。……それで、今更だが本当に彼女の所へ向かうつもりなのかね？」

「当然」

　マディアスは短くそれだけ答えた。

　こうしている時間も惜しいくらいだが、わざわざ申請許可が下りたことを伝えるためにマディアスを呼び出したということもないだろう。マディアスが無言で促すと、生徒会長は大きな溜ため息いきを吐ついて腕を組んだ。

「まあ、それを止めはしないが……一応、忠告しておこう。無駄だとね」

「……どういう意味だ？」

　マディアスは威圧感も露あらわに睨にらみ付ける。

　生徒会長は冷や汗を浮かべながらも、きっぱりと言った。

「昨日付で、銀ぎん河がは八や薙ち草ぐさ君の願いを受理したのだよ」

「っ！」

「《星武祭フエスタ》優勝者の願いは、当人がそれを公開するかどうか選べる。八薙草君は、君にだけならそれを伝えても良いという条件を付けた。よって、君にはそれを聞く権利がある。どうするかね？」

　マディアスがうなずくと、生徒会長は咳せき払ばらいを一つしてから口を開く。

「──八薙草君の願いは『名前も顔も戸籍も変えて、別の人間になること』だ」

「なっ……!?」

　想像もしていなかったその内容に、さすがにマディアスも絶句する。

「実家で余程のことがあったのだろう。僕もこんな変わった願いは聞いたことがない」

「……あんたはその理由を知っているのか？」

「さて……まあ、察することはできるがね。おそらく母親のことが関係しているのだろう」

　そのいたってつまらない答えに、マディアスは舌打ちをした。

　それくらいはマディアスにだって想像がつく。

　問題は──いや、その前に。

「どうしたら先輩に会える？」

「それは不可能だ」

「……なんだと？」

　マディアスが怒気を滲にじませて一歩進み出ると、生徒会長は両手を前に突き出して叫んだ。

「ぼ、僕を脅しても無駄だ！　いいかね、すでに銀河は彼女の願いを受理したのだよ？　その願いが別人になることであれば、すでに八薙草朱あか莉りという人間はこの世界に存在しないのだ！　君にだってわかるだろう！　統合企業財体がそうと決めたなら、誰にもそれを覆すことなどできない！」

「……っ！」

　腹立たしいが、確かにその通りだ。

　少なくとも、目の前の男程度ではどうすることもできないのは事実だろう。

　マディアスは踵きびすを返すと、執務室を飛び出した。

　とにかく、まずは朱あか莉りの実家へ向かおう。朱莉本人がまだそこにいるとは思えないが、事情がわかれば行動の推測もできるし、何かしらの手がかりは掴つかめるはずだ。

　そう考え、六りつ花かを出るため港へ向かおうとしていたマディアスの足がピタリと止まる。

　星せい導どう館かん学園の正門を出たところで、携帯端末が音声通話の着信を知らせたためだ。

　相手の名は表示されていない。それでもマディアスは直感した。

「……先輩？」

『……』

　返事はない。

　だが、確信する。間違いない。朱莉だ。

『……ごめんなさい、マディアス』

（ああ──）

　小さく掠かすれた、すべてを放棄した声。

　その声を聞いた途端に、マディアスはどうしようもなくわかってしまった。

　最も早はや、マディアスにできることは何もないのだと。

　空から落ちてきた雫しずくが、ぽつりとマディアスの頬ほおを打つ。

　ゆっくりと、雨が降り始めた。

『私は……ダメでした。ダメなんです。私はやはり……私という存在を好きになってあげることができませんでした。私は呆あきれるほどに愚かで、惨めで……どうしても、ダメでした』

「……そうか」

　それ以外、どう応えていいのかさえもわからない。

　降り出した雨は決して強くはなかった。小雨というほどではなく、世界を染め上げるほどでもない、曖昧な雨。

　ただ、この雨は当分やまないだろう。

　なんとなく、マディアスはそんなことを思った。

『ごめんなさい、マディアス……本当に、ごめんなさい……』

　朱莉の声は何度も繰り返し繰り返し謝って、やがてぷつりと切れた。

　先程までとは打って変わって、自分の心がすっと冷えていくのを感じる。同時に、強い怒りが腹の底で沸き立つのがわかった。

　マディアスは、驚くほどに冷静に思考を巡らせる。

　その怒りをぶつける先を見つけるために。





　　　　＊






　真夜中の再開発エリア。

　連なる廃はい墟きよの屋上を、人影が一つ駆けていた。

　雲は分厚く、月明かりもない。再開発エリア故に街がい燈とうもなく、明かりといえば遠く商業エリアの摩天楼の煌きらめきがほのかに届くか届かないかといった程度だ。

　しかしその人影は、唐突に立ち止まって嘲るような声で言った。

「おいおい、どこの誰だかは知らねえが殺気が駄だ々だ漏れだぜ？　それじゃあ闇討ちの意味がねえだろ？」

　その声に、マディアスは瓦が礫れきの陰からそっと姿を現す。

　もっとも殺気はわざと気付かれるように発していたものだ。このまま素通りされてしまっては意味がない。

「あーん？　どこの諜ちよう報ほう機関の三下かと思えば、うちの学生じゃねえか。確か……ああ、マディアス・メサとか言ったか」

　その人影はわざとらしくそう言うと、フードの奥でくつくつと笑う。

　無論、自分の学園から出た《鳳凰星武祭フエニクス》制覇者の顔と名前を覚えていない諜報工作員などいるはずもない。裏仕事に浸つかった人間にはよくあることだが、相当に性格が歪ゆがんでいるらしい。

「……そう言うあんたは影かげ星ぼしのランタナで間違いないかい？」

「さて、どうかな」

　とぼけるように肩を竦すくめるフードの男。

　まあ、素直に答えるはずもない。

「一度顔は合わせてるはずだけど、何しろあの時は鏡でも見ているような感じだったんでね」

「生あい憎にく、本当の自分の顔なんざとっくに忘れちまったよ」

　フードの男──ランタナは軽い口調でそう言うと、フードの奥の目を鋭く光らせた。

　肯定はしていないが、敢あえて否定もしていない。こちらがある程度調べてきていることをわかってのことだろう。

　事実、マディアスはランタナの──影星の行動を調べ上げていた。どうやったかと言えば、《[image: ]武祭エクリプス》に出場した時の伝つ手てを使ったのだ。二度と関わることがないと思っていたこの都市の暗部だが、あそこには裏の世界に通じた人間が多く集まっているためこういう時には役に立つ。もっとも、そのためにマディアスは今までこつこつと貯めていた稼ぎをほとんど手放すことになったし、またあの残酷ショーへ出場するはめにもなってしまったが。

「んで、俺になんか用かい？　影かげ星ぼしへの依頼だったら、生徒会を通してもらわないとまずいんだがな」

「いや、生徒会長殿の手を煩わせるまでもないような話さ。少し、あんたに聞きたいことがあってね」

「おいおい、どんな案件かは知らねえが、特殊工作員がはいそうですかって喋しやべるとでも思ってんのかよ？」

「……だろうな」

　言いながら、マディアスは腰のホルダーから剣型の煌式武装ルークスの発動体を取り出して起動する。

「ははっ！　力ずくってか！　いい度胸じゃねえか！」

　それに反応し、即座に背後へ跳んで距離を取るランタナ。

「《鳳凰星武祭フエニクス》優勝だか知らねえが、あまり調子に乗るんじゃねえぜ？　試合に出るような連中と、俺たち裏稼業の精鋭じゃ、そもそも戦い方からして──」

「ああ、知ってるよ」

「んなっ!?」

　次の瞬間には、マディアスはすでにランタナの背後へと回り込んでいた。煌式武装の刃やいばが闇に煌きらめき、ランタナの両手両足の腱けんを断ち切る。

「ぐあ……っ！」

「さて、質問だ」

　うつ伏せに倒れ込んだランタナを、マディアスは冷たい目で見下ろしながら言った。

「もし答えなかったら？」

「あんたを殺す」

「ひひっ、そいつはおっかねえ」

　マディアスの答えを、ランタナは鼻で笑う。

「本気じゃないとでも？」

「いいや、信じるとも。だがな、その質問に答えたところで俺が殺されないって保証はねえだろ？」

　そんなランタナに、マディアスは時刻を確認して言った。

「これからあんたら影星の任務があるんだろ？　時間までに揃そろわなければ、仲間が探しに来るんじゃないか？　位置情報はお互いに把握してるそうだし、そうだな……遅くともあと五分程度ってところか。そうなったら助かるかもしれないな。どうだい？　時間を稼ごうって気にもなるだろ？」

「……てめえ、そこまで考えて俺を襲ったのか」

　驚いたような、呆あきれたようなランタナの声。

　それから少し──といっても、ほんの二、三秒だが──考えてから、ランタナは諦め気味に言った。

「いいだろう、乗ってやるよ。それで、何が聞きたい？」

「八や薙ち草ぐさ朱あか莉りとその母親について」

「くくっ、だろうな」

　ランタナは顔だけ動かしてマディアスを見上げると、にやりと笑う。

「その件で俺に当たりを付けたってことは、もう大体察してるんだろ？」

「……最初に疑念を抱いたのは、《鳳凰星武祭フエニクス》出場にあたってあの生徒会長が自信満々に八薙草家と母親を説得してみせると言った時だ。前者はまだわかる。先輩から事情を聞いた限りでは、八薙草家の連中は不満のはけ口を先輩に向けていたにすぎない。それを上回る報酬があれば、容易に変節するだろう。だが──」

「そうだ。あの母親は違う。あの母親は八薙草朱莉を心底嫌っている。生理的嫌悪ってやつだ。八薙草朱莉を産んだことを死ぬほど後悔し、恐怖し、その事実を憎悪している。どんなになだめすかそうが、そんなやつを説得なぞできるわけもねえ。生徒会長閣下もそれは十分承知だったぜ」

「だったら、やはりあの日先輩が話したという母親は……」

「俺だよ。知っての通り、そういう能力者なんでね」

　ランタナはあっさりとそれを認めた。

「俺のコピー能力はそんじょそこらの三流能力とはわけが違う。多少面倒な手順を踏まなきゃならねえが、やろうと思えば見た目や能力だけじゃなく対象の記憶や感情までコピーできるんだ。まあ、俺自身にも影響が出るから滅めつ多たにやらねえがな」

　なるほど。そういうことなら、朱莉が騙だまされるのも無理はない。

　空間ウィンドウ越しで、朱莉自身数年来会っていなかったというのだから、なおのことだろう。

「だから俺にはよーくわかるぜ。あの母親はな、八薙草朱莉の存在そのものが許せねえんだ。それが《星武祭フエスタ》で活躍し、広く世間に認められていくなんて、そりゃあ耐えられねえ苦痛だったろうさ。しかもてめえらはよりにもよって優勝までしちまった。世界中の人間が八薙草朱莉を知り、あらゆるメディアで褒ほめ称たたえる。首の一つでもくくりたくなるってもんだろうよ」

「……っ！」

「おっと！　一応言っておくが、俺はあくまで仕事でやっただけだぜ？」

　マディアスの怒気を感じ取ったのか、ランタナがそう付け足した。

「ま、生徒会長閣下の計画じゃ、もうしばらくは騙だまし通す予定だったみたいだけどな。場合によっちゃあ、母親が死んだことを隠して俺を代理にごまかすって話もあったみたいだ。ただ、八や薙ち草ぐさ朱あか莉りの能力は強力だが扱い辛づらいし、何より星辰力プラーナ適応障害が悪化している。そこまでする価値はないと見切ったんだろうよ。費用対効果ってやつだ。或あるいは、てめえ一人で十分だと思ったのかもな」

　ランタナは饒じよう舌ぜつだった。おそらくいつまで経たっても仲間がやって来ないことに気を揉もんでいるのだろう。

「そうか。大体わかった」

「ま、待て待て！　他に聞きたいことはねえのか？　大サービスだ、今ならなんでも話してやるぜ……？」

「もう十分だ。代わりに俺からも一つ、いいことを教えてやる」

　マディアスは身を屈かがめると、ランタナの耳元で淡々と言った。

「いつまで待っても、あんたのお仲間は来ない。いや、来られないんだ」

「え……？」

　その言葉の意味をすぐには掴つかみかねたのか、ランタナは呆ぼう然ぜんとした顔で固まった。

「じゃあな」

「や、やめ……！　こんなことをしたら、生徒会長閣下が、銀ぎん河がが黙っちゃ──」

　ランタナのわめき声を最後まで聞くことなく、マディアスは手にした光刃をゆっくりとその心臓へ突き入れた。

「別に特殊工作員が任務に失敗して未帰還なんて、よくある話だろう？」

　その言葉に、返事はない。

　すでにランタナはこと切れていた。

「それに……バレたらバレたでいいのさ。ああ、そんなことは一切合財がもうどうでもいいんだ」

　マディアスは一人、そうつぶやく。

　見上げれば、星一つ見えぬ重く暗い夜空。

　一応は報復を果たしたというのに、マディアスの腹の底で燃え盛る怒りはまるでおさまることがない。このまま次は生徒会長を殺して、その次は八薙草の家の老人共を殺して、そうすれば少しは気が晴れるのだろうか。

　おそらく、無理だ。

　この怒りは、八薙草朱莉という存在を殺した真の相手を討つまで消えることはないだろう。それは朱莉を追い詰めた八薙草家でも、朱莉を利用した生徒会長でも銀河でもない。《星脈世代ジエネステラ》を差別する常人たちでも、そんな常人たちに阿おもねり従う《星脈世代》たちでもない。その縮図であるこの箱庭でも、そこで朱あか莉りに無駄な希望を与えてしまった自分でもない（そうであれば、どれだけ楽であったか）。

　そうだ。マディアスが真に討つべきは──

「その通り。実に論理的な結論だ」

「っ！」

　ふいに響いたその声に、マディアスははっと振り返った。

　そこに立っていたのは、スーツ姿の中年男性と、闇夜の中でも輝くような銀髪の少年だ。

　まさかマディアスが、一切の気配を感じることもなく背後を取られるとは。

「あんたらは……いや、それよりも今のは、まさか……俺の心を読んだのか？」

「ほう。察しもいい。どうだ、エクナート。使えるだろう？」

　スーツの男が、無表情にそう言って少年を見る。

「ええ、ええ、さすがはヴァルダ。これは掘り出し物です。いずれは人間の仲間を作る必要があるとは思っていましたが、まさかこれほど早く見つけられるとは」

　にこにこと屈託のない笑顔を浮かべる少年も、そう言ってスーツの男を見返した。

　マディアスは用心深く間合いを測りながら、直感する。

　この二人は人間ではない。以前、界龍ジエロンの《万ばん有ゆう天てん羅ら》と見えた時も似たような感覚を覚えたが、それでもまだあれは人に近いものだった。

　だが、目の前の二人は根本的に何かが違う。

「まさしく。我々は人間ではない」

　ヴァルダと呼ばれたスーツの男が、やはりまるで感情のない声でそう言った。

　そのスーツの下で、何かが闇よりも深い黒々とした光を放っている。

「……あんたらが何者かは知らないが、勝手に人の心を覗のぞき込むのはやめてもらおうか。次はないと思え」

　マディアスは煌式武装ルークスの切っ先をヴァルダに向け、低い声でそう警告した。

「これは失礼しました。なるほど、ごもっともです」

「心得た」

　すると存外素直に二人がうなずく。

「僕たちはあなたと敵対するつもりはありません。むしろ、仲間……いや、同じ未来を目指す同志だと思ってください」

「同志……？」

　訝いぶかしげに眉を寄せるマディアスに、どこまでもにこやかな笑顔でエクナートが両手を広げた。

「より正確に言うならば──あなたがその憤ふん怒ぬで焼き尽くした先の世界を望む者です」

　それがマディアスと《ヴァルダ＝ヴァオス》、そしてエクナートとの出会いだった。

　そう。

　マディアスの戦いは、すべてここから始まったのだ。





　　　　＊






　──《星武祭フエスタ》運営委員会本部、委員長執務室。

　マディアス・メサ《星武祭》運営委員長は、その窓から六りつ花かの空を眺めていた。

　あの遠い昔に見上げた空と同じように、分厚い雲が広がり月も星も覆い隠してしまっている。明日はいよいよ準決勝だが、この分だと生あい憎にくの雨となるかもしれない。あの日のように。

　もっとも、その程度で観客たちの熱狂に水を差すことも、マディアスの怒りを鎮めることもできないだろう。

　煌こう々こうと輝く摩天楼も、これで見納めだ。

　そろそろここを離れないと、ヘルガたち警備隊がやってきてしまう。

　いざそれを手放すという段になっても、長年身を置いたこの部屋にも、もしくは運営委員長としての仕事にも、マディアスはなんの感慨も抱いていないことに我ながら少し驚いていた。

　結局、マディアス・メサという人間はあの日から少しも変わっていないのだ。

　感傷的で、愚かな、あの日のまま。

　すでにあの時の生徒会長も、八や薙ち草ぐさの家の老人たちもこの世にはない。ランタナのようにマディアスが直接手を下したわけではないが、そのように動いたのはマディアス自身だった。そうしたところで案の定気が晴れることはなかったものの、まあけじめのようなものだ。

「さて、それでは最後の仕事といこうか」

　マディアスが執務机の端末に触れると、空間ウィンドウが広く。

　そこには準決勝に進出した選手の棄権届けがマディアスの下まで上がってきていた。

　マディアスがこれを認めれば、明日の準決勝戦第一試合は行われないことになる。

　よって、マディアスはそれを不許可とし、部下に再調整を命じた。

　これは別段珍しいことではない。

　興業的に差し障りがでるようなケースでは、運営委員会が選手や学園サイドを説得するのはよくある話だ。もっとも時間制限があるため、それまでに翻意させられなければさすがに強制はできない。

　そしておそらくこのままでは何度説得しても無駄だろう。

「……このままでは、ね」

　マディアスは薄く笑うと、携帯端末を取り出し、とある番号にコールした。

「やあ、久しぶりだね。少し時間をいただけるかな？」





第七章　準決勝第一試合







「──なぜおまえがここにいる」

　ユリスは自分でも驚くほどに冷たく低い声でそう言った。

　ステージの上で向かい合って立つのは、他でもない。

「答えろ、綾あや斗と」

「……ユリス」

　一方で、その綾斗は沈痛な面持ちでユリスを見つめている。

『さあさあさあ！　かつてない盛り上がりを見せるこの《王竜星武祭リンドブルス》も残るは三戦！　しかも準決勝に進んだ四人の内、なんと三人が星せい導どう館かん！　いやさ、それどころかその三人が《獅鷲星武祭グリプス》を制したチームメイトというのだから、まさしく星導館黄金時代の到来と言っても過言ではないでしょう！』

『かつて界龍ジエロン、ガラードワースも長期間の黄金時代を築いたけれど、星導館が果たしてそれを成せるかどうかは来年以降の注目ポイントでしょうね』

『しかもしかも！　すでに皆さんご存ぞん知じのように、この準決勝で闘う《叢むら雲くも》天あま霧ぎり綾斗選手と《華焔の魔女グリユーエンローゼ》ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト選手はタッグで《鳳凰星武祭フエニクス》を制した二人ということで、どちらも史上二人目のグランドスラム達成者となる可能性を持っています！　一方がここで脱落してしまうのが惜しくもありますね！』

『この二人は以前、天あま霧ぎり綾あや斗との転校初日に決闘した記録があるけれど、その際は勝敗付かずという形になってるわ。まあ、二年以上前のデータだから左程参考にはならないわね。ただ、総じて天霧綾斗有利なのは揺るがないところで──』

　会場に響く実況と解説の声も、大歓声も、最も早はやユリスの耳には聞こえてもいない。

　それら一切が、今のユリスにはどうでもいいことだ。

　お互いにマイクは切ってある。会話の内容を聞かれる心配はない。

「おまえの姉君は無事難を逃れたと聞いている。ならば、すでにおまえにはこの《王竜星武祭リンドブルス》で闘う理由はないはずだ」

　遥はるかの体内に仕込まれていた《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の欠片かけらが除去できたことはエリオットから聞いている。だからこそ、ユリスは綾斗がゲートから姿を見せるその瞬間まで、彼が棄権してくれるものだと信じていた。

「今更おまえがグランドスラムの栄光に目が眩くらむような男だとは思っていないし、仮にそうだとしても私にそれを責める権利はない。おまえが立ち塞がるというならば、私は打ち砕くまでだ。だが……せめて理由は聞かせてもらおう」

　ユリスが睨にらむと、綾斗はその表情をほんの少しだけ和らげて言った。

「やっぱり……依頼主っていうのはユリスのことだったんだね」

「……」

　ユリスは敢あえてそれには答えない。

　エリオットは律儀に名前を出さないでいてくれたようだが、元々ユリスはすぐに勘付かれるだろうとわかっていた。遥の事情を知っている人間は限られているのであろうから、当然だ。

　それでも自分だと明かさないのは、やましさ故だった。

　無論、ユリスも遥を助けたいと思ってのことではあったが、もし事が成れば綾斗は試合を棄権するだろうという気持ちが心に一片もなかったとは言えないからだ。仮にそのことで綾斗から感謝されるようなことがあれば、それはユリスにとって耐え難がたいことだった。

「ありがとう、ユリス。おかげで姉さんは助かったよ」

　だというのに、綾斗はそう言って頭を下げてくる。

　その実直さが、今のユリスにはただ辛つらい。

「……質問に答えてもらおうか、綾斗」

　ユリスはあくまで綾斗の謝意には触れずにそう言った。

　綾斗もそれを察したのか、すぐに険しい表情に戻る。

「その前に、俺からも一つ聞きたいことがあるんだ。その答えによっては、俺は今すぐに棄権してもいい」

「なんだと？」

「──ユリス、君が彼女を……オーフェリア・ランドルーフェンの命を奪おうとしているというのは本当なのか？」

「っ！」

　その言葉に、ユリスは思わずたじろいだ。

「どうしておまえがそれを……」

　そこまで言いかけて、慌てて口元を押さえるがもう遅い。

　これでは事実だと認めているようなものだ。

「……本当なんだね？」

　綾あや斗とは静かにじっとユリスを見つめている。

「ああ、その通りだ」

　仕方なく、ユリスはうなずいた。

　どちらにせよ、綾斗はいかに上う手まくユリスが言い繕ったところで嘘うそを見抜くだろう。綾斗は二年以上、パートナーとして、チームメイトとして一番近くでユリスを見てきたのだ。ごまかしはきかない。

「だったら、俺はそれを止めなきゃならない」

「私にどうしても譲れない切実な理由があるとしてもか？」

「だとしても、俺は止める」

「……まあ、おまえならそう言うだろうな」

　理由はわかった。これでは納得するしかない。

　天あま霧ぎり綾斗とは、そういう男だ。

「一応聞いておこう。誰がそれをおまえに教えた？」

「昨晩、《処刑刀ラミナモルス》から連絡があった」

「《処刑刀》だと……？」

　何がしたいのかはわからないが、やはりオーフェリアの一件も含めてすべては裏で繋つながっているらしい。

　もっとも、だからといってユリスがやることは変わらない。

「ユリス、理由を教えてくれれば俺も力に──」

「残念ながら、それは無理だ」

　悲痛の色を滲にじませた綾斗の問いに、ユリスは首を横に振った。

　綾斗の優しさには感謝するが、オーフェリアが指名したのがユリスである以上、誰であろうと立ち入る余地はない。その時点で決定的な破滅が訪れてしまうからだ。

　ユリスにとって救いなのは、もしここで綾斗が敗やぶれたとしても、遥はるかの命が失われるという最悪の事態はなくなったことだ。これで心置きなく闘うことができる。

　大切な人間を失うのは、ユリスだけでいい。

「私を止めたいのであれば本気で来い、綾あや斗と。私は本気で行く」

「……そうさせてもらうよ」

　ユリスが煌式遠隔誘導武装レクトルクスを展開し、綾斗が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動させる。

　それから一拍おいて、試合開始の合図がかかった。





　　　　＊






　昨晩、そろそろ綾斗が就寝しようとしたところで、英えい士し郎ろうが部屋に戻ってきた。

「はぁー、まったくしんどいったらねえぜ」

　口調こそいつもと変わらないが、その目の下には隈くま、頬ほおはげっそりと痩せ、見るからに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

「久しぶりだね、英士郎。なんか随分とお疲れのようだけど」

「いやもう、会長の人使いの荒さったらないぜ、本当に。次から次へと仕事が湧いてきやがるし、今は会長のかーちゃんまで容赦なくこき使ってくるからな……」

　そのままどさっとうつ伏せでベッドに倒れ込む英士郎。

　現在英士郎は影かげ星ぼしとしてではなく、生徒会長であるクローディアとイザベラ直轄の諜ちよう報ほう員としてあちこち奔走しながら金きん枝し[image: ]へん同盟を探っているらしい。まあ、極秘任務で影星が使えない以上、英士郎の負担が大きくなるのは当然と言えば当然かもしれない。

「それより遥はるかさんの一件どうにかなったんだってな。良かった良かった」

「ああ、お陰様でね」

「んじゃ、これで明日の準決勝はお流れってわけだ。ひひっ、おまえさんと姫様の直接対決を楽しみにしてた世界中の《星武祭フエスタ》ファンはがっかりだろうな」

　ベッドの上で肩を震わせる英士郎。

「ユリスの目的がなんであれ、俺が邪魔するわけにはいかないからね。……余程の覚悟みたいだし」

「すまねえな、おれに余力がありゃあそっちも調べてやれるんだけどよ……」

「いや、英士郎には英士郎の任務があるんだから仕方がないよ」

　心遣いはありがたいが、それで十分だ。

「とにかく、これで俺も金枝[image: ]同盟のほうへ全力を向けられる。少しくらいは英士郎の負担も減らせると思うよ」

「そいつはありがたい。んじゃ、もう棄権申請は受理されたのか？」

「それが……クローディアに一任しているんだけど、まだ許可が下りないみたいなんだ」

　棄権が認められればクローディアから連絡があるはずなのだが、夜更け近くになってもまだそれが届かない。話には聞いていたが、かなり難航しているようだ。

「ま、おまえさんは出場不能になるほどの大怪け我がを負ったってわけじゃないし、何より注目の一戦だからな。運営が渋るのも無理はないか。沙さ々さ宮みやのほうならまだしも」

　英えい士し郎ろうの言う通り、紗さ夜やの両腕の怪我はかなり酷ひどいらしい。試合後、すぐに治療院で治療を受けたとのことだが、特に右腕はほとんど動かせないようだ。

　紗夜が明日の準決勝へ出場するのかどうか、綾あや斗とはまだ聞いていない。

　これで仮に紗夜が棄権するとなると、準決勝そのものが行われないという可能性さえ出てくる。運営としては、それだけは避けたいはず。

　それに、《処刑刀ラミナモルス》がマディアス・メサであるならば、綾斗を脅してまでこの《王竜星武祭リンドブルス》に出場させた張本人が運営委員会のトップということだ。そう簡単に首を縦には振らないだろう。

「でもまあ、どれだけ運営が渋っても、俺が明日会場に行かなければそれで──」

　綾斗がそこまで言ったところで、枕元に置いておいた携帯端末が小さく震えた。

　見れば、非通知の番号からの着信だ。

　訝いぶかしく思いながらも綾斗が出ると、音声通信の空間ウィンドウが開き、聞き覚えのある声が鷹おう揚ように言った。

『──やあ、久しぶりだね。少し時間をいただけるかな？』

「っ！　……《処刑刀》！」

　半ば反射的に口をついたその名前に、英士郎も目を丸くする。

「おいおいおい、マジかよ……！」

『準決勝進出おめでとう。梅うめの小路こうじ冬ふゆ香かは相当な強敵だったろうに、大したものだよ。今や完全に《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使いこなしているようだ』

「……一体なんの用だ、《処刑刀》。いや、マディアス・メサ」

　今ならはっきりとわかる。この声、この口調、《処刑刀》とマディアス・メサは間違いなく同一人物だ。というよりも、どうして今までそれがわからなかったのか不思議なくらいだった。

（認識疎外の影響がないからか……？）

　さしもの《ヴァルダ＝ヴァオス》も空間ウィンドウ越しでは能力を発揮できないということなのだろう。

『うん？　何を言っているのかね？』

　それでも《処刑刀》──マディアスはあからさまにとぼけてみせる。認識疎外が効いていないことをマディアスがわからないはずもないので、敢あえてそうしているのは間違いない。

『ふふっ、まあいい。用件はただ一つ、君は明日の準決勝を棄権するつもりのようだが……それを考え直して欲しい』

「断る」

　綾あや斗とは当然のごとく拒絶した。

「あなたが気が付いていないはずもないだろう？　《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の欠片かけらはすでに姉さんの身体からだから除去した。もう脅しは効かない」

『ああ、そうだとも。まったく、君たちは姉弟揃そろってほとほと手を焼かせてくれる。おかげで私も──いや、マディアス・メサ委員長も予定が狂って大変難儀しているそうだよ。ふふ、ふふふっ！』

　マディアスはそう言って、小さく笑った。

「……ふざけているのか？」

『いやいや、大真面目だとも。何しろそのせいでマディアス・メサ委員長は一足早く雲隠れをしなければならなくなったのだからね』

「っ！」

　逃げるつもりか。

　遥はるかとヘルガがマディアス・メサの尻尾を掴つかんだという話は、すでに綾斗も聞いている。だがここで逃げられてしまったら、元も子もない。

[image: ]

　綾あや斗とが目配せをすると、英えい士し郎ろうは無言でうなずいて部屋を飛び出していった。とにかく今はヘルガたちに知らせることが先決だろう。

『ところで話は変わるが……君はリースフェルトくんの悲壮な決意を知っているかね？』

「え……？」

　突然予想もしなかった方向に話題が変わり、綾斗は面食らった。

「……なんの話だ？」

『彼女は、《王竜星武祭リンドブルス》の舞台でオーフェリア嬢を殺すつもりなのだよ』

「なん、だって……？」

『おお、なんとも嘆かわしいことだ！　《星武祭フエスタ》の試合中であれば罪に問われる可能性は少ないだろうが、もし自身の親友を手に掛けるとなれば彼女の心にどれほど深い傷が残ることか！　君も友人であるなら、そのような悲劇的な凶行は止めてあげるべきだろう』

　マディアスの口調は大仰で、いかにも芝居がかっている。

「……そんな戯たわ言ごとを信じると思うのか？」

『無論、信じる信じないは君の自由だとも。だが──その結論は、彼女本人に確かめてからにしたほうがいいだろうね』

　いやらしい手だ。

　今のユリスは携帯端末に連絡を入れても出ないだろうし、真偽を確かめるためには会場へ行くしかない。

『いずれにせよ、棄権するのはそれを確かめてからでもいいだろう。そうでないと、君は彼女を止める機会を失うことになる』

「くっ……！」

　綾斗は唇を噛かんだ。

　悔しいが、マディアスの指摘は正しい。少なくともこれで綾斗が棄権するという選択肢はなくなった。

「……理由はなんだ？」

『理由？』

「ユリスがそんなことをする理由だ。余程の理由がなければ……いや、どんな理由があろうと、ユリスは自ら望んでそんなことをする子じゃない」

『そうだね……理由は教えられないが、そうなった経緯ならいいだろう。単なるオーフェリア嬢の気まぐれだ』

　マディアスはしばらく考えてから、そう言った。

『オーフェリア嬢が彼女を選んだ、としか言いようがないな。愚かで無意味なセンチメンタリズムだが……私も同類だ。それを否定はすまい。私はリースフェルトくんにこれっぽちの興味も関心も持たないが、さすがに同情するよ。彼女は今、たった一人でこの世界を背負わされているのだからね』

　マディアスの話は要領を得なかったが、理由を明かすつもりがないことだけは綾あや斗とにもわかる。

（でも、この口振りだとマディアスはオーフェリアのことをよく知っているみたいだ。もしかして、《孤毒の魔女エレンシユキーガル》も金きん枝し[image: ]へん同盟と繋つながりが……？）

『では──明日の試合を楽しみにしている。がんばってくれたまえ』

　言って、ぷつりと通話は切れた。

　綾斗は奥歯を噛かみしめながらも、すぐさまクローディアの番号をコールする。

　とにかく、今はまず棄権申請を取り消さなければならなかった。





　　　　＊






「──《王竜星武祭リンドブルス》準決勝第一試合、試合開始バトルスタート！」




　試合開始と同時に、綾斗は一気に間合いを詰めるべく駆け出したが、飛来した煌式遠隔誘導武装レクトルクスが綾斗とユリスのちょうど中間地点に突き刺さった。

「綻べ──赤壁の断焔華ロロペタルム！」

　直後、巨大な炎の壁が噴き上がり、綾斗の行く手を阻む。かつて綾斗とユリスが《鳳凰星武祭フエニクス》で界龍ジエロンのタッグと闘った際、このステージを分断した技だ。

　高さ十メートル近い劫火の壁を、綾斗は手にした《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で一いつ閃せんして斬り裂き、突破する。

　が、その壁を超えた先に、ユリスはもう一つの設置型能力を仕掛けていた。

「綻べ、栄裂の炎爪華グロリオーサ！」

　綾斗の足下に魔法陣が浮かび上がったかと思うと、鋭い爪を持った炎の指が出現し、綾斗を握り潰さんとする。ユリスお得意の設置型能力の多重発動だ。

　あらかじめそれを予想していた綾斗は動じることなく、今度もまた炎の爪を《黒炉の魔剣》で斬り払う。

　一方で、その間にユリスは綾斗と十分な距離を稼いでいた。

　その足元では掌てのひらサイズの小さな炎の翼が何枚も揺れるように羽ばたいている。

　極楽雛鳥の輝翼ストレリーテイア・ペテイ。

　武ウー暁彗シヤオフエイ戦でもユリスが使っていた、加速補助能力だ。

『試合開始直後からド派手な攻防ー！　最初に動いたのは天あま霧ぎり選手でしたが、それを阻んだのはリースフェルト選手の火炎能力！　これはどう見ますか、ザハルーラさん？』

『天霧綾斗は当然接近戦に持ち込みたい。ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトは……長いわね、リースフェルトは近接戦闘もそれなりにはできるけれど、天あま霧ぎり綾あや斗とと斬り合いになれば勝負にならないレベルでしかない。右腕も折れているみたいだしね。となればこちらはできるだけ距離を取って闘いたい。結果としてはリースフェルトの思惑通りになった形とはいえ、ここから先どこまで凌しのげるか……お互いに手の内を知り尽くしているからこそ、そう簡単に決定打は出ないはずよ』

　そうだ。

　確かにザハルーラの言う通り、綾斗はユリスの技を、ユリスは綾斗の動きを知り尽くしている。以前のままであれば、それこそ紗さ夜やとレナティの試合のように遠距離戦闘に徹するユリスを綾斗がどうにかして捕まえようとするといった展開になっただろう。

　だが、綾斗もユリスも成長しているのだ。

　ユリスが暁彗シヤオフエイとの闘いの最中で見せた数々の新技は、綾斗からしても驚くべき進化だった。特に決着を付けたと言っても過言ではない毒の炎には、綾斗も十分注意しなければならない。

　同時に、ユリスも綾斗の新たな力を警戒しているはずだ。

　それは──

「行くよ、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》」

　綾斗の声に応えるかのように《黒炉の魔剣》がぶるりと震え、その手から離れて宙に浮かび上がる。

　そしてそのまま、猛然と風を斬ってユリスへ襲い掛かった。

「ち……っ！」

　ユリスは煌式遠隔誘導武装レクトルクスを散開させると、その一撃をかろうじて回避する。煌式遠隔誘導武装で防御しようとすれば焼き斬られるだけなので、避難させたのだろう。

『出たー！　先の準々決勝で見せた純星煌式武装オーガルクスの遠隔操作！　防御不能の斬撃がリースフェルト選手を襲うー！』

『遠距離からでも天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの剣技を放つことができるのは大きなアドバンテージだわ。でも、さすがに本人の手で放つそれと同等というわけにはいかないようね』

　この大会を通じてもう何度目かはわからないが、綾斗は改めてザハルーラの慧けい眼がんに舌を巻いた。

　実際、《黒炉の魔剣》は綾斗の意志によって自由自在に動くのだが、やはり自分の手で振るう時と比べると速度も鋭さも一段落ちるのは否めない。それは剣術というものが本質的に鍛錬によって覚え込ませた身体からだの感覚に拠よるものだからだ。

　それでも本来ならばユリスがかわし続けられるようなものではない。

　だというのに、ユリスは飛び回る《黒炉の魔剣》の攻撃をギリギリのところで回避し続けていた。

　その理由はおそらく二つ。

　一つは、以前と比べてユリスの反応速度が格段に上がっていること。余程厳しい修行を積んだのだろう。

　そして、もう一つが。

『──幻影か。やるわね、リースフェルト』

　遠目で見ても、ユリスの身体からだが複数ぶれるように動いているのがわかる。

　暁彗シヤオフエイ戦で使っていた幻影の技だろう。そのせいで僅かに間合いを狂わされているのだ。ただし普通なら綾あや斗とに幻影分身の類たぐいは通じない。天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの知覚拡充技術である〝識しき〟の境地があるからだ。

　だが、あのように本来の身体と重なるように分身を展開されるとその判別は難しい。気配や空気の流れ、匂いや音といった五感すべての情報を総合して周囲の状況を把握するのが〝識〟の境地だが、ユリスの幻覚は匂いや音すらも伴っている。

　それでも〝識〟の境地の精度を上げれば判別できるはずだが、そのためにはレンジを絞る必要があった。つまりある程度距離を詰めなければならず、それでは遠距離攻撃の意味がない。

「あまり私を舐なめるなよ、綾斗！　咲き誇れ──九輪の舞焔花プリムローズ・多輪咲マルチフロース！」

　そこへユリスが左手のノヴァ・スピーナを振り下ろした。

　その周囲に生まれた数十個の火球が、一斉に放たれる。

「くっ……！」

　さすがにこの数をすべて回避するのは不可能だ。

　綾斗は界龍ジエロンの拳士よろしく星辰力プラーナを集中させた拳で、素手で火球を迎撃する。

　着弾と同時に爆発する火球の威力は、その一発一発が以前とは比較にならないくらいに上がっていた。ただ、星辰力を高めた綾斗の防御力を超えるほどではない。とにかく校章だけは死守しながら回避と迎撃、ガードを織り交ぜてなんとか凌しのぎ切る。

「これだけお見舞いしてやってもほぼダメージはなしか……。まったくおまえといい武ウー暁彗といい、本当にふざけた連中だ……！」

「いや、結構芯に響いたよ」

　忌々しげなユリスの言葉に、綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を手元に呼び戻しながら答える。事実、まるでダメージがなかったわけではないのだ。それなりの衝撃と、多少の火傷程度は負っている。

　とはいえ今の火球も《黒炉の魔剣》があればそのほとんどを斬り払うことができたはずなので、迂う闊かつに手放すのは控えたほうがよさそうだ。

『ここで天霧選手、《黒炉の魔剣》を戻しました！』

『懸命な判断ね。《黒炉の魔剣》は《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》を相手にした場合、攻撃面よりもむしろ防御面でのアドバンテージが大きい。天あま霧ぎり綾あや斗とくらい剣の腕が立つならなおのことよ』

（しかし、そうなると……）

　綾斗はできるだけ早く試合を決めるつもりでいた。それはユリスを侮っていたわけではなく、その実力を評価しているからだ。スペックだけを比較すれば勝負にならないはずの暁彗シヤオフエイを相手に勝利を収めたのは──もちろん運もあっただろうが──その戦術と多彩な能力の組み合わせが実力差を覆すだけのポテンシャルを秘めているということの証あかしでもある。あまり時間をかけると、ユリスの術中にはまってしまうことにもなりかねない。かと言って、今の様子だと速攻もそれなりにリスクがある。下へ手たをすれば足元をすくわれてしまうだろう。

　ならば、どうするか。

「……仕方がないな」

　綾斗は覚悟を決めた。

　ユリスには悪いが、確実に勝ちに行く。

「む……？」

　ユリスも綾斗が闘い方を変えたことに気が付いたらしい。

　訝いぶかしげな顔でユリスがもう一歩距離を取り、ノヴァ・スピーナを振り下ろす。

「咲き誇れ──六弁の爆焔花アマリリス！」

　ユリスの最も得意とする炎の華。

「燃え盛れ！」

　それが煌式遠隔誘導武装レクトルクスを媒介に万応素マナと星辰力プラーナの固有接合パターンを同調させ、増幅されて綾斗に向かってくる。

　が、綾斗はその巨大な炎の花弁を一刀のもとに両断した。

「……っ！」

　それを見たユリスが驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめ、極楽雛鳥の輝翼ストレリーテイア・ペテイで滑るように下がりながら次の技を繰り出してくる。

「咲き誇れ──赤円の[image: ]斬花リビングストンデイジー！」

　焔ほむらの刃やいばを回転させた灼しやく熱ねつの戦輪が十数個、一斉に襲い掛かってくるが、同じように《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の一いつ閃せんでそのすべてを斬り払った。

「ぐ……！」

　そうしながらも、綾斗はゆっくりとユリスを追うように歩きながら間合いを詰めていく。

　決して急ぐことはしない。ユリスが攻撃を仕掛けてくるようなら《黒炉の魔剣》でそれを迎撃し、設置型能力に気を付けながらただ着実に歩みを進め、ユリスの行動範囲を少しずつ削っていく。

　つまり完全なる正攻法だ。

　ユリスの技がどのようなものであれ、それが《魔女ストレガ》の技である以上純星煌式武装オーガルクスである《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の力を上回ることはできない。設置型能力も、しっかりと警戒さえしていれば綾あや斗との反応速度なら発動の前に回避することができる。

　ユリスがどのような策を練っていようが、その端緒を丹念に一つずつ確実に潰していけば大きな脅威にはならないのだ。

　実に面おも白しろ味みのない、堅実でつまらない戦法だった。

「おのれ……！　だが、これならどうだ……！」

　ユリスはそう言いながら、ノヴァ・スピーナを構え直した。

　その周囲で万応素マナが蠢うごめき、焔ほむらが渦を巻く。

「咲き誇れ──[image: ]焔の舞踏華ベクアールテイ！」

　炎の渦は見る間に形を変え、子ども程度の大きさの人型となった。

　そうして現れた燃え盛る焔ほのおの人にん形ぎようが、全部で六体。

「行け！」

　号令一下、焔の人形が地を蹴って綾斗に襲い掛かる。

　──疾はやい。

　焔の人形の速度は、目を見張るものがあった。

　舞い踊るかのような優雅さと鋭さが合わさったその動きは、とても能力で生み出されたものとは思えない。

「ふふん、これはおまえと梅うめの小路こうじ冬ふゆ香かとの試合を参考にして作り上げた新技だ！」

「あの試合を……？」

　つまりユリスはこの技を一日足らずで仕上げたことになる。

　ユリスの言葉に驚きつつも、焔の人形を迎撃すべく《黒炉の魔剣》を横薙なぎに振るう。

　しかし焔の人形はするりとその一撃をかわしてみせた。

「おっと……」

　そのまま間合いに飛び込んできた焔の人形たちは、それぞれがまるで界龍ジエロンの拳士のような拳と蹴りを見舞ってくる。

　綾斗はバックステップでそれを回避するが、焔の人形たちも流れるように追撃をかけてきた。大した体術だ。

「梅小路冬香のように、自分自身よりも力の強い存在を使役するというスタイルは興味深い。さすがに一朝一夕で魏ぎ嶽ごくとやらのような式神は模倣できんが、その人形たちも近接戦闘の体術は私よりもずっと達者だろう？」

「……なるほどね」

　確かにこの焔の人形たちは一体一体がそれなりに手強い。だが、冬香の式神たちのように自由意思を持っているわけではなく、あくまで決められた動きを模倣しているだけのようだ。それでもなおこれだけの動きをこなすということは、おそらくモデルとなった模倣元が相当の手練てだれなのだろう。

　だが──

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術奥伝──〝遊ゆ[image: ]ずり破は〟」

　綾あや斗とは間合いに飛び込んできた焔ほのおの人にん形ぎよう一体を、袈け裟さ懸がけに斬り伏せる。返す刀でもう一体。更に、後ろ回し蹴りを回避しつつカウンターで一体。身体からだを捻り、背後に回っていた二体の首を同時に断ち切り、瞬時に握りを変えて残り一体の腹部へ切っ先を突き刺した。

　これで六体。

「な……！」

　ユリスが信じられないといった顔で後ずさる。

　天霧辰明流の真価は乱戦時にこそ発揮されるもので、多対一はその本分だ。落ち着いて対処すれば、自由意思のない人形相手に後れを取るようなことはない。

「ま、まだまだ……！」

　それでもユリスは次々と技を繰り出してきた。炎の刃やいばが、或あるいは炎の槍やりが、熱波が、火球が、焔ほむらの鳥が、灼しやく熱ねつの錐きりが、無数の炎弾が綾斗を襲うが、綾斗はそれらをことごとく一蹴する。それだけ綾斗と《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の力は圧倒的だった。

　そんな攻防とも言えない攻防を延々と続け──

「咲き誇れ──呑竜の[image: ]焔花アンテリナム・マジエス！」

　ユリスが放った炎の竜を、綾斗が振り下ろした《黒炉の魔剣》が苦もなく分かち断つ。

　そうして、ようやく綾斗はユリスをステージの端にまで追い詰めた。

『つ、強いー！　天霧選手、なんという強さでしょうか！　リースフェルト選手の多彩な技を、まるでものともしていません！』

『《黒炉の魔剣》があればこそとはいえ、さすがにちょっと格が違うわね。リースフェルトの技は余程威力の高いものでない限り天霧綾斗にダメージを与えられないけれど、そうした大技は読まれやすく《黒炉の魔剣》で対応されてしまう。かといって手数で攻めようと思っても、小技では天霧綾斗の防御を抜くことができない。かなり厳しい状況だと言わざるを得ないわ』

「はぁ……はぁ……！」

　ユリスは防護障壁を背に、息を荒くしながら綾斗を睨にらみ付ける。

「まったく……えげつないまでに心を折りに来てくれたものだな、綾斗」

「……ごめん」

　綾斗は素直に謝った。

「まあ、仕方あるまい。ここまで危なげのない正攻法は、余程の実力差がなければ成立しない。この結果が、今のおまえと私の歴然たる力の差というわけだ。……いや、武ウー暁彗シヤオフエイとの試合もあいつが勝負を楽しんでいなければ、こうなっていたかもしれないな」

　綾あや斗との間合いまで、半歩。

　しかしユリスの目はまだ諦めていない。おそらく最後の手を残しているのだろう。

　まだ迂う闊かつに踏み込むことはできなかった。

　ここまで徹した以上、あくまで慎重にいかなければならない。

「わかってはいたつもりだが……悔しいものだな」

　ユリスはそう言って、血が滲にじむほど強く唇を噛かむ。

「もし……もしこれがただの準決勝戦だったなら、或あるいはただの決闘だったなら、俺も違う闘い方を選んだよ」

「決闘、か……ふふ、懐かしいな。おまえが転校してきたあの日が、もう遠い昔のようだ」

　どこか寂しそうに、ユリスがぽつりとそう漏らした。

「ユリス、もう一度聞く。君がそうまでする理由は一体なんだ？　なぜそこまで……」

「くどい。それは答えられないと言ったはずだ。仮にそれを知ったとしても、おまえにできることはない」

「──俺なら《孤毒の魔女エレンシユキーガル》にも勝てる」

　綾斗はきっぱりと言った。

　オーフェリアの力は確かに強大だ。ここまでの試合を見ても、間違いなく今大会の出場選手中最強だろう。だが綾斗には《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》がある。以前、リーゼルタニアで相対した時は不覚を取ったが、今の綾斗ならばオーフェリアの毒さえも《黒炉の魔剣》で斬り払うことができるはずだ。

「そうだな。おまえは私よりも強い。《黒炉の魔剣》もある。オーフェリアに勝つ可能性はあるだろう」

「なら……！」

「だが、それだけでは駄目なのだ。ただ勝つだけでは」

　ユリスの目が剣けん呑のんに光る。ぞっとするような、絶望と決意に満ちた暗い瞳。

　綾斗は改めて、ユリスが抱えているものの重さの一端を感じ取った。

　けれど、やはりそれをさせるわけにはいかない。

　綾斗はユリスがいかにオーフェリアを大切に想おもっているかを知っている。どのような理由があろうとそんな相手を手に掛けるなど、ユリスの心が耐えられるはずがない。

「どうしてもそれが必要だと言うなら、だったら、その時は俺が──」

「……なんだと？」

　その瞬間、綾斗を睨にらむユリスの瞳が憤ふん怒ぬに染まった。

「今、何を言おうとした……？」

　かつてないほどに強い怒気。綾あや斗とはユリスがここまで怒りを露あらわにするところを初めて見た。

「ふざけるな……ふざけるなふざけるなふざけるな！　おまえは！　おまえにだけは、そんなことを……！」

　ユリスの両目から、大粒の涙が零こぼれ落ちる。

「ユリス……」

「確かにオーフェリアは私のかけがえのない親友だ！　大切な友だ！　それを手に掛けねばならないなど、本来ならば死んだほうがずっとましだ！　だがな、綾斗！　おまえとて同じだ！　私にとっておまえも同じくらいに大切な存在なのだ！」

　涙で頬ほおを濡ぬらし、顔を怒りに染めながらユリスが吠ほえた。

「わかれ！　わかってくれ、綾斗……！　私はおまえが好きだ……！　自分にとって最愛の人が、自分の一番大切な友の命を奪うなど、耐えられるはずがあるまい……！」

　絞り出すような、懸命な訴え。

　綾斗は己の不明と発言を恥じた。

「……ごめん、ユリス」

　もう一度、綾斗はそう謝る。

　ユリスはごしごしと腕で涙を拭くと、真まっ赤かな目で綾斗を見据えて言った。

[image: ]

「いいや、許さん。だが、おかげで目が覚めたぞ。おまえ相手に、出し惜しみをして切り抜けようなどと少しでも思った私も浅はかだった」

　ユリス不敵に笑いながら、煌式遠隔誘導武装レクトルクスを自分の周囲を囲むように配置する。

　その途端、周囲の万応素マナがざわりと蠢うごめくのがわかった。

「っ！」

　今まで感じたことがないその雰囲気に、綾あや斗とはとっさに背後に跳んで距離を取る。

（この感じ……なんだ……？）

「ここで負ければその時点ですべてが終わりだ。ならば余力など知ったことか。たとえ今日ここで力を使い果たそうとも、私は必ず為なすべきこと為す！」

　見ればユリスの周囲でぽつぽつと青白い炎が幾つも浮かび上がっている。

　特にユリスの背後では、まるで純白の翼のような白い花弁が形作られつつあった。

「見るがいい、綾斗。この花が咲いて枯れ果てるまでの十二秒間──私は世界最強だ」

　ユリスがそう宣言すると同時に、背中の花弁が花開く。

「華めけ──月げつ華か美び人じん」

　次の瞬間、ユリスの姿が掻かき消えた。

「っ!?」

　いや、消えたのではない。綾斗の目ですら、ほぼ追い切れなかったのだ。

　ユリスは一瞬で綾斗の懐に飛び込むと、折れているはずの右腕で鳩尾みぞおちに掌打を叩たたき込んできた。とてもではないが回避も防御も、間に合わない。

　その衝撃で綾斗の身体からだは数十メートル吹き飛ばされる。それこそ、無数の式神と合ごう一いつして巨大化した魏ぎ嶽ごくのそれよりも強く重い一撃だった。

「ぐ、ぅ……！」

　なんとか体勢を整えて立ち上がると、超然とした様子で立つユリスが綾斗にノヴァ・スピーナの切っ先を向けている。

「咲き誇れ──六弁の爆焔花アマリリス」

　信じ難がたいほど大量の万応素が蠢うごめき、青白い大火球が出現した。それは桁違いの大きさだ。

「ちぃ……っ！」

　撃ち出されたその大火球を綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で一刀両断するが、それは同時に大爆発を巻き起こした。今度はその爆風に吹き飛ばされ、強したたかに地面へと叩き付けられる。

　正直、何が起きたのかさえわからない。

　月華美人といったか、おそらくは自身の能力を強化する技なのだろうが、それにしても強化の具合が尋常ではない。シルヴィアなども身体強化の歌をよく使っているが、それで向上するのはせいぜい五十パーセント程度だろう。体感で言えば、冬ふゆ香かの〝式しき府ふ混こん交こう〟でさえ二倍程度がいいところだったはずだ。それでも冬香の身体は耐え切れなかった。しかしこの月げつ華か美び人じんはその比ではない。

　しかも身体能力だけではなく《魔女ストレガ》としての能力まで強化されている。今の六弁の爆焔花アマリリスの火力だけを見ても、二倍や三倍ではとてもきかないだろう。下へ手たをすれば──十倍近いかもしれない。

　見れば、ユリスの身体からだそのものが青白く燃えているようにも思える。肌や髪、まとう制服までもが、焔ほむらと一体化しているようだ。そして、背中の白い花はすでに半ばほど枯れかけていた。

　ユリスの言葉をそのまま受け取るならば、十二秒間限定の強化なのだろう。

　とはいえ、果たして今のユリスを相手に十二秒を凌しのげる者がいるかどうか。

「終わりだ、綾あや斗と」

　そう言ってユリスがノヴァ・スピーナを振り上げたその上には──

「咲き誇れ──六弁の爆焔花・多輪咲マルチフロース」

　先程の大火球が、全部で八つ。

「これは……まいったな……」

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えた綾斗の口から、思わずそんな声が漏れる。

　そして──




「天あま霧ぎり綾斗、校章破損バツジブロークン」

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」
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「あ、あの、お疲れ様でした……！」

「ご苦労様でした、綾あや斗と。残念でしたね」

「おっつー、綾斗」

　控え室に戻ると、綺き凛りんとクローディア、これから準決勝第二試合を控えた紗さ夜やの三人が綾斗を気遣うような笑顔で出迎えてくれた。大方の予想に反して準決勝への出場を決めた紗夜は、本来自分の控え室があるはずなのだが、わざわざ労ねぎらいに来てくれたらしい。

「……いや、完敗だったよ」

　綾斗も苦笑して、それに応える。制服はあちこち焼け焦げ、いくつか火傷もあるが、それ以外に大きな負傷はない。直撃こそなんとか防いだものの、最後の大火球をくらってこの程度ですんだのは奇跡的だとさえ言えた。

「まあ、終盤に見せたユリスの力は異常でした。仕方がありません」

「そ、そうです！　あのユリス先輩の動きは、わたしでもほとんど捉え切れませんでしたから……」

「綺凛ちゃんの目でも無理か……となると、いよいよユリスの言ってたことも本当かもしれないな」

　綾あや斗とがソファに身を沈めて一息つくと、クローディアが水を差しだしてくれる。一口含むと、熱を持った身体からだにじわりと染み入るのがわかった。

「ユリスが言っていたとは？」

「ああ……なんでもあの技を使っている十二秒間だけは、世界最強だって」

　今となっては、綾斗もそれを疑う気はない。

　あの状態のユリスに対抗できるとしたら、綾斗の知る限り星露シンルーとオーフェリア、後は可能性としてヘルガくらいなものだろう。

「十二秒……なるほど、時間制限があるのですね」

　綺き凛りんが納得したようにうなずく。

「こうなると、ユリスが味方にいないのは残念ですね……あの力があれば、それこそマディアスや《ヴァルダ＝ヴァオス》にも対抗できたでしょうに」

「ユリスは俺たちの味方だよ。今は、やるべきことがあるだけで」

　惜しいとばかりに溜ため息いきを吐ついたクローディアをそうたしなめると、クローディアはぺろりと舌を出す。

「あら、すみません。これは失言でした」

「でも……その口ぶりだとやっぱりマディアスは捕まえられなかったみたいだね」

　綾斗の言葉に、クローディアと綺凛は表情を曇らせた。

「ええ、その通りです。今朝方、ヘルガ隊長と遥はるかさんが運営委員会本部に踏み込んだのですが、すでにマディアスの姿はどこにもなかったそうです。行方についても、誰も知らないそうで」

「今朝？」

　綾斗が英えい士し郎ろうにマディアスのことを託して警備隊へ連絡してもらったのは昨夜のことだ。警備隊は二十四時間体制のはずだから、動くつもりがあればもっと早く動けたのではないか。

　そんな疑問が顔に出たのか、クローディアは苦笑して言った。

「生あい憎にくと、銀ぎん河がからの許可が下りなかったのですよ。彼らにとって最優先するべきは、あくまで《ヴァルダ＝ヴァオス》の確保です。マディアスはおまけにすぎません。できればその居場所が判明するまでは泳がしておきたかったのでしょう」

「そんな……」

「まあ、結局ヘルガ隊長が押し切ったようですけどね。それに……こう言ってはなんですが、昨夜の内に動いていても結果は一緒だったでしょう」

　確かにそれはそうだろう。

　でなければ、わざわざマディアスが直接綾斗に連絡してくるなどという危険を犯すはずもない。

「それよりも、金きん枝し[image: ]へん同盟の中核メンバーにあのオーフェリア・ランドルーフェンが絡んでいることのほうが憂慮すべき事態」

　紗さ夜やがそう言って、ふんすと鼻息を荒くする。

　まあ、これからその張本人と試合をするのだから、さもありなん。

「でも、それに関しては証拠もないしなあ」

　あくまでマディアスの話しぶりから綾あや斗とがそう感じたというだけだ。

「で、ですが、金枝[image: ]同盟にはレヴォルフの生徒会長が深くかかわっているのですから、あり得ない話でもないのでは……？」

　綺き凛りんの言う通り、レヴォルフ黒学院の生徒会長ディルク・エーベルヴァインは金枝[image: ]同盟の一員だと考えられている。そしてディルクがオーフェリアをレヴォルフへ引き入れたこと、ディルクが生徒会長の地位を築き上げる際にオーフェリアを大いに利用していたという経緯を考慮すれば、共に同じ組織に所属しているという可能性は高い。

「その件に関しては母も調べているようです。ともかく、現状確定している金枝[image: ]同盟のメンバーは《処刑刀ラミナモルス》こと《星武祭フエスタ》運営委員長マディアス・メサ、レヴォルフ黒学院生徒会長ディルク・エーベルヴァイン、ウルスラ・スヴェントの身体からだを乗っ取っている純星煌式武装オーガルクス《ヴァルダ＝ヴァオス》、聖ガラードワース学園のパーシヴァル・ガードナーの四名ということになりますね」

「それに、エルネスタ・キューネも協力しているのは間違いない」

　紗夜が包帯でぐるぐる巻きにされた右手を挙げ……ようとして痛みに顔を顰しかめつつそう言った。

「それはあくまで紗夜の勘でしょう？　証拠がなければ断定できません。まあ、当然考慮はしますが」

「そ、そこに加えてオーフェリア・ランドルーフェンさんも、ですか……」

　後の二人は可能性の段階とはいえ、錚々たる面々だ。

「とにかく今はマディアスを捜しつつ、多方面からこの面子メンツの──」

　と、クローディアがそこまで言ったところで、空間ウィンドウが開き来客を知らせた。

　そこに映し出された顔は……。

「ユリス…!?」

　急いでドアを開くと、先ほどまでステージで鎬しのぎを削っていた相手がそこに立っていた。

「ああ、おまえたちも来ていたのか。随分と久しぶりだな……」

　ユリスはありありと疲労を滲にじませた顔で、それでも気丈に笑顔を作っていたが、部屋に入ろうとしたところでふいによろめき倒れ込みそうになる。

「ユリスさん！」

　危ういところで、とっさに飛び出した綺き凛りんがその身体からだを支えた。

「ふぅ……すまないな、綺凛」

「い、いえ、このくらい……」

　綺凛に肩を借りながらソファへと腰を下ろしたユリスは、大きく息を吐く。

「まったく……とても勝者とは思えませんね、ユリス」

「そう言うな、クローディア。これでも精一杯なんだ」

　ユリスの声は疲れてはいたが、少しだけ以前に近い明るさが戻っていた。

　おそらくは、綾あや斗ととの試合が終わったことで一つ肩の荷が下りたのだろう。ユリスにとっての本番は明日だろうが、その気持ちは綾斗にもよくわかる。

「そもそも本来ならあなたは勝者インタビューの真っ最中では？」

「そんなもの、当然キャンセルしたとも。ご覧の有様だぞ？」

　ひらひらと手を振って、投げやりにユリスが言う。

「最後のあの技、余程消耗するようですね？」

「……月げつ華か美び人じんは体力、精神力、星辰力プラーナのすべてを極限まで使い果たす。星辰力切れにならないだけでも御の字だ」

「そ、そのコンディションで明日の決勝に出るつもりなのですか……？」

　綺凛が恐る恐るそう訊たずねると、ユリスはじろりと綺凛をねめつけて短く言った。

「当然だ」

「あらあら……でしたら少しでも早く戻って休息を取りたいところでしょうに、なぜわざわざここへ？」

　だがそこでクローディアが問うと、ユリスは複雑な表情で視線を落とす。

「それは……」

　そして頭を掻かきながら、ちらりと横目で綾斗を見た。

「一応、おまえなりに私のことを案じてくれていたようなので、ちゃんと伝えておこうと思ってだな」

「俺に？」

「確かに私は明日、オーフェリアの命をこの手で奪うつもりだ」

「っ！」

「なっ……!?」

「……！」

　初めてそれを聞いた三人が固まる。無理もない。

「だが──それはあくまで覚悟の話だ。私は最後のその瞬間まであいつを説得するつもりだし、諦めるつもりはない。だからその、なんだ……そう心配するな」

　言って、ユリスはぷいっと視線を逸そらす。

「ユリス……」

　綾あや斗とは再度、己の不明を恥じた。

　ユリスは強い。

　ならばきっと、自らの手で最善の結果を掴つかみ取るだろう。

　今の綾斗にできることは、それを信じることだ。

「……ふむ、ところで」

　と、そこで紗さ夜やがジト目になって言った。

「私はこれからその《孤毒の魔女エレンシユキーガル》と決勝への切符を賭けて闘うのに、なぜ私が負ける前提で話を進めているのか」

「……あ」

　今度はユリスが固まる番だった。

「い、いや、その、それは……別段おまえの実力を疑っているわけではなくだな……！」

「ほう？」

　ジト目のまま、じりじりとユリスに迫る紗夜。

「だから、つまり、あー……正直に言ってしまうと、おまえは準決勝を棄権するものだと思っていたのだ……！」

　ユリスはそう言うと、紗夜の両腕に視線を向ける。

「その腕、どちらもまともに動くまい。それに加えて、レナティ戦でおまえの主だった煌式武装ルークスはその大半が破損してしまったはずだ。一日やそこらで直せるものではないだろう。あの規格外の超巨大煌式武装は展開に時間がかかりすぎるし、何より……おまえはもう目的を果たしたはずではないのか？」

　紗夜が《王竜星武祭リンドブルス》へ出場したのは、本来リムシィとの決着を付けるためだ。そのリムシィがレナティに敗やぶれ、結果として仇討のような形になってしまったが、紗夜としては最も早はや最初の目的は残っていない状態だった。

「それなのに、わざわざオーフェリアと闘う必要はないはずだろう？」

「……ん、的確な推察。さすがはユリス」

　それを聞いた紗夜は満足そうにうなずく。

「事実、私は棄権するつもりだった。いくら私でもこの状態では《孤毒の魔女》に勝てるはずもない。ただ、少しばかりやってみたいことがあるのでそうしなかっただけ」

「やってみたいこと？　オーフェリア相手にか？」

　訝いぶかしむユリスに、紗夜はもう一度うなずいた。

「大丈夫、ユリスの邪魔はしない。《孤毒の魔女》はしっかり決勝へ送り出してあげるから、どーんと構えておけばいい」

「……一体何をするつもりだ」

「秘密」

　紗さ夜やの答えにユリスは肩透かしをくらったようだが、すぐに諦めて首を横に振った。

「ならば楽しみにしておこう。おまえは何をやらかすか、想像もできんからな」

「ふふふ」

　ユリスは紗夜と不敵な笑みを交わしてから、ソファから立ち上がる。

「では、私はこれで失礼する」

　その足元はまだ若干ふらついていたが、支えようとする綺き凛りんをユリスは片手で制した。

　矜持なのだろう。

　一人部屋を出るユリスの背中に、綾あや斗とは声を掛けた。

「──ユリス、俺は君の勝利を信じるよ。君が、すべてに打ち勝つことを」

「そうか」

　ユリスの返事は短かった。

　が、そのまま控え室を出ていこうとして、ドアの前でふいにユリスが振り返る。

「ああ、そうだ。どさくさまぎれだと思われたら不本意なので、ちゃんと伝えておくぞ。あのステージでの言葉は、偽らざる私の素直な気持ちだ。だから──」

　そして、綾斗に向かって淡く微笑ほほえんだ。

「全部終わったら、おまえの気持ちも聞かせてもらうぞ、綾斗」

「──っ！」

　そのユリスの笑みに綾斗の心臓がどくりと高鳴る。

「……おやおや、随分と宿題が溜たまっているようですね、綾斗？」

　そんな綾斗を揶や揄ゆするように、クローディアがにやにやと笑いながらそう言った。





あとがき




　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　申し訳ございません。大変お待たせしてしまいましたが『学戦都市アスタリスク』、その十五巻をお届けします。今回もあとがきはネタバレ全開なので、本編未読の方はご注意くださいませ。




　まずは表紙にもなっている綺き凛りんの出番と活躍が今巻ほとんどないことをお詫わびします。表紙のキャラは持ち回りとはいえ、せっかくokiuraさんが素敵なイラストを描いてくださったので、なんとかねじ込めないかと思ったのですが……多少増ページした程度では無理でした。そのかわり次巻こそ、同じく活躍のなかったクローディア共々見せ場を用意していますので、ファンの皆様におかれましてはどうぞご容赦ください。

　さて、本編では《王竜星武祭リンドブルス》が進み、いよいよ準決勝まで辿たどり着きました。個人的には紗さ夜や・レナティ戦が気に入っています。紗夜のあの究極に馬鹿馬鹿しい煌式武装ルークスは、沙さ々さ宮みや紗夜というキャラが出来た時に「この子の最終兵器はこういうのにしよう」と決めていたので、ようやく登場させることができて感無量です。

　当初から決めていたといえば、綾あや斗ととユリスの決戦もお話の初期段階から決まっていました。まあ、定番といえば定番の主人公とヒロインの対決なので、こうした展開を予想されていた読者の方も多いとは思いますが、作者としては一つの山場なので乗り越えられてほっと一息といった感じです。

　逆に、エリオットなどは作者が想定していた以上に動いてくれるキャラになりました。読み返してみると出てくる度に割りと酷ひどい目にしか合っていないエリオットですが、今巻で多少は報われたかなと思います。

　オーフェリアとシルヴィアの試合に関しては、アニメのパッケージ特典として書き下ろした短編で初対決を描いているのですが、実の所あれは我ながら結構気に入っている短編でして。単純にバトルを描いた時に焼き直しにならないよう気を遣いました。ウルスラとシルヴィアの関係や、ユリスとオーフェリアの関係、五回戦でのシルヴィア・ネイトネフェル戦の流れを受けての試合ですので、そのあたりでメインストーリーのラインに沿うような試合にはなんとかできたかなと。

　今回はあとがきのページ数が多いので、せっかくだし綾斗・冬ふゆ香か戦にも触れておきましょう。冬香は作中でも何度か触れられているように、個人戦なのに一人だけチームで出場している、しかもメンバーは全員超強いという反則級のやり口を悪びれもせずやり通すというのがキャラコンセプトです。本当は体術を披露するシーンをもっと入れたかったのですが、都合により割愛。

　何かと登場キャラが多い作品のため、それぞれを描写していくといくらページがあっても足りないし話も進まないしで毎回頭を悩ませているのですが、それでもできる限り拾ってあげたいのが親心というか……まあ、結局葛藤はしつつも大半は泣く泣くカットということになるのですけれども。

　とにもかくにもいよいよ次巻では《王竜星武祭リンドブルス》の決勝戦、そして金きん枝し[image: ]へん同盟と綾あや斗とたちとの全面対決ということになります。アスタリスクという物語もいよいよクライマックスとなりますので、どうか最後までお付き合いくださいませ。

　そして、美しくも愛くるしい表紙の綺き凛りんをはじめ、素晴らしいイラストを付けてくださったokiuraさんに、今回も心からの感謝を。綾斗とユリスのバトルを描いた口絵は、さすがの迫力です。




　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　多大なるご負担をおかけしている担当編集Ｏ氏、引き続き冬ふゆ香かの京都弁を監修してくださったＳ女史、今回も超ギリギリの進行でご迷惑をかけっぱなしの編集部の方々、校正の方々、そして何よりもいつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。それではまた次巻でお会いできることを願って。


二〇一九年十一月　三み屋や咲ざきゆう
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